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<表紙解説>

回旋眼球運動 (視線軸の周りの回転 )の測定

小型ccD カ メ ラ を 搭 載 し たへ ツ ド セ ッ トュニ ツ ト を 頭 に 装着 し
て眼の虹彩パター ンを記録し ,  画像処理する こ と に よ り 、 回旋

眼球連動 (視線軸周りの回転 )  を測定します。左右の画像は同

一被験者のそれぞれの眼です。 基準の眼球位置 (上段) から左

右の眼が逆方向に回転している  ( 下段 ) のが分か り ます 。 この

図では、虹彩パタ ーンの特徴的な部分を強調し、眼球位置の違

い を分か り やす く す る た め 、 パ タ ー ンの一部を赤と緑に着色し

ました 。 このよ うな装置によ り 、眼球の位置を正確に測定して

網膜上の像の位置を正確に知り、  網膜像と空間知覚の関係を調

べます。

※本号1 2ページの関連記事をご参照ください。

〔ATR人間情報通信研究所金子寛彦〕
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0巻頭言

平成 1 1 年 3 月期は 、  赤字決算の会社が続出した。  しかも銀行を始めと  して従来優良企業と言われてきた

日本の中心企業が赤字に転落している。そのため今年は黒字の会社も含めて、  さ ら に リ ス ト ラ 、 合 併 等 を

進め、 必死になって生き残り、  業績向上をめざしている 。

現音声翻訳通信研究所の後継プロジェク  ト と し て計画を している新設の研究所にっいては、  現在、  出資
希望調書を基盤技術セン夕一に提出し審査をお願いしている段階であるが、  それ と並行して 、  上記の厳し

い状況下において年初から 、  民間会社からの出資依頼に奔走している と こ ろであ る 。  A T Rが発足して早や

1 4 年になるが 、  この間、  我が国も経済的、  政治的にも大きな変革の時代を経験し、  各出資会社様を訪問さ

せていただ く中で 、  ここ 2 、 3年問題が顕在化してきた出資制度に基づくR & Dの研究費用調達方法、基礎基

盤研究に対する費用負担の考え方、  A T R自体の研究活動・成果の対外的な見せ方等に関して、  結構幸口の

ご意見を頂戴することも多かった。

一方で、  各社の担当の方々から、

国の研究所や民間単独企業の研究所と違い、産 ・ 宮 ・ 学が う ま く マ ッ チ し て機能 し てい る 。

自由度の高い、開かれた研究所であり 、外国人研究者が 2 0 % を超える と ぃ うのは日本では類を見なぃ 。

海外での評価も高い。

A T Rに出向した研究者は必ずレベルアップして戻つてくるので、教育機関としても評価できる 。

けぃはんな学研都市の中心的存在であり、  学研都市とぃえばAT Rの名が必ず出てくる。

な ど と 、  A T Rに対する高い評価のお言葉もぃただき、  関係者の方々が綿々と築いて来られた今日のAT Rの

国際的な研究所としての確固たる地位に思いを新たにしたものである。

今回の活動を通じて、  私ども A T R の経営を担当する立場と して改めて認識しなければならな ぃ と感じた

のは、

・ ATR設立当初に比べ、 基礎基盤研究に対する社会認識、 出資会社の経営環境

ATRが担当している先端技術分野に関する出資各社の希望テーマ、 成果への期待

等が大 き く 変 化 し て い る と い う こ と で 、  次世代に向けての研究体制の検討に活かしていきたい。
と も あ れ 、  今回の次期プ ロジ ェ ク ト に関す る出資にっいては 、  厳しぃ中でも各社の協力を得られる見込
みで感謝の意を表したい。 新 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 し て一つ強調す る と すれば 、 基礎研究 を よ り 深 め る こ と は

当然だが、研究スケジュールのスピー ド ァ ッ プ を 図 る と と も に 第 3 フ ェー ズになれば第 1 ・ 2 フ ェーズの承継

研究 とい う 観点か ら も 、  よ り実用化に近い研究、あるいは実用化との接点が求められる。

どこまで応用研究に近づくかは難しぃ判断だが、少な く と も成果を活用する動き  (共同研究等) を強化

す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い。 そのため、  新研究所の中に研究者とは別に担当を置くか、  現在の開発室
を よ り強化するなどの施策を模索したい と考えている 。そ して 、  も っ と積極的に A T R グループ と し て研究

の成果を外部に発信していきたいと思つている 。

研究者の皆さんには特に次のことを期待している。

まず、  某製薬会社の会長が  「ウチの研究者は全員ノ ーベル賞を取る っ も り で頑張つてい る」 と 言 つ て お
ら れ る が 、  皆さんにも常にこ う ぃ った気概を持つて研究に臨んでいただきたい。

また 、  A T R が社会から求められている ものは何であるのか 、  自分たちの研究は社会のニーズ に 合 つ て い

るのか 、今一度考えていただきたい。 自分たちの研究は要素研究であり 、応用研究とは必ずしも結びっけ
に く ぃ 面 も あ る が 、  こ う ぃ っ た こ と を考えてみ る こ と も 必要ではないか と思 う 。

来年西暦2 0 0 0年はAT Rにとって大きな節目の年になる。現音声研が終了し、新音声研がスタ ー ト す る 年

である 。続いて人間研も 2 0 0 1 年 2月には終了するので 、後継プロジェ ク ト を検討する必要がある 。全員で

2 1世紀のA T Rのあり姿を考え、  その目標に向かって着実に前進する年としたい。

2 ATR Journa1 37号 AUTUMN 1999



特集

中間時試験研究報告を終えて

ーマルチメディア技術を用いた新しい通信の創出をめざして一

1. はじめに

ATR知能映像通信研究所は、 「知能映像情報通信
の基礎研究」 を研究テーマ と し て 、  1 9 9 5 年から
2 0 0 2 年 ま で の 7 年間にわた る研究プ ロ ジ ェ ク ト で

す 。 マ ル チ メ デ イ ア 情 報 を 活 用 し た 新 し ぃ コ ミ ュ

ニケー シ ョ ン方式の確立を旗印 と して 、 2 0 世紀か

ら 2 1 世紀に またがって行 う プ ロ ジ ェ ク ト です 。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンは 、本来 、人間同士が向か

い合つて音声 ・ 身振り ・ 手振 りなど用いて自分の

感情 ・ 意思を相手に伝える全感覚的なものです 。

これに対し 、  従来の通信は利用で き るチ ャ ンネル

が音声 ・ 文字を対象 と し た細い ものであ っ たため

に 、人間同士の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の う ち 、 主 と

し て言語情報を伝達する ものに限定 されていた と

い え る で し ょ う 。 最 近 、 電 気 通信技術 、  コンピュ

ー タ技術の急速な発達に よ り 、 従来の音声 ・ 文字

を 対 象 と し た 通 信 に 加 え 、  大量の映像情報の蓄

積 ・ 伝送が可能になりっつあります。それに伴い、

い わ ゆ る マ ル チ メ デ ィ ア に 対 す る 期 待 が 急 速 に 高

ま り っ つ あ り ま す 。 本 プ ロ ジ ェ ク ト で は それに応

え て 、 マ ル チ メ デ イ ア 技術 を用い て来 る べ き 2 1 世

紀の知的社会におけ る新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

方式の創出に向けた基礎研究を遂行しています。

1 9 9 8年4月、 研究期間の中間点である3年を経過

した時点で 、本試験プロジ ェ ク ト の最大出資機関

である基盤技術研究促進セン夕一 (KTc)の規定に基
づ き 、  これまでの研究進捗状況を中間時試験研究

報告書 と し て ま と め て 提出 し ま し た 。  また 、  こ れ

と並行して 1 1月には中間時評価報告書  (経済性評

価)  を提出しました。  K Tcの技術評価結果は、最
終的 な目標 で あ る 総 合 シ ス テ ム の イ メ ー ジ を よ り

明確 に し て 研 究 を 進 め る よ う に と の 指 摘 も あ り ま

したが、  全体としては研究の順調な進展や、  新 し

い方向性を生み出す研究体制への取 り 組 み な ど が

高 く 評価 さ れ た も の で し た 。 以下に報告概要 を述

べます。

(株) ATR知能映像通信研究所

代表取締役社長 中 津 良 平

2. 試験研究の概要

本プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 通信にお ぃ て以下の二つ

を 実 現 す る こ と を 狙 い ま す 。 一 つ は 、  私 た ち が

種々の情報 ・ 感覚を用いて日常行なっている f a c e-
to- f a c e に代表される現実のコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に
限 り な く 近 い も の を 可 能 に す る こ と で す 。  も う 一

つは 、現実の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の限界を超えて

新 た な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の環境 ・ 方式を創出し

よ う と す る も のです 。  これらの目標達成に向けて、

以下のサブテーマを設定し、  研究を進めています。

図 1  現実のコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンへの
二つのアプロ ー チ

(1) コミュニケー ション環境生成技術

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン環境生成では 、臨場感あふ

れ る コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の場 を生成 し た り 、 現実

に は な ぃ よ う な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの場を生成す

る 技術 を研究 し ま す 。 具体的には 、 眼鏡 な し で 3

次元映像を生成 した り 、 人物像のみな らず 、背景

の複雑な物体を cG で生成 ・制御する研究等を行い
ま す 。 そ れ と 共 に 、 現 実 と は 異 な る が 人 間 の 感

覚 ・ 感性に強く訴える環境の生成を試み、  こ の よ

う な超 リ アルな環境に よ って現実世界では不可能

な新しぃコ ミ ュ ニ ケー ションの可能性を探ります。
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(2) ェ一 ジェン ト インタフェ一ス技術
人間同士のコ ミ ュニケ ー シ ョ ン のプ ロセ ス を コ

ンピュ一 夕 が 支 援 す る こ と に よ っ て 、  コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン を 促 進 ・ 活性化し、相互理解の促進を図

り ます 。具体的には、  コンピュー 夕 の 作 り 出 し た

仮想的な人物  (エー ジ ェ ン ト )  を 介 在 さ せ る こ と

に よ り コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 支 援 を さ せ る こ と を

狙います。  こ の た めに 、  人間の姿 ・ 形を し たェー
ジ ェ ン ト を 生成す る と 共にその動作を制御す る技

術 や コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンを活性化する技術を研究

します。

(3) イ メ ー ジ表現技術

イ メ ー ジ表現は、私たちの持つ 「イ メ ー ジ」 を
言 語 を 介 さ ず に ダ イ レ ク ト に 映 像 や 音 な ど の メ デ

ィ ア を 用 い て 表 現 し 、 相 手 に 伝 え ょ う と す る も の

です。 日常生活では 、言葉で言い表しに く ぃ考え

を 図 な ど を 使 つ て 相 手 に 伝 え ょ う と す る こ と が し

ばしばあ り ます 。  ま た 、 感 情 ・ 色彩などは言葉で

は伝達が困難であ る場合がよ く あ り ます 。  こ の よ

う な 場 合 に 、 音 楽 ・ 絵画などの手段を用いて イ メ

ー ジ ・ 概 念 な ど を 相 手 に 伝 え る こ と が で き れ ば 、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は よ り 豊 か に な る と 考 え ら れ

ます。 こ れ を実現するために 、  イ メ ー ジを表現す

る た め の 種 々 の 映 像 ・ 音 の デー タ ベー スの研究、

こ れ ら を自由に変形 ・ 合成する技術の研究を行い

ます。

(4) コ ミ ュニケーションの人間科学
以上述べた研究を進めるにあたっては、  人間が

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を ど の よ う に 行 な っ て い る か

を理解す る こ と が必要です 。 その目標に向けて 、

映像 ・ 音 と 人 間 の イ メ ー ジの関連の研究、  コ ミ ュ

ニ ケー シ ョ ンの行われる環境が人間に及ぼす影響

の解明、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン におけ る人間の行動

原理の解明等を行います。

3, 研究活動と成果

今回の報告対象期間は、  プ ロ ジ ェ ク ト の 期 間 7

年の う ち 、 最 初の 3 年 に当 た り ま す 。  この間のプ

ロジェ ク ト運営は以下の点に重点をおいて進めま

した。

(1) 外部への情報発信
マ ル チ メ デ イ ア を 活 用 し た 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン手段の創出 とい う 学術的に も産業的に も意

欲 的 な プ ロ ジ ェ ク ト で あ る た め 、 外 部への情報発

信を積極的に行いました。

学会などでの対外発表を積極的に行ない、  学 術

論文11 9件、  学会 ・ 研究会などでの発表5 2 6件を行

い ま し た 。  また同時に、一般の人々にも当社の研

究活動状況をアピー ルす る こ と を 意 識 し 、 各 種 の
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展示の場で本試験研究の成果を積極的に展示しま

した 。それらの結果は新聞、  テ レ ビ 、 雑 誌 な ど で

積極的に取 り上げ られ 、計 2 3 8 件 の報道があ り ま

した。  また 、本試験研究の成果などに対して 、学

会など外部団体から高い評価を受け、  計 1 0件の表

彰を受けました。

(2) 非言語情報の取り扱い

従来の通信工学の分野ではコミュニケ ー シ ョ ン

でや り 取 り さ れ る情報の う ち論理的情報のみを扱

っ て き た と い え ま す 。  し か し な が ら 、  人間のコ ミ

ュニケ ー シ ョ ン では論理以外の 、感覚 、感情 、感

性 な ど と 呼 ば れ る 情 報 が や り 取 り さ れ て い ま す 。

そ し て こ れ ら の情報が人間の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

で非常に重要な役割を果た し て い る こ と は明 ら か

です。  こ の よ う な 観 点 か ら 、 感 性 を 工学的にい か

に扱うかの研究を開始し、  「イ メ ー ジ表現」 の研究
テーマにおいて 、 色彩 、構図な ど と 人間の感覚の

関係を明 らかに し た り 、  マ ル チ メ デ イ ア デ 一 夕 べ

ー スを感性的な表現によって検索する手法の研究

を通して感性を工学的に扱う手法の研究を推進し

ました。

(3) 異分野とのco l l a bo r a t i o n (アー ト & テ ク ノ ロ

ジー )

コ ミ ュ ニ ケー ションは人間の種々の側面に関連

す る た め 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 研 究 を 進 め る に あ

たっては他の研究領域と協力しっつ境界領域研究

に取 り組んでい く必要があ り ます 。 その具体例 と

して、  アーテ ィ ス ト と 工 学 者 の 協 力 に よ る 新 し ぃ

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの創出をめざした研究である 、

「アー ト & テ ク ノ ロ ジ一_1 研究を立ち上げました。
工学者が新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 技術 を作 り

上 げ る こ と を め さ、している一方で、  アー テ ィ ス ト

特 に イ ン タ ラ ク テ ィ ブ アー トの分野のアー テ ィ ス

ト は 、  アーテ イ ス ト と一般の人々との双方向コ ミ

ュニケ ー シ ョ ンの実現を狙つています 。  こ の よ う

に双方の狙いが共通の面を持つているため、  共同

研究が豊かな成果を生む可能性があるとの考えの

基に、数名のアーテ ィ ス ト を 客 員 研 究 員 と し て 招

へいし、研究者との共同研究を開始しました。 3年

間 で 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に応 じ て我々の周 り の

環境が変化する、 「イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 環 境」 や 、 人
間 と感情レベルでの コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の で き る

コンピュ ー タ キ ャ ラ ク 夕 な ど の 具体的 な 成果 が得

ら れ ま し た 。  また、  こ れ ま で に な い新 し ぃ 試み と

し て外部か ら幅広い関心 と共感を得 る こ と がで き

ました。



4, 研究成果の具体例

(1) コ ミ ュニケー ション環境生成技術
距離を隔てた人物同士の、  仮想的なシー ン を 介

し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン環境の実現をめざ し て研

究を進め 、仮想変身システム を開発 し ま し た 。仮

想変身システムは、  自分の姿を任意の別の姿に仮

想 的 に 変 え る こ と を 基 本 的 な コ ン セ プ ト と し 、 変

身後の姿の 3 次元モデ リ ン グ 、 人物の表情 と全身

の姿勢の画像処理による実時間推定および変身後

の姿におけ る推定 された表情 と姿勢の再現 、  の 3

つの処理モジュ ー ルから構成されます 。  表情推定

にっいては周波数領域変換を利用する手法、  姿勢

推定にっいては熱画像を解析する手法を新たに提

案 し 、 有 効 な ァ ル ゴ リ ズ ム を 構 築 し ま し た 。 表 情

再現にっいては美術解剖学の知見をベー ス に 、  観

察者が自然 と 感 じ る デ フ ォ ル メ を 加 え る 手 法 を 開

発しま した 。  また 、構築したシステムは種々の場

での実演デモを行い 、本 コ ン セプ ト の有効性をア

ピールしました。

図 2  仮想変身システムのコ  ンセプ ト

シー ンの認識 ・ 生成に関して 、  現実のシー ンを

ス テ レ オ カ メ ラ で 撮 像 す る こ と に よ り 獲 得 さ れ る

図 3  焦点調節補償型立体表示装置

ス テ レ オ画像か ら 、  ア フ ィ  ン座標変換に基づき、

シ ー ン中の任意視点からの見え方画像を生成する

手法を提案し 、検討を行いま した 。  ま た 、 人 物 と

の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン を 再 現 す る た め 、  シ ー ン中の

樹木等の自然物を実写ステレオ画像を用いてモデ

リ ン グ し 、任意視点からの自然な見え方を再現す

る こ と が可能な手法を提案し ま し た 。本モデルに

力学的特性 を与 え る こ と に よ り 、  シ ー ン と の イ ン

夕 ラ ク シ ョ ンやダ イナ ミ ク ス の再現が可能です 。

人間の視覚特性に合致した仮想空間の実現をめ

ざし 、仮想環境内での立体表示手法として広く使

われている二眼式立体表示方式の欠点を解消する

疲労感のない立体表示方式にっい て検討 し 、  焦点

調節補償型立体表示方式を提案し、  実験装置の試

作 を 行 う と と も に 、 試 作 装 置 を 用 い て 焦 点 調 節型

立体表示方式の生理学的 ・ 心理学的な評価実験を

行い、有効性を示す結果を得ました 。  ま た 、 仮想

空間内の移動感覚や歩行感覚の生成の検討と して、

脚部触感覚刺激のための仮想歩行面生成システム

を実現しました。

アー ト と 工 学 の 融 合 、 す な わ ち イ ン 夕 ラ ク テ ィ

ブ アー ト と 画 像 ・ 音 声処理技術お よ び ヒ ュ ーマン

イ ン 夕 フ ェ ー ス技術によ る感性主体のコ ミ ュ ニケ

ー シ ョ ンの実現では 、新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

の手法 ・ 手段 と し て 「人間 と感情レベルで コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン で き るェー ジ ェ ン ト  (感性エー ジェ

ン ト )」、 対 話 的 に ス ト ー リ ーが変化する  「イ ン 夕
ラ ク テ ィ ブ シ ネ マ」、 お よ び 「人間のコ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 状 況 に 応 じ て 変 化 す る 環 境 ( イ ン タ ラ ク

テ ィブ環境 )」 と い う 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン シ
ス テ ム の コ ン セ プ ト を 提案 し ま し た 。  また、  こ の

コ ン セ プ ト を ベー スにシステム作品を発表し 、  コ

ンピュー タ アー ト 作 品 と し て も 高 い評価 を得 ま し

た。

図 4  人 間 と 詩 を 期 読 し あ う イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ポェム
(感性エー ジェン トの一例 )
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図 5  ガ イ ドェー ジ ェ ン ト  (C-MAP )

図 6  感性研究に用いるデイ  ジ タ ル ス タ ジ オ

(2) ェージ ェ ン ト ・ イ ン タ フ ェ 一 ス技術
言語的 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン支援シ ス テ ムの設計

ベー ス と な る グ ルー プ思考モデルを構築し 、  それ

に基づいた対話支援環境 ( A I D E ) を開発しました 。

A I D Eでは恩考空間を可視化して表現するコミュニ

ケー シ ョ ン支援方法を提案し 、相互理解 、情報精

錬化 、思考のす り合わせによ る対話の仲介などを

可能にしま した 。  また非言語領域でのコ ミ ュニケ

ー シ ョ ン 支援に も取 り 組み 、 音楽 と映像の演奏 と

制作における創造的活動の支援を課題として 、  新

し ぃ 楽 器 の パ ラ ダ イ ム を 提 案 す る と と も に 、 そ の

具体例 と し て 全 く 新 し ぃ ダ ン ス楽器を開発 し ま し

た。  こ れ ら の 支 援 を す る 実 体 と し て の イ ン タ フ ェ

ー ス ・ エー ジ ェ ン ト にっい て は キ ャ ラ ク 夕 の 振 る

舞い生成と表現に注目し 、  非同期階層型のェージ、

ェ ン ト ァー キテ クチ ャ ( A H A ) を ま ず設計 し 、  その

上 に ア ニ メ ー シ ョ ン デ ザ イ ン ツ ー ルや 、 各 エー ジ

ェ ン ト 指 向 シ ス テ ム を 開発 し て き ま し た 。  と り ゎ

け 、 C-MAP(Context-aware Mob i l e  Assistant Project)
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と呼ぶ携帯端末を使つたガイ  ドェー ジ ェ ン  ト プ ロ

ジ ェ ク  ト で は シ ス テ ム に お け る メ ッ セー ジのや り

と り ゃ ェー ジ ェ ン ト の 振 る 舞 い 生成 に 、 A H A を ベ

ー ス と し た プ ロ グ ラ ミ ン グ 開 発 を 行 い 、 今 後 の テ

ーマ 遂 行 の た め の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ と し て ふ

さ わ し ぃ 、 拡張性の高いシステム構築がで き ま し

た。 こ れ ら の研究テーマは一貢してM e t a-museum
と 呼 ぶ 、 新 し く 提 案 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 環 境

の コ ン セ プ ト を ベー ス に し てお り 、 仮想世界 と実

世界 を統合 し ガ イ ド ェー ジ ェ ン ト が 仲 介 を す る ア

プ リ ケ ー シ ョ ンシステムの構築に実質的な基盤技

術 と な り ま す 。

(3) ィ メ ージ表現

人 の 頭 の 中 に あ る イ メ ー ジ を マ ル チ メ デ ィ ア を

用いて自由自在に表現できる技術の確立をめざし、

必要な要素技術にっいて研究を行いま した 。  具体

的 に は 、 種 々 の メ デ ィ ア を 自 由 に 操 作 す る た め の

メ デ イ ア ハ ン ド リ ン グ 技 術 、 表 現 し た イ メ ー ジに

合つ た素材 を 検索 、 利 用す る た め の イ メ ー ジ デ ー

タ ベー スを重点項目と し 、研究を進めました 。  ま

た 、 感 性 豊 か な イ メ ー ジ表現をめざし 、  人間の持

っている感性に関する研究に着手し 、  精力的に研

究を行いま した 。研究の進め方 と し て 、個々の要

素技術や手法の開発と並行して、  そ れ ら を 統 合 し

た 具 体的 な イ メ ー ジ表現支援シ ス テ ム と し て 、  新

し ぃ タ イ プ のデジ タ ル ス夕ジオやデジ夕ル編集シ

ステムを構築しました。

メ デ イ ア ハ ン ド リ ン グ に 関 し て は 、  映像や音以

外に、  それらを構成する各要素、  具体的には動き

情報や奥行き情報、  カ メ ラ ワ ー ク も メ デ イ ア と 提

え、 そ れ ら を マ ル チ メ デ イ ア 部 品 と し て 抽 出 し 、

自由に組み合わせて簡単に イ メ ー ジを表現する枠

組みC〇MI&CS(Computer 〇rganized Media Integration

&Commun ica t ion  S y s t em )を考案し、 プ ロ ト タ イ プ

シ ス テ ム を試作 し ま し た 。 個々の抽出法 と し て 、

自律分散アー キ テ ク チ ャ を 用 い た 動物体追跡法 、

複数台の カ メ ラ に よ る 奥行 き情報抽出法 、  人の立

ち位置や動作の リ ア ル夕 イ ム認識な ど を考案 ・ 実

現 し ま し た。
自 由 に メ デ イ ア を 操 作 で き て も 、 期 待 通 り の イ

メ ー ジが表現できるわけではあ り ません 。感性豊

かな表現とは何か、  表現の専門家が持つている知

識 とは何か と ぃ う 観点か ら 、 感性処理の研究を進

め ま し た 。 感 性 デ ー タ を表現技法に関するデー タ

と 捉 え 、 画像処理 、 映像処理に よ り 得 ら れ る 物理

的特徴量と印象の関係の解析、  プ ロ カ メ ラ マ ン の

カ メ ラ ワー クの解析、  デ ザ イ ン ブ ッ ク な ど に 記 載

された専門知識の利用、  デ ー タ ベー ス化 、  アー テ

イ ス ト と の共同作業によ る絵画の解析など種々の



観点から表現技法のデジ夕ル化を試みま  した。  そ

の結果、  非専門家に利用可能なデー タ取得が可能

で あ る だ け で な く 、 専 門 家 に と っ て も 有 意 義 な デ

一夕が取得できる こ とが判明しました 。

(4) コ ミ ュニケーションの人間科学
環境 と 人 間 と の 基本 レ ベル で の イ ン タ ラ ク シ ョ

ン の モデル と し て 、  自律的行動主体の振る舞いを

知覚と行動を通じた主体と環境との相互作用に基

づ く 創 発 と 捉 え る ェ コ ロ ジ カル アー キ テ ク チ ャ の

提案を行い ま し た 。 エ コ ロ ジ カルアー キ テ ク チ ャ

に基づき 、人間同士の日常的な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ンの持つ心地よさ  ・ 感情的交流を人工的に再現す

る こ と を め ざ し て 「 ト ー キ ン グ ・ ア イ シ ス テ ム」
を構築し、その上で日常的会話文の解析 ・ 生成手

法の検討、  雑談および漫才の生成システムの実現

を行い、  アーキテクチャの有効性を検証しました。

また、  自 律 的 な コ ン ピ ュ 一 夕 ・ エー ジ ェ ン ト が

通在す る近未来社会 を展望 し 、 人間 ・ 人間お よび

人間 ・ 機械のコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 社会的な現象

と し て 把 握 ・ 分 析 す る こ と を 目 的 と し て 、  コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン に お け る 多 様 な 言 語 的 ・ 非言語的、

内容的  ・ 非内容的情報の交換過程を新たな研究領

域 ( メ タ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン )  と して設定しま

した。 メ タ ・ コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの理論的観点か

らの研究にっい て は 、  情報意味論の手法を適用し

て 、 従 来 の 言語意味論 の拡張 と し て メ 夕 ・ コ ミ ュ

ニ ケー シ ョ ン現象を情報論的に分析 ・ 記述する手

法を確立しました .。 ま た 、 具 体 的 な メ 夕 ・ コ ミ ュ

ニ ケー シ ョ ンの現象分析にっい て は 、  コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン と モ ダ リ テ ィ と の 関 わ り の 観 点 か ら 、  コ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ン過程観測 ・ 分析 を進め 、 言語 と

音声の音負律的特徴の相互作用および機能の分析、

メ デ ィ ア 介 在 型 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 特徴分析 、

集団内 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン規約の自発的生成分析

な ど を行い ま し た 。  また、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の

社会心理の観点から、  人間 ・ 機械間での社会的関

係の成立 ・ 機能を実験的に確認する研究を推進し

ました 。  これ ら分析的研究は 、心理的 ・ 社会的属

性に裏付 け ら れ た 人 ら し さ を 備 え た コ ン ピ ュ 一 夕

のための基本技術の根幹をなすもの と位置付けら

れます。種々の研究領域の開拓 ・ 展開を積極的に

推 進 す る こ と に よ り 、 多 く の 新 た な 知 見 を 得 る こ

と に成功しま した 。

5 .  今後の研究方針と計画

本 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 マ ル チ メ デ イ ア 技 術 を 駆 使

す る こ と に よ っ て 、 電 話 な ど 従 来 の 通 信 メ デ イ ア

に代わる新し ぃ通信 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の た め

の手段、  よ り 広 く ぃ え ば 通 信 メ デ ィ ア を 創 出 す る

こ と を狙つた ものです 。  今後2 1世紀に向けてマル

チ メ デ イ ア 通 信 サー ビスが将来の情報通信産業の

中核 と な り 膨大 な市場が生 まれ る と 予測 さ れ てい

ます。  し か し な が ら 、  こ の よ う な 膨大 な市場は 、

な に も し な く と も 生 ま れ て く る も の で は あ り ま せ

ん 。 マ ル チ メ デ ィ ア 時 代 に ふ さ わ し ぃ 通 信 メ デ イ

ア ・ 通信サー ビ ス が生 まれて初めて こ の よ う な膨

大な市場が現実性を帯びてくると考えられます。

現在 、 多 く の企業が こ の よ う な 膨大な市場 を確

保 す る こ と を 狙 つ て 研 究 開 発 を 行 つ て い ま す が 、

従来の通信技術の延長としての研究開発に止まっ

て い る も の が 多 く 、 将 来 の 通 信 メ デ イ ア を 作 り 上

げ る と い う 明 確 な ビ ジ ョ ン を 持 つ て 研 究 を 進 め て

い る も のは少な ぃ よ う です 。  こ れ は 、 マ ル チ メ デ

イ ア が 通 信 に 止 ま ら ず 、 放 送 や さ ら に は 映 画 ・ ゲ

ー ムなど我々の日常生活に広く関わるものであり 、

通信 と ぃ う枠組みから出て広 く社会の動向を見な

がら目標を定め研究開発を進めてい く必要がある

こ と と 深 く 関わ ってい ます 。

本 プ ロ ジ ェ ク ト は 、  あ え てその よ う な困難な問

題に挑む こ と と し ま し た 。 通 信技術 を 、  コ ミ ュ ニ

ケー シ ョンのための環境生成技術、  コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 支援技術 と ぃ う 2 点 に 整理 し 、  この研究

を 推 進 す る と と も に 、  さ ら に こ れ ら を 支 え る 基 礎

研 究 と し て コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 人間科学 と い う

テーマ を設定 し て 、 人間の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に

おける行動原理を研究し、  その成果を上記の研究

テーマ の中に生か し て 行 く と ぃ う 方 策 を 取 り ま し

た。  ま た 、 具 体的 な ァ プ ローチ と し て は コ ミ ュ ニ

ケー シ ョ ン に お け る 感 覚 ・ 感情 ・ 感性などの非言

語情報の取り扱いに重点を置き 、  こ れ ら を 進 め る

ために異分野とのco11abo r a t i o nを積極的に進めるこ

と と し ま し た 。 具体的には感覚 ・ 感情 ・ 感性な ど

を 取 り 扱 う の に た け た ア ー テ ィ ス  ト と の

co11abora t ionを積極的に推進しました。 こ の よ う な

試みは世界的に も珍 し ぃ も のですが 、幸いに も多

く の具体的な成果が得られ 、  広い分野の人々の間

で新しぃ試みとして高く評価されています。

こ れ ら の 成果は本プ ロ ジ ェ ク ト に お け る 研究手

法が正 し い こ と を 示 し て い ま す 。 今後 と も 本 ア プ

ローチを基本としっつ 、  さ ら に他の分野 との協力

関係を密接にして研究を進めます。  さ ら に 、  こ れ

までの成果を集約 ・ 応 用 し 、 本 プ ロ ジ ェ ク ト の 最

終目標である総合システムの構築をめざ して研究

を推進していきます。
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- 一 藤整
研究動向紹介

自然景観の見え方 と動きの リ ア リ テ ィ を仮想空間中

に再現する

一実写画像からの樹木のモデ リ ング と ァ ニメ ーションー

Reproducing the reality of the appearance and  motions
of naturalscenes in virtualworlds

Modeling and  animating botanicaltrees from real images -
自然景観において樹木は重要な要素です。 実写画像か ら実在の樹木の見え方と動きの
リ ァ リ テ ィ を保存する 3次元モデ リ ング法について行つた研究を紹介します 。本手法

は 、  実写画像から実在の樹木の校構造を再現する手法、  お よび外界か ら の イ ン タ フ ク

シ ョンに応じた動き表現法から構成されます。  実験結果例により本手法の有効性を示

します.

〇ur project on botanicaltree model ing that can preserve the real i ty of the appearance
and motions of realtrees is introduced,where botanicaltrees are one of the most

important ob jects ln  natura lscenes . 〇ur method consists of ( 1 ) a  method for

reconstruoting the branch structures of the realtree from realirr1a g e s , a n d ( 2 ) a

method for reproducing the motions of the tree mode l i n  response to extemalforce.

長xperimentalresults show the effectiveness of our method.

1. はじめに

コンピュー タ グ ラ フ イ ク ス  ( C G ) で 作 られた映

像を 、 テ レ ビや映画な どで目にす る機会が非常に

増えてき ま した 。例えば先日公開された映画 「ス
夕 一 ウ ォ ーズェピソー ド 1」 では 、舞台となる惑星
や主人公を助ける ク リ ーチャ一等が全てC Gによ り

描かれて話題を呼びました。  今やCGは映像制作に

欠かせない要素となっています 。  しかし 、  こ れ ら

のcG を 作成す る た めには ど う し て も ァーテ ィ ス ト
の手作業が必要で膨大な時間と費用が費やされて

いました 。

当研究室では、  実際には距離を隔てた人物同士

の 、 仮想的な環境 を介 し た コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 手

段の創出を目標にしています。  こ の よ う な コ ミ ュ

ニケー シ ョン環境は通常cG 技術を用いて作成し 、
任意の視点からの見え方の再現や動きの表現を行

います。  しかし、  仮想の環境を全て cGで作成する
のは 、 先に書いた よ う に時間 と 費用の点か ら効率

的ではあ り ません 。 そ こ で 、実写映像を利用する

こ と が 考 え ら れ ま す 。 従 来 、 複 数台 の カ メ ラ 画 像

のステ レオマ ッチングの原理でシー ンを三次元復

元 す る こ と が 行 わ れ ( . き ま し たが 、 視点を移動す

る と 実 ヵ メ ラ か ら 見 え な い 範 囲 の デー タが欠落す

る問題が発生します。  またこの方法では動きの再

現が不可能でした。

そ こ で 、  私たちは実写映像を利用し、  cG技術を
駆使して自然景観の見え方と動きの双方の リア リ

テ ィ を再現する手法を検討しています 。 こ こでは 、

自然景観を表現する上で最も重要な要素の一つで

あ る  「樹木」 を検討対象として取り上げます。

2 .写真から樹木の三次元モデルを作る

実在の樹木の見え方 と動 きの双方の リ ア リ テ ィ

を再現するために 、  私たちは実写画像を利用して

樹木の3次元cGモデルを生成することにしました l ' 1。
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実 在 の 樹 木 を モ デ リ ン グ し ょ う と す る と 、  ま ず 1

章で述べた画像処理を用いる手法と 、  アー テ ィ ス

トの手作業による手法が考えられますが、 1章で述

べた問題があります。 一方、CGの分野では、  フ ラ

ク タル 'や樹木の成長ルー ルに基づく手法が検討さ

れ て き ま し た が 、  リ ア ル な樹木画像は生成で き る

も のの実在す る樹木のモデ リ ン グには適 し てい ま

せんでした。

私たちの手法の原理を図 1に示します 。実在の

樹木を複数方向から撮影した写真から 、  樹木の全

体的 な 形 を 再 現 す る た め 、 図 1 の よ う に 各 画 像 に

おける樹木のシルエ ツ ト を 三 次 元 空間 に 投影 し 、

そ れ ら の 交 わ り と し て 定 義 さ れ る 立 体 ( ボ リ ュー

ム デ ー タ )  を得ます 。次に 、樹木の見え方を決定

する枝構造を生成します。  そのため、  原画像から

幹や枝 、  葉の茂つた部分に対応する可能性の高さ

を示す評価値を求めて 、  ボ リ ュ ー ム デー タ 内に記

図 1  写真 か ら ボ リ ュー ム デー タ を作る方法

' 自已相似性。 全体の形状と微細な形状に相以性があること 。  例

えば被f木の場合は、 枝先の形状と1 差1f 木金体の形状が似ていると

い う 仮 定 を 使 う こ と 。



録 し て お き 、  枝 セ グ メ ン ト  ( 円柱のブロ ツ ク で 、

枝 構 造 は 枝 セ グ メ ン ト を 適 宜 接 続 す る こ と に よ り

生成す る )  を ボ リ ュ ー ム デ ー タ内で伸ばす際に、

前述の評価値の高い方向に枝が密に存在する  よ う

にします 。  こ こ で 、 枝 が ボ リ ュー ム デ 一夕 か ら 突

き 出 た り 、  ねじれの よ う な不自然な成長が起きな

い よ う な ルールを開発しました 。  こ の よ う に し て

得られた枝構造に対して 、  あ らか じめ作成してお

い た葉のモデル  ( テ ク ス チ ャ ーは原画像を利用 )

を 各 枝 セ グ メ ン ト に 取 り 付 け る こ と に よ り 、 図 2

のような樹木の三次元モデルが完成します。

上の 2枚の写真から、

左のようなCGモデル

が作成されます。

(背景の建物は合成です)

図 2  樹木の三次元モデル

3 .  仮想の風に揺れる樹木

樹木は岩の よ う な 剛 体 で は な く 、 風 が 吹 い た ら

揺 れ た り 、  人が手で枝を1国んだ ら た わ ん だ り 、  と

い う よ う に 、 外 界 か ら の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に 応 じ

て変形した り 、動いた り します 。 2 . 章で生成された

樹木モデルに要求 され る機能 と し て 、  こ の よ う な

イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に 応 じ た 動 き を 表 現 で き る こ と

が重要です。  樹木モデルの動きを表現する従来の

手法 と し て は 、 枝 セ グ メ ン ト の 接 続 点 の運動 だ け

を考慮に入れ 、 枝 セ グ メ ン ト 自体の運動は考慮に

入れ て い な ぃ も の が ほ と ん ど で あ っ た た め 、  動き

の表現の品質に課題を残していました。

こ れ に 対 し て 、 私 た ち は 図 3 に 示 す よ う に 、 各

枝 セ グ メ ン ト 毎 に 独 立 に 、 外 力  ( 風 、人の手等の

枝セグメント「' f
風 シ
東 j 東

f
運動計算前 運動計算

図 3 樹 木 の揺れ の計算方

.・
・.・・l

運動の統合

法

力)、  外力への抵抗力、 隣 接 す る セ グ メ ン ト と の 接

続点における回転摩擦力を考慮に入れた運動方程

式を構築しておき 、  各時刻毎の運動を計算するよ

う に し ま し た l 2'。 こ の 計 算 に は 、 各 セ グ メ ン ト の 接
続条件を入れてい ませんので 、  運動計算の結果、

隣 接 す る セ グ メ ン ト は 離 れ て し ま い ま す が 、 枝 構

造全体の整合性を考慮に入れた手法により 、  シス

テ マチ ッ ク に枝セ グ メ ン ト を 接続 し ま す 。

樹木モデルにおける動き表現の例を図 4に示し

ます。 仮想の風に吹かれて樹木モデルが揺れる様

子が大変 リ アルに 、  かっ実時間で行える目処が得

られま した 。

4. お わ り に

実写画像か らの樹木の 3 次元モデ リ ン グ法にっ
いて紹介 し ま し た が 、  実在の樹木への近似精度の

向上、  よ り多 くの種類の樹木への 拡張 、 が 残 さ れ
た課題です。  さらに本手法を自然景観の他の物体

に も拡張 し 、  最終的には誰もが簡単に映画が作れ

る よ う な シ ス テ ム の 実現 を 目標 に 、 研 究 を 進 め て

い きたい と考えています 。

参考文献

[1] 」反rI,t己 ,  人谷 1 1', 中 _1_良平 '実写映 l象に基づいた3次元樹木
モデルのi-111成'、 電子 ,1 1 j 11li通イil1学会論文1流し- D-I I ,Vo1 J 82-D -
I 1 ,No9 , 1 9999

[2] 11反「:11社己,大谷,事 "風に iiiれる程 i木のCGアニメ ー シ ョ ン " , 画
像11i子学会年次大会予和i集, 19996

図 4  樹木の揺れのアニ メー シ ョ ン

(画面右方向から左方向に向かって吹き上げる強い風 )
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研究動向紹介 一一

聞き違いを自分で直すコンピュータ

一 聞き慣れた表現を用いて元の文を推測する 一

A computer recovering its own  misheard
Guessing the originalsentence f rom a recognition result based on

famillar expresslons -
テキス  ト デー タ中の音額的に近い例を用いて誤り  を含んだ認識結果を訂正する

手法を提案します。訂正の信頼性は『意味的距離』および『音音量的距離」1 に基

づいて判断され 、最 も確から し ぃ訂正結果が翻訳されます 。評価の結果 、提案

手法によ り翻訳の質が向上し 、かつ 、正しい認識結果に対して も副作用がない

こ と が 分 か り ま し た 。

We proposed a method to correct recognition results with errors by using
phonetlcally similar examples in text data. The reliab i llty of correct1on is deoided
aocording to its semantic distance and phonetio distance . Then , t he  most
appropriate o n e l s  translated . ln our evaluat1on,with recovery, t h e  translat1on
quality increased and  there wa s  no s i de -effect for correctly recognlzed
sentences .

1. はじめに

言葉を聞いて常に一字一句を完璧に間き取る こ

とは、人間でも英能しぃことです。  し か し 、 私 た ち

は自分たちの母国語で会話をする時に、  相手の声

が は っ き り 聞 こ え な く て も 前 後関係 か ら 言 葉 を 補

っ た り 、  聞 こ え なか っ た部分 を聞 き返 し た り 、  そ

れほ ど重要そ う で な ぃ 部分であれば放つてお く と

い っ た方法 を取 る こ と が で き ま す 。  こ の ため 、  た

と え 聞 き 取 り に 失 敗 す る こ と が あ っ て も 、  ほ と ん

どの場合、会話は問題なく進むものです。

一方、  コ ン ビ ュ ー タ が 言 葉 を 聞 き 取 る 精 度 は

年々向上していますが、  まだまだ、  聞 き 取 つ た 結

果の中にで た ら め な単語の並びが含 まれ る こ と が

あ り ます 。  コンピュ一夕は人間のよ うに言葉の意

味 を 理解 し な が ら 聞 い て い る わ け で は な ぃ の で 、

聞 き取つた結果が文 と し て意味 を なすか ど う か が

判断できないのです。

この聞き間違つた部分をそのまま コンピ ュ一夕

が 翻 訳す る と 、  聞き手に誤解や混乱を与えてしま

う こ と に な り ま す 。  こ の ため 、  聞き誤つた部分を

判別した上で、  正しぃ部分だけ翻訳したり ' ' '、 誤 つ
た部分を訂正して翻訳する といった対応が必要と

なるわけです 。本稿では 、後者の誤つた部分の訂

正方法に関 し て私たちが行つてい る研究を ご紹介

します。

2, 誤り訂正の流れ

聞き誤 り を直すためには 、  まず ( 1 ) 正し く聞き取

れたかどうかの判断が必要です。聞き取りの正し

さは 、  意味的な妥当性に基づいて判断するために、

次節で説明され る  『意味的距離』 を用います。  こ

の値が閾値A (予め決めておいた一定の値 )よ  り も大

き ぃ 場 合 、 聞 き 取 つ た結果に誤 り が あ る と 判 断 し
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ます。 図の例では、  元の文の名詞句 「お部屋 の ご

希望」 が 「お部屋の昨日」 に聞 き誤つてい る ため 、

『意味的距離』の値から訂正が必要と判断されます。

次に 、  ( 2 ) 誤 り が あ る と判断 された聞 き取 り の結

果に対して訂正候補を作成します 。人間が 、会話

を う ま く 聞 き 取 れ な か っ た 際 、 そ の 会話にお け る

状況や前後関係などを考慮しなが ら 、  言葉の知識

や経験をべー ス に適切な推定を行つてい る と 考 え

られます。  こ れ と 同 様 の こ と を コ ン ピ ュ ー タ に 行

わせるのは不可能ですので、  代わ りに旅行会話に

おいて使われ る様々 な会話文 を集め た テ キ ス ト デ

一夕を使います。誤 り部分に音の並びが近い会話

例を用いて 、誤 り訂正の候補を作成し ます 。具体

的に図の例では 、  ま ず 、 聞 き 取 り で 誤 り を 含 ん だ

元の文:

お部屋のご希望ごさいますか

コンピュー タの聞き取り :

お部屋の昨目ごさ、いますか

訂正候補 意味的距離音韻的距高1t

お部屋の希望ごさいますか 0.0 0.15

お部屋がごさ'いますか 0 0 0 3 8

お部屋の方にごさ、いますか 0 5  0 5 0

訂正結果 :、'
お部屋の希望ごさいますか

翻訳結果: -
Are there preferences for a room ?

図 誤り訂正を含む音声翻訳の流れ



名詞句 「お部屋の昨目」 が訂正箇所の候補として

選択されます。  この訂正箇所に似た音の並びを持

つ 例 を テ キ ス ト デ一 夕 か ら 検 索 す る と 、 例 「お 部

屋の希望は ご ざ ぃ ま す で し ょ う か」 な ど が 得 ら れ

ます。  訂正箇所との対応部分は  「お部屋の希望」

なので、  こ れ を 訂 正 箇 所 と 置 き 換 え る こ と に よ っ

て 、訂正候補 「お部屋の希望ござぃますか」 を 得

ます。

最後に 、 ( 3 ) 訂正候補が信頼できる ものかど うか

を検証する必要があ り ます 。聞き取つた元の文が

何であったかは、  話した人に答えを確かめなぃ限

り 分 か り ま せんが 、 得 ら れ た訂正候補が 、 意味的

に理解可能で、  かっ音の並びが聞き取つた結果に

近ければ、  元の文に一致している可能性が高いと

考えられます 。  私たちは 、  得られた訂正候補の中

か ら  『意味的距離』  と 『音韻的距離』  に 対 し て 、

それぞれの閾値A , B 以下のものを正解である可能

性の高いもの と して選び出します 。具体的に図の

例で 、  得られた訂正候補に対して 、  それぞれ  『意

味的距離』 と 『音韻的距離』 が計算されています。

この内、  『 意味的距離 』 が閾値 A = 1 .0 よ り 小 さ く 、

『 音韻的距離 』が聞値B-0 . 3 よ り 小 さ い と い う 条 件
を満たすのは、  一番上の訂正候補のみとなります。

したがって、  「お部屋の希望ござぃますか」 が最終

的な訂正結果として出力されます。

3 .訂正の部品

(1) 『意味的距離』

単語間の 『 意 味的距離 』 は 、 単 語の意味的な関

係を表現した辞書を用いて計算されます '2'。 この辞
書の中で、  単語は意味の近いもの同士でグループ

に ま と め ら れ 、  階層的な関係を与えられています。

例 え ば 、 単 語 「課長」 は 、  まず最下層のグルー プ

『 人間 』 に属 し 、  さ ら に上位のグループ 『 動 物 』 に

属 し 、  さ ら に ま た上位のグループ 『 生 物 』 に 属 し 、

さ らにすべての単語を統括する最上位のグルー プ

に属す る と い う ょ う に 、 4 階 層 に よ る 体 系的 な表現

と な っ て い ま す 。  二つの単語の意味的な関係は、

ま と め ら れ る グ ルー プ の 階 層 が 低 い ほ ど 近 く 、 単

語間の 『意味的距離 』  を 、 0.0 か ら 1 . 0 ま で の 値 で

各階層に等分割で定義します。例えば 「課 長」 と

「彼女」 は最下層のグループ 『人間』 に属するので

距離は 0.0、  また 「課長」 と 「 ト マ ト」 は下か ら第

3 番 目 の グ ルー プ 『 生 物 』  に 属 す る の で 距 離 は

0 7 5 と な り ま す 。  さ ら に 、 名詞句間や動詞句間な

どの 『意味的距離』  も 、各単語間の 『意味的距離 』

の和に よ っ て 定義で き 、  同 様 な 手 順 に よ っ て 『 意

味的距離』 を求める こ とができます 。

(2) 『音韻的距離』

音を 、  音素の並び (すなわち母音と子音の並び)

に よ っ て 表現 し ま す と 、 聞 き 取つ た結果 と 訂正候

補の間の音韻的な近さを計算でき ます 。  例えば、

図の聞き取つた結果 「お部屋の昨日」 と訂正候補

「お部屋の希望」 に対する音素の並びは、 それぞれ

o h e y a n o k i rl_o u ”  と “o h e y a n o k i b o u ”  と
な り ます 。  こ こで 、前者の音素の並びを後者に一

致 させ る た めに必要な音素の書 き換 え  (「挿入」、

「削除」、「置き換え」 ) の 合 計回数は 、 “ n ” か ら “ b ”

への 「置 き 換 え」 のみなので 、  1 回 と な り ま す 。

『音額的距離』 は、  この書き換えの回数 1 を聞き取

りの音素数1 2で割つたもので、 0 . 0 8 3 とな ります。

4. お わ り に

本稿では、  音声翻訳における認識誤りの問題に

対する 、誤 り訂正の研究を紹介しま した 。提案手

法を音声翻訳システムに組み込み評価したと ころ 、

提案手法を用いなぃ場合と比べて翻訳率で約1 0 %

( 6 4 % → 7 4 % ) の改善が見られ、  有効性が確認できま

した。  また 、正し ぃ認識結果を誤つて訂正してし

ま う ょ う な 副 作 用 が な い こ と が 分 か り ま し た 。 今

後の課題と して 、訂正に使える用例文のよ り効率

的な利用および妥当性判断の精度向上を検討して

います。

参考文献

l 1 ]脇田  由 美 , 飯 田 仁 :  “人の声を十分に1應1きとれなくても翻訳

できますか ? ” , A T R  Journa128号,1997

l 2 ] 隅田英一郎 ,古滅 f l蔵 : “経験的知識を活用する新しぃ言語翻

訳手法” . A T R  J ouma11 2号. 1 9 9 2

ATR Journa1 37号 AUTUMN 1999 11



研究動向紹介

人間は 、  網膜上に写る二次元像から 、  外界の三次元構造を認識できます。  こ の

と き 、 左右眼像のわずかな違いが重要な手がか りにな り ます 。今回は 、  この問

眼像の違いから一次元認識に至る視覚情報処理に関する研究の一端を紹介しま

す.

Humans can perceive3D structures of the outer world from the2D lmages  on
the retinas. ln this process; the tiny differences between the rlght- andleft-eye's
images(binooular disparity)is an important source of inforrnation.This article
introduces some of our recent studles investigatlng the mechanisms that process
binocular disparity for3D perception.

立体視メ  カニズムの究明
Understanding the mechanism for space  perception

1. はじめに

人間の持つ二つの眼は、 左右に約6 c m離れている

ため、  それらの眼の網膜上に写る像はわずかに違い

ます。そしてこの像の違いは、幾何学的に、外界の

空間構造に対応しています。  この像の違いが、  人間

の脳の中で処理され、  奥行き感を生み出す手がかり

になっている と ぃ う こ と は 、紀元前に書かれた書物

のなかでも指摘されてお り 、実験的にも古 くから確

かめられています l ' 1。 この人間のメカニズムを応用し
た三次元デイ スプレイシステムも 、 1 9世紀の初めに

イ ギ リ ス の ウ ィ ー ト ス ト ー ンが ミ ラ一式ステレオス

コープを発明して以来、  多 く の も の が提案 され てい
ます。現在では、偏光板やシャッタ ー を用いて左右

限の像を分離して呈示する方法がよく使われます。

左右眼用の小さな二つのデイスプレイを搭載した頭

部装着型のものも実用化しており 、バーチ ャ ル リ ア

リティシステムなどに使われています。

このように、両限視差は幾何学的に外界の空間構

造と対応してお り 、  三次元ディスプレイも実用化し

ている と聞 く と 、綱膜視差処理の メカニズムに関す

る研究はも う必要ないと思われるかも知れません。

しかし、  これから述べるよ うに 、私たちが月国の中に

持つ機構は、 対象の両限視差を幾何学的に対応した

奥行きに変換して知覚的な空間位置を決めているだ

けではありません。  もっと賢く 、両限視差の情報を

符号化しているのです。  残念ながら現段階では、  そ

の符号化の方法が完全に理解されているとは言えま

せん。 しかし、それが解れば、幾何学的に正しぃ像

を呈示することだけを目指す現在の三次元ディスプ

レイが持つている多くの間題点、例えば、長時間の

利用によ る疲労 とか 、情報量が倍になる こ と 、奥行

き感の不完全さ、などを解決でき、三次元ディスプ

レイは大きく進歩すると思われます。

2 . 両眼対応点一両眼視差検出の基準点一

両眼視差の量を決めるには、  左右の網膜上の対

応点、  すなわち両眼視差ゼロの位置を 、  まず知る

こ とが重要です。  この両限対応点を幾何学的に決

める こ とは容易です 。二つの眼球が全 く同一であ

り 、 それぞれが地球儀のよ う な経度 と緯度を持つ

と 考 え 、  同じ経度と緯度にある点同士を対応点と
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図 1  幾何学的ゼロ視差線  (点線)  と心理物理的ゼロ

視差面 ( 実 線 )

します。  図 1 の 点 線 の よ う に 両 眼 で一点を見つめ
た場合、  注視点と両限を通る円上及び注視点を通

る垂直線上の点は全て両眼視差ゼロ、  すなわち対

応点上に像を作ります。

しかし、  人間にとっての左右網膜上の対応点は、

幾何学的な対応点か ら横方向にずれてい る こ と が

知 ら れ て い ま す 。 人 間 に と っ て の 対応点 と は 、 左

右眼の像が同一位置に “ 知覚 さ れ る ”  と い う こ と

です。

私たちは、  同様な判断基準を使つて網膜全域の

対応点地図 を作 る こ と を 試み ま し た 。  こ の 結果 、

人間に と っての対応点は 、横方向だけでな く縦方

向 に も ず れ て い る こ と が 分 か り ま し た 。 そ し て こ

の デー タ か ら 、  全ての点が網膜上の両眼対応点上

に像を作る面は 、  外側が手前に湾曲して上方が遠

方に傾いた形状 ( 図 1 の 実線 ) で 距離が 2 5 - 50cm
ほ ど に な る こ と が 推 定 さ れ ま し た 。  この面が両眼

視差ゼロの面 、  すなわち両眼視差検出の基準面で

す l2l〇

では 、  な ぜ 両 眼 視 差 ゼ ロ と な る 面 が こ の よ う な

形状なので し ょ う か ?

あ く ま で推測ですが 、  こ れは経験的に決ま って

い る と 考 え ら れ ます 。 両限視差ゼ ロ の面の形状 と

距離は 、  人間が通常生活する中で興味ある視覚対



象が多い位置  ( 本 を読んだ  り机の上で仕事をする

時の視覚対象の位置 )  と 対 応 し て い る よ う で す

( 注 : 被験者は 、小 さい頃から勉強好きで よ く仕事
をする研究者たちでした ) 。つま り 、  この面の近傍

に視覚対象がある確率が高いため、  この面に対応

した点を中心に両眼視差を検出する細胞を配置す

る こ と に よ っ て 効率的に視差情報処理 を行つ て い

るのです。

3.  垂直視差の分布と奥行き知覚

左右眼像の横方向のずれ (水平視差 )  と外界の

対象の奥行き量が幾何学的に対応していることは、

二つの限が横方向にずれてい る こ と を 考 え る と 容

易に理解できます 。左右眼像の縦方向のずれ (垂

直視差 )  も 、  対象の距離と方向に幾何学的に対応

しています。  これは 、  自分の正面から  ( 例えば )

右にずれた対象から右眼までの距離は左眼までの

距 離 よ り 近 い た め 、  その対象が右眼に作る像が左

眼 に 作 る 像 よ り 大 き く な る こ と を 考 え る と 、 感 覚

的に理解でき ます 。 そ して人間の目の前にあ る一

枚の平面はその距離に固有な水平視差と垂直視差

の分布を持つこ とにな り ます ( 図 2 ) 。

私たちは 、  この視差の分布と奥行き知覚の関係

を調べています。  その結果、  図 2 の視差の分布の

水平方向の成分だけを取り出して観察した場合は、

外側が遠方に湾曲 し た面が知覚 さ れ る こ と が 、 そ

して垂直方向の成分だけを取り出した場合は、  外

側が手前に湾曲 し た面が知覚 さ れ る こ と が 明 ら か

にな り ま した 。水平 と垂直の両方の成分がある場

合には、  当然平面が知覚されます 。つま り 、 水平

視差に よ る奥行 きが垂直視差に よ る奧行 きに よ っ

て相殺 され 、  距離にかかわらず平面を平面である

よ う に知覚で き る よ う に な るわけです 。

垂直視差と奥行き知覚の関係をも う少 し詳し く

調 べ て み る と 、  現実にはあ り得ない垂直視差の分

布 か ら も 、  知覚される面の奥行き形状が変化する

こ と も 分 か り ま し た 。 例 えば 、 画面の右側で左眼

像 が 右 眼 像 よ り 大 き く な る よ う な パ 夕 一 ン  ( 図 3

左上 )からは外側が遠方に湾E独した面 (図 3左下 )

が、  画面の右から左に垂直視差が徐々に変化して

い く よ う な パ タ ー ン ( 図 3 右上 )  からは上方が手

前 に 傾 い た 面 が  ( 図 3 右下 )  知覚 され ます ' 3・4 '。 こ
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れらの場合では 、  垂直視差量と奥行き量は、  水平

視差の場合の よ う に単純には対応 してい ません 。

図 3左の場合は、  ある領域内の平均の垂直視差が

その領域の面の “ 傾 き ”  と対応しています。  また、

図 3 右 の場合は 、  視野全体の垂直視差の平均値と

個々の水平視差の差が奧行き量に関与しています。

この垂直視差パ夕 一 ン は 、 回旋眼球運動 ( 眼 の視
軸の周りの回転、表紙参照 )  も引き起こします。

4 .  お わ り に

今回述べた例か ら も 分か る よ う に 、 両眼視差か

ら三次元構造を再構築するための機構は、  幾何学

的には必ずしも論理的、  効率的ではないよ うです。

し か し 、 現実にあ り得ない視差の分布か ら も奧行

き 感 が生 じ る よ う な 機構 を持つ こ と は 、 一見意味

が な い よ う で も 、 人 間 が 空 間 中 を 行 動 し 生 き て い

く と い う 日 的 の た め に は 、  よ り効率的で測定誤差

に強い と い う 利 点 が あ る の で し ょ う 。

いつの日か、  人間の空間知覚機構が完全に理解

さ れ 、  「幾何学的に正しぃ二枚の二次元像を再現す
る」 現在の三次元ディスプレイに代わって、 「知覚
的に正しぃ三次元構造を再現する」 本当の三次元
デ ィ ス プ レ イ を 、 我 々 が 手 に す る こ と が で き る こ

と を 信 じ て 、  こ れか ら も 研究 を積み重ねてい き た

いと思います。

本稿で紹介 し た研究は 、  第五研究室のP h i l i p

G r o v e氏 ( Y o r k  Un i v. ) 、福永克已氏 (奈良先端大 )

との共同で行われました。
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m〇は左限像

図 2  額面平行面が作る視差パ夕一 ン

田
図 3  垂直視差パ夕ー ン (上段) と奧行き感 ( 下段
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研究動向紹介 -

最適なネッ  ト ワーク設計をめざして

A f e w  steps to opt ima ldes ign of communication networks

近年急速に普及 して き た イ ン タ ー ネ ッ  ト は 、  次世代の情報通信インフラ と して

期 待 さ れ て お り 、  様々な通信サー ビスや高速転送技術が盛んに研究開発されて

います。  し か し 、  そ の た め の ネ ッ ト ワー ク設計手法はまだ十分に確立されてい

る と は い え ず 、  スぺシ ャ リ ス ト の経験 と勘にた よ って ぃ るのが現状です 。私違

は、  イ ン タ ー ネ ッ ト に 代 表 さ れ る コネ クシ ョ ン レ ス型パケ ッ ト 通信網を対象 と
して、  ネ ッ ト ワー ク設備の最適容量設計や通信 ト ラ ヒ ッ クの最適配分方法など

について研究を進めています。

The internet is expected to be a basic techno1ogy for the next generation of
telecommunicatlon infrastructure. Although various communlcat1on services and
hlgh -speed packet forwardlng techniques are provided,a sultable deslgn method
has not been fu1ly developed for the network. We intend to propose a new
method for optima1ly al1ocating traffic and resources for connectionless packet
networks typifled by the internet.

1. はじめに

通 信 ネ ッ ト ワー ク ( 以 下 ネ ッ ト ワー ク )  は、  どの

よ うに設計 ・ 構築したらよいのでし ょ うか ?

近年、 イ ン ターネットが急速に普及してきました。

電子メ ールやwWv,f な ど の デ一夕 ト ラ ヒ ッ ク は 、  こ
こ 数年の う ち に電話 ト ラ ヒ ッ ク を 追い抜 く 勢いで急

増 し てい ます 。 ネ ッ ト 配信サー ビスなどのビジネス

展開や、 高速転送技術などの研究開発も急速に進み、

ネ ッ ト ワー ク を と り ま く 環境は 、  ますます複雑化し

つつあります。

このような状況に対応するため、  通信事業者や企

業などでは、  ネ ッ ト ワー クの度重なる増強 ・ 更新を

強いられています 。  ここで重要な意味を持つのが、

ネ ッ ト ワー クの最適設計です。 ネ ッ ト ワー ク構築の

ための一般的手順を図1に示します。図に示すように、

ネ ッ ト ヮー ク設計には、 初期設計と再設計の2極類が

考えられますが、  コス ト制約内でできる限り予測さ

れる変化に強い初期設計および予測外の変化に対し

てはできる限り無駄を抑えた再設計を行うこ とが重

要です。

L A N の よ う なューザ側が構築するネ ッ ト ワー ク で
は 、 スぺシャ リ ス ト の経験 と勘によって初期設計を

行い、実運用中に問題点が表面化して く る と 、その

ボ ト ル ネ ッ ク を 解消すべ く さ ら に経験 と 勘に よ っ て

再設計するとぃう試行錯誤的アプローチが と ら れて

いるのが現状だと思います。  小規模なネ ッ ト ヮー ク

ではそれでも何とかなるかも知れませんが、  ネ ッ  ト

図 1  ネ ッ ト ヮー ク構築手順
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ワー クが大規模化/複雑化して  く る と 、  経験 と勘に

たよる設計では、  ネ ッ ト ワー ク性能の予測できなぃ

劣化や、無駄な設備投資を繰り返すことになりかね

ません。

こ の よ う な背景の も と 、 私達は 、 “ ネ ッ ト ワー ク の

最適設計”  とい う古 くて新しい研究課題に取り組む

こ とにしました。

2 .  ネ ッ  ト ワー ク設計の考え方

私達は、  ネ ッ ト ワ ー ク設計を最適資源配分問題

と し て 提 え て 、  ネ ッ ト ワ ー ク 設 備容量お よ び ト ラ

ヒ ッ ク 配 分 の最適化 を 行 う こ と を 考 え ま し た 。  こ

の最適化によって 、  ネ ッ ト ワー クの潜在性能を引

き出 し 、  かっ無駄な設備投資を抑えるネ ッ ト ワ ー

ク設計ができる と考えられます。

以下、  ネ ッ ト ワ ー ク モデル 、 制御変数 と制約条

件 、評価関数 、そ して最適化方法の順に説明して

いきます。

まず、  ネ ッ ト ワ ー ク モデルです 。本研究では 、

イ ン 夕 ー ネ ッ ト に 代 表 さ れ る コ ネ ク シ ョ ン レ ス 型

パ ケ ッ ト 通 信 網 を 想 定 し ま し た 。 ネ ッ ト ワー ク は 、

ノ ー ド と リ ン ク か ら 構 成 さ れ る も の と し ま す 。  ノ

ー ド は 、 到 着 パ ケ ッ ト に 対 し て ま ず ルーチ ン グ 処

理 を 行 い 、 次 に 出 力 リ ン ク 別 の フ ォ ワーデ イ ン グ

処理を行います (図 2 ) 。  リ ン ク はあ る帯域を持ち 、

リ ン ク長に比例した伝送遲延を持つものとします。

次に制御変数と制約条件です 。  ノ ー ド サー ビス

フォワーテ'ィ ング a
図 2  ノ ー ド パ ケ ッ  ト処理モデル 図 3  ネ ッ  ト ワー クモデル



速度配分率、  リ ン ク 帯 域 配 分 率 お よ び ト ラ ヒ ッ ク

配分率の 3 種類 を制御変数 と し て 定義 し ま し た 。

ノ ー ドサー ビス速度配分率とは、  ネ ッ ト ワー ク 全

体の総 ノ ー ド サー ビス速度が一定 と い う 制 約 条 件
の も と で 全 ノ ー ド に サー ビス速度を配分する割合

です。 リ ン ク 帯域配分率は 、  ネ ッ ト ワー ク全体の

総 リ ン ク 帯 域 が 一 定 と い う 制 約 条 件 の も と で 全 リ

ンクに帯域を配分する割合です。最後に、  ト ラ ヒ

ッ ク 配 分 率 は 、 あ る 対 地 間 に 生 起 す る パ ケ ッ ト ト

ラ ヒ ッ ク を と り う る 経 路 に 配 分 す る 割 合 の こ と で

す。
次 に 評 価 関 数 で す 。 ネ ッ ト ワー ク性能を評価す

る ための指標は様々な ものが考え られますが 、本

研究では比較的一般的な 、 通信品質 と ネ ッ ト ワ ー

ク設備使用率に着目して 、次の よ う な評価関数を

定義しました。

U = w,D+ w L・十 w L1
こ こ で 、 Dはパケ ッ ト 転送時間の平均値 、 Ln は

ノ ー ド使用率の最大値、 L,は リ ン ク 使 用率の最大
値 、 そ し て w,、 w お よ びw3は重み係数です。
最後に最適化方法です 。 ネ ッ ト ワー クが大規模

化 / 複雑化すればす る ほ ど 、  制御変数の数が増大

し、 さ らに変数ど う しが複雑に相互作用するため、

最適設計が困難になります。私達は、 A T Rで開発

された高次元アルゴ リズム ' ' 'によって本問題を解 く
こ と に し ま し た 。 す なわち 、 評価関数を最小化す

る各制御変数を高次元アルゴ リ ズ ムに よ っ て数値

計算します。  高次元 アル ゴ リ ズ ム の 詳細は こ こ で

は省きますが、  多変数問題の最適化に特に有効で

あ る 、 局所的な安定解にひっかか り に く ぃ な ど の

特徴を持つ最適化計算方法です。

3 .  ネ ッ  ト ワー ク設計の一例
2 5 ノ ー ド の 格 子状 ネ ッ ト ワー クモデルを仮定し

ま した  ( 図 3 ) 。  このモデルは、  1 6個のェ ッ ジ ノ ー

ド ( 以 下 E N ) 、 9 個 の バ ッ ク ボー ン ノ ー ド (以下

BN )  ぉょびそれらを格子状に結ぶ8 0本の有向リン

ク か ら 構成 さ れ て い ます 。 本 ネ ッ ト ヮー ク設計は、

制御変数総数= 1 6 , 9 5 3の多変数最適化問題になり

ます。
こ の ネ ッ ト ワー ク に お い て 、  パ ケ ッ ト ト ラ ヒ ッ

ク が全 ノ ー ド か ら ポア ソ ン生起する もの と し ます 。

便 宜 的 に こ の ト ラ ヒ ッ ク を 、  グループ 1 : E N 間 ト

ラ ヒ ッ ク 、  グルー プ 2 : E N ̃ B N 間 ト ラ ヒ ッ ク お
よびグループ 3 : B N 間 ト ラ ヒ ッ ク の 3 つ の グ ルー
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プに分類します。  そ してグルー プ別のパケッ  ト 生

起率の総和の比率によって、  ト ラ ヒ ッ ク 需 要 分 布

を設定します。  こ こ で は 、 以下に示す 2 種 類の ト

ラ ヒ ッ ク需要分布パ夕一ンを用います。

E N負荷型パ夕一ン  A ,: A 2: A 3=4:2:1
B N負荷型パター ン A , : A 2: A 3=1:2:4
A n( n=1 ,2 ,3 )は、 グルー プ n の パ ケ ッ ト 生 起率の総

和であ り 、  A , + A , + A 3は一定とします。
こ の 2 種 類 の ト ラ ヒ ッ ク 需 要 分 布 パ 夕一 ン  ( E N

負荷型およびBN負荷型)  の も と で 、 本 ネ ッ ト ワー

クモデルの最適設計を行つてみました。

その設計結果の一部として、  ノ ー ド サー ビス速

度の配分率を図 4お よび図 5 に示 し ます 。横軸は

ノ ー ド番号 、縦軸はノ ー ドサー ビス速度配分率で

す 。 図 4 で は 、 E N に ノ ー ドサー ビス速度がより多

く 配 分 さ れ 、 逆 に図 5 で は 、 B N に よ り 多 く の ノ ー

ド サー ビ ス 速度が配分 さ れ て い る こ と が わ か り ま

す。つまり 、 ”  ト ラ ヒ ッ ク 需 要が集中す る部分に よ

り 多 く の ノ ー ドサー ビ ス速度が配分される ”  と ぃ

う 、我々の直感とよ く一致する設計値 (資源配分 )

を 得 る こ と が で き ま し た 。  リ ン ク 帯域配分率およ

び ト ラ ヒ ッ ク 配 分 率 にっいても同様の結果を得ま
した。  これ らの結果は 、  ト ラ ヒ ッ ク 需 要 に 対 し て

強 い ネ ッ ト ワー ク設計がで き る よい見通し を与え

ています。

4 . 今後の課題

以上 、 私 達 が 提案す る ネ ッ ト ワ ー クの最適設計

法の一端を紹介しました 。  この研究は、  まだ初期
段階にあ り ます 。今後の課題としては 、  まず他の

ネ ッ ト ワー ク設計法との比較評価があげられます。

さ ら に 、 電 子 メ ー ル や W W W ト ラ ヒ ッ ク を 想 定 し

た ネ ッ ト ワー ク設計 、  ト ラ ヒ ッ ク と 各 制 御 変 数 と

の因果関係の評価および トポロジー まで含めたネ

ッ ト ヮ ー ク設計法への拡張な ど を行い たい と 考 え

ています 。  最終的には、  次世代通信網のためのス

夕 ン ダー ド な ネ ッ ト ワー ク設計法の確立をめざし

ています。
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前回、  研究は過去の成果の上への積み上げである 、  ま た時には後戻 りの よ う で も原点に立ち戻る こ と も

必要だということを述べました。今回はその積み上げゃ後戻りの筋道の話です。

シナ リオを書こ う 、  そして変えて行こう

(株)  国際電気通信基礎技術研究所

顧 間 葉 原 耕 平

① まずはシナ リ オ を書 こ う

研究を始める と き 、 大抵は何らかの目算があ る こ と と 思い ます 。組織で

あればそれを提案書などに組めるなどの手続き も必要でし ょ う 。 それらを

どのよ うに書くかはその人の置かれた位置や性格、  考え方などで変わるで

し ょ う か ら一概にど う ぃ う ものがいい とは言えません 。調べに調べて体裁

を整えなければ格好が付かなぃ、  と 思 う 人 も ぃ る で し ょ う 。  しか し 、私は

個人的には、  ことに初期の段階ではあまり肩月寸張る必要はないと思つてい

ます。極端な話、最初は 「こんな研究が価値があ りそ うだ」 と ぃ う 程度の
こ と か ら 始 ま る 場 合 も あ る で し ょ う 。  まずはそれを正直に書き出してみる

こ と です 。 それ も l 枚 の紙にです 。  イ メ ー ジ図でも描ければ立派なもので

す。その上で、  日々考えが変わって行 くで し ょ う か ら 、 その都度新し ぃ紙

にそれを描いて行 くのです 。海のもの と も山の もの と も分からないで出発

し た も の ほ ど ど ん ど ん と 変 わ る で し ょ う 。  こ う し て 最 初 に 描 い た 図 と 何 日

か何週間か何ヶ月か後のそれらを比べて見るのです。  その変化がその期間

での進歩を示します。

仕事でも何で もそ う ですが 、  新 し ぃ こ と を 始 め る と き に は 11 し も驚いた り戸惑つた り  します。  新入社員
のころやベテランでもそれまで経験のなぃ組織や分野、  例えば A T R に出向す る な ど と い う 機会に出あ う と 、

暫 ら く は 西 も 東 も ゎ か ら な い 、 先 111111や周囲の人達の言 う こ と が さ っば り理解で き な ぃ 、  と い う 場 面 に 遭 遇
す る で し ょ う 。  しかし 、数ヶ月も経つと案外一人前の顔をして 、  し か も専門語をポ ンポ ン と 使いなが ら仕

事 を進め て い る 自分にび っ く り す る 、  と い う の が 実態 で し ょ う 。 パ ソ コ ン の 習得 な ど で も 同 じ で す 。 そ こ

ま で 来 て し ま う と 最 初 に自分が困つ た り 戸 惑つ た こ と は す っ か り 忘 れ て し ま っ て い る こ と が 多 く 、 そ の 時

点での知識で今度は新参者を悩ますことにな り勝ちです。その数ヶ月の間に自分自身がとてっもな く進歩

し て い る 、  と い う こ と には案外気づかない ものです 。研究 も同 じ こ と です 。 だか ら こ そ 、 一番始めの段階

での発想を記録に残しておくのです。  そ う す る と 、  それとの違いが大きければ大きぃほど考えが進んだ 、

と い う こ と が 実感で き る こ と に な り ま す 。 で す か ら 、 私 は こ と に 立 ち上げ時期の研究には 「最初の頃 と の
違いは何? 」  と よ く聞いたものです。それが進歩だからです。

② シナリオには終点を意識しよ う

も う一つ 、  シ ナ リ オ を 書 く に 当 た っ て漢 と し て い て も ぃい か ら  「そ れ が う ま く 行 つ た ら ど う ぃ う ぃい こ
と が あ る か 。 世 の中に ど う ぃ う 効 果 を も た ら す か」 と 言 う こ と を 最 初 か ら 陽 に 意 識 し て 欲 し ぃ と い う こ と
です。その到達点自身が時間とともに変わってもぃいし 、むしろ変わるのが自然です。 「山の辺の道」 を散
策する積 りで出かけたのが結果と して 「法隆寺」 に な っ た 、 で も ぃいのです 。それにはそれな りの理由が
あ る の で し ょ う か ら 。 そ し て 「そ う だ 。 次は飛鳥に行 こ う」 な ど と い う 発 展 も そ こ か ら 出 る か も 知 れ ま せ
ん。最初浮かんだ 「山の辺の道」 に固執するのがぃいとは限りません。基礎研究、  こ と に 初 期 に は そ う ぃ
う こ とがむしろ当た り前です 。それだけに自分の軌跡を残すこ とは次の展開への ヒ ン ト も 与 え て く れ る 可
能性 を含んでい ます 。 た だ し 、 あ ま り 欲 張 る と 、 最 初目論んだ 「山の辺の道」 はおろか法隆寺にも飛鳥に
も行きっかない うちに日が暮れてしま う こ と もあるかも知れません。

こ う し て 研 究 の 道 筋 ( 自 分 の 軌 跡 ) が 見 え て く る と 、  これを先の方向に延長する こ とが よ り容易に 、  ま

た よ り 確 か な も の に な る可能性が大 き く な り ま す 。 こ う し て 大 き な枠組が見え て く れば し め た も の で 、 あ
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と はその道筋に沿つて具体デ一 夕を採つて集大成する 、  と ぃ う 段取 り に な り ま す 。  実際には こ の よ う に 単
純 で は な く 、 途 中 の デ ー タの結果いかんでその後の研究方向の選択肢のいずれかを選ぶ、  と ぃ う ょ う な こ

と も 起 こ り 得 ます 。 いずれに し て も 、 そ う ぃ う 節目 も よ り 明確にで き る 可能性があ り ま す 。 極端な こ と を

言えば、  ある程度のシナリオが書ければ論文や報告書の章立ては出来たも同然です。  埋まってなぃのは具

体 デ ー タだけ、  と ぃ う こ と も不可能ではあ り ません 。一通 りデ一夕を採 り終えてか ら  「さあ論文にしょ う 。
ど う 組 め よ う か」 と そ こ で 初 め て 「し ま っ た 、 あ の デ一 夕が欠けてい る」 な ど と な る よ り 遥 か に ス マー ト
かっ効率よ く系座める こ と がで き ます 。 ただ し 、 あ ま り に き っち り と道筋を付け過ぎる と 、道端に転がって

いた大切な素材を見落 と して し ま う危険 もあ り ます 。場合によっては気がっい て も 構 つ て い ら れ な ぃ こ と
も あ り ま す 。 そ う ぃ う と き は あ と の ために記録に留めてお く こ と も 無意味ではあ り ま せん 。 それに よ っ て

頭の隅にそれが残り 、何かのはずみで陽の目を見ることもあるからです。

③ レ スポンス タ イ ム と精度

研究でも仕事でも何でもそ うですが 、  しばしば先の 「見通し」 を求
められます。  これは何も受身の場合だけではなく 、  自問自答 と ぃ う 場

合も含みます。  研究を始めたばかりでまだ殆ど先が見通せなぃ場合に

そ れ を 求 め ら れ る の は一番困 る こ と で し ょ う 。 そ の よ う な 場 合 、 何 も

答えないで知 らぬ顔の半兵衛を決め込むかど う か悩ま し ぃ と こ ろ で 、

中身 が 漢 と し て い れ ば い る ほ ど  「時間 を 下 さ い」 と 言 い た く な る の は
人情です。  では一寸延ばしで時間を稼げばいい答えが出るでしょ うか。

普通はなかなか難しぃこ とです。  それ な ら ばい っ そ  「まだそれは分か
りません。  だからまずはその見通しをっけるために研究を始めるので

す」 と ぃ う 率直な答えがあって も ぃい 、  と私は思います。「ま だ ァ イ デ
ィ ア だ け」 を最初の紙を書 くの とおなじ思想です。そして 「う ま く 行
け ば〇〇頃 に そ れ を は っ き り さ せ る こ と が で き る で し ょ う 」 と ぃ う ょ う に 、  その時々でできる最善の答え
を用意する こ とです 。  ま ずは ク イ ッ ク レ ス ポ ン ス です 。 温め  ( あたため )  れば温めるほど次は高精度の答

え を用意せねばな り ません 。 そ う す る と ます ます苦境に陥 り 、 催促 されて も  「今更 この程度では ・  ・ 」 と
い う こ と で ま た ま た タ イ ミ ン グ を 逸 す る と い う こ と に な り か ね ま せ ん 。  レ ス ポ ン ス 夕 イ ム と 要 求 さ れ る 精

度は比例します。早いレスポンスには 1桁の誤差が許されても時間が経てばそうはいかなくな ります。

私はしかし何も拙速でいい 、  と言いたいのではあ り ません 。  まずは最初のレスポンスをしてもその次の

こ とは当然考えねばなりません。  その過程で精度を高めるための方策に頭が理ります。  例えてみれば聞 く

方 と答え る方のボー ルの投げ合いです。  で き れ ば ボールは直ぐに投げ返すことです。  そして 、  今 ボールは

ど ち らにあ るのかを常に意識する こ と です 。 ボ ー ルが相手側にある間に先回りができ 、次の機会にも間髪

を入れず、  かっよ り的確にレスポンスするだけの余裕がでてきます。  それ以上に自分の仕事の位置付けが

常に明確になる 、  それが大切で自分のためでもあります。

さ らに レ スポンスの価値はレスポンス夕イムに反比例し勝ちです 。私は 「ど ん な と き で も 5 点 で も 1 0 点
で も ぃい、  とにかくその時点々々での答えを持つように。 6 0点もあれば満点だ。  夕 イ ミ ン グ を 逸 し た ら 6 0

点を超える分だけマイナス点をっけるよ 。 1 0 0 点狙いでタイ ミ ングを失したらマイナス 4 0 点だ」 と よ く 言 つ
たものです。

④ 行きがけの駄賃

何で も そ う ですが 、  最終目標に到達するには色々の道筋が考えられます。  図にはその典型を示しま  した。

Bのよ うに周到な準備を整えて一挙に最終点を目指すとぃ う方法もありますが、息の長い基礎研究では息切

時 間

れ し て し ま う 危 険 も あ り ま す 。  その対極と して Aでは途中 、  5 点 と か

1 0 点 の段階で もそれな りのバ イプ ロダ ク ト が得 られ る可能性があ り ま

す。 いわば行きがけの駄賃です。  そしてその途中結果をあとの進め方

に反映でき る利点 も あ り ます 。 ですか ら私はな るべ く な ら A に近い手

法 を薦め た い と 思 い ま す 。 そ れ が よ し ん ば結果的に B よ り も ト ー タ ル

の時間が掛かった り 、 到達度が多少落ちた と し

てもです 。  た だ し 、  あ ま り に も ノ 、1 イ プ ロ ダ ク ト

に血道をあげるのは本末転倒ですから 、  組織で

あ れ ば こ う ぃ う バ イ プ ロ ダ ク ト を 目 ざ と く 拾 い

上げる機能が別途あるのが望ましぃことです。
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短 信

ATR - 古代と未来への道

株式会社デンソ一電子技術=部
(前ATR人間情報通信研究所第六研究室)

木目沢 司

AT R人間情報通信研究所を辞してまだ5  ヶ月あま  りで 、  現在、  新しぃ環境に慣れるのに精一杯で短信を書

けるほど気持ちの整理はできていませんが、  A T R で過ご した 6 年間を思い起こ して見よ う と思います 。

ATR への道
平成5年の春、  アドバンス トシステムズ株式会社に入社した私は、  米国シンキングマシンズ社製の超並列

コンピュ一夕CM-5 と と もに A T R にやって来ました 。充実した研究環境、  と く に 高 価 な ワー ク ス テー シ ョ ン
がごろ ご ろ し ていたのに驚いた記憶があ り ます 。  しかし、 C M-5 の黒い確量体と赤いL E Dの点減はその中でも
ひときゎ威容を誇つており 、  このマシンのシステム管理者 と して A T R で仕事ができ る こ と に も誇 り を持て

た よ う に思えま した 。以来 6年間 、私は A T Rへの道である乾谷の坂道を、ある日はA T Rバスで、  またあ る

日は自転車で、そしてたまには歩いて  ( 車を購入してからは、  ち ょ っ と置直落して車で ) 通い続ける こ とに

な り ま し た 。

古代の道

ただ、 A T R とい う自由な環境はその当時の私には少しカルチャ ー シ ョ ッ ク を 与 え た よ う で し た。前職は

普通の メ ー カ ーの事業部にいた私には、  なんでも個人単位で実行するのが当たり前の研究所での仕事のス

夕イルに i別染むのにしばらく時間がかかったようです。

そんなとき気分転換になったのが、  ATR周辺にある京都奈良の社寺や遺跡の数々でした。  と く に私は観光

客でにぎやかな京都よ り も 、  ど ち ら か と ぃ う と 古 代への 思 い を ゆ っ く り ;、巡らす こ とがで き る奈良の方が好

きで した 。休日 となれば 、飛鳥 ( 明日香 ) 、 法隆寺 、山の辺の道と大和路を自転車であち こち走 り回 り 、訪

れていたのがっい昨日のこ との よ う です 。古代の道ではあ り ませんが 、  奈良の新薬師寺から柳生の里へ通

じ て い る  「柳生街道」 沿いの林道は、  と く に サ イ ク リ ン グ に 格好の道で何度か走つ た思い出が あ り ま す 。

他の研究者の皆さんも、  A T Rでは休日の過ごし方には困らなかったのではなぃでしょ うか。

未来への道
cM-5のシステム管理の他に、  私が担当した仕事の中で主なものだったのが人工生命の研究でした。  と く
に こ の分野では世界的に著名な ト ム ・ レイ博士の仕事を手伝う事ができたのは、一生にまたとなぃ経験と

な り ま し た。 そのおかげで19 9 6年には、  あの複雑系研究の メ ッ カ 、 サ ン タ フ ェ研究所を訪れる こ と も で き

ました 。  また 、他の研究者のお手伝いだけでな く 、私個人のテーマ を掲げ て研究 を さ せ て い た だ く こ と も

できました 。  これには第6研究室の下原室長に感謝しています。  なぜなら一般企業で人工生命の研究をした

い と 言つて も 、  まず相手にして も らえないでし ょ う か ら 。

人工生命 と ぃ う と 、 ユ ニー クな基礎研究所である A T Rにおいてさえもかな り異色な研究テーマかも知れ

ません。 人工生命の研究が人類の未来を変えるような大きな成果をあげるのは、  1 0年、  2 0 年先になるかも

知れません。  し か し A T R だ か ら こ そ 、 積極的に先を狙つた この よ う な研究テーマに挑戦しっづけても らい

たい と思います 。  奈良の古代の旧跡に比べれば、 2 0年 と ぃってもほんのつかの間に過ぎません。  平城京近

くの古代の地で、  数十年、 数百年先の未来への道を開くのがA T Rの使命なのかなと思います。
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ATR音声翻訳通信研究所では、  7 月 2 2 日  (木 ) 、  力 一 ネ ギー メ 口 ン大学  ( 米国 ) 、  カ

ール スル一工大学 ( ド イ ツ ) 、 韓 国電気通信研究所 ( 韓 国 )  と接続しての音声翻訳国

際共同実験を実施しま した 。多 くの方々に来訪していただき 、 また 、 テ レビ ・新聞で

も 報道 され 、  当研究所の研究成果を広くァピールす る こ と がで き ま し た 。

今回の実験は、 1 9 9 3年1月にATR自動翻訳電話研究所が実施した実験に続く  2回目の国際共同実験です。

前回の実験にあたり 、  音声翻訳の研究を国際的に効率よく進めるために、  音声翻訳研究の国際コンソー シ

ア ム C-STAR(Consortium for Speech Translation Advanced Research )が発足しました。 C-S T A Rでは、各国の研
究機関が自国語の音声認識と音声合成、  自国語から相手言語への翻訳を分担する こ とに よ り効率よ く研究

を進めてお り 、各研究機関の研究成果をま とめる こ とによ り多言語間の接続を可能にしています 。今回の

国際共同実験では、  多言語間を同時にっなぐ音声翻訳実験と、  普段私たちが話すような自然な会話の音声

翻訳実験を実施することで、  6年間の技術進歩を検証するのが目的です。

国際共同実験は、 午後 2時よ り A T R主催の公開実験から開始しました 。  まず、 多言語を同時にっなぐ音

声翻訳実験を、  米国、  ド イ ッ 、  韓国と日本を接続して実施しました 。複数の言語が用いられる国際会議の

よ う に 、  たとえば日本語話者が日本語で話すと、  それを

英語、  ド イ ッ 語 、 韓 国語に翻訳 し て会話がで き る こ と を

示しました。内容は主に日常的な挨拶会話です。具体的

には 「ア メ リ カ で は い ま 何 時 で す か」 「何時ですか、  ドイ
ツ は」 「日本はいま晴れていますが、  韓国はいまどんな天
気ですか」 と ぃったものです。
自然な会話の音声翻訳実験は A T R と 米国 との間で実施

し ま した 。  日本人旅行者がワール ド シ リ ーズ観戦のため

にニ ュー ヨ ー ク の ホ テ ル を 予約す る 会話 を ァ メ リ カ の 旅

行代理店と行な う と ぃ う想定で音声翻訳実験を実施しま

した 。途中で何度か認識誤 り も生じ ま したが 、再発話や

相手からの確認質問等によ り 、  会話がスム ー ズに運ぶこ

とが確かめられま  した。
米国と接続しての音声翻訳実験

その後、  A T Rの日英双方向音声翻訳システムの構成を変えて、  音声認識と音声合成の処理の一部をク  ラ

イアン トである携帯型端末上で動作させ、音声翻訳サーバ の デ ス ク ト ッ プ 型 パ ソ コ ンとの間で無線L A Nを

使 つ て デ ー タを伝送して音声翻訳をする実験を行ないました。  道に迷つた英語話者が日本語話者に道を尋

ねる と ぃ う設定で会話を行ない 、  携帯型端末での実現性を示しました。

携帯型端末を使用 した音声翻訳実験

最後にけぃはんな都ホテルのフロ  ン ト 係 に よ る 音 声翻

訳実験を行ない 、一般の人で も使用で き る こ と を示 し ま

した。

引き続き、  質疑応答を行ない、  ATR主催の実験は午後3

時前に終了しました。

今回の実験には、  官公庁、  大学、 企業などの関係者 、

約 1 0 0名の方にご来場いただきました。報道関係者も、テ

レビ 5社 、新聞 ・ 通信社 1 0社が取材に訪れました 。テレ

ビ放送は22日当日の近畿圈のニュー スおよび翌朝の全国

ニュ ー スで 、  また、新聞では全国紙および地方紙が今回

の国際共同実験を取り上げ、  その成功を報じました。

その後 も 、 雑誌社等か ら取材申 し込みがあ り 、 誰 も が

使える音声翻訳システムへの関心の高さを物語つていま

す。 この実験を通して、音声翻訳の研究のよ り一層の進

展の重要性を認識しました。
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1 9 9 9 年 8 月 8 日 ̃ 1 3 日の間 、  米国ロサンゼルス市で、  コンピュー タ グ ラ フ ィ ッ ク ス

( C G )に関する世界最大の国際会議( S IGGRA PH ;シーグ ラ フ )  が開催されました。

S IGGRAPHは米国の学会ACM(Associatlon for Computing Machlnery)の専門グルー

プ(Speciallnterest Group)の一つであるSpecla1lnterest Group on Computer Graphics
の 略 称 で あ る と と も に 、 毎 年 1 回 開 催 さ れ る 本 会 議 の 名 称 と も な っ て い ま す 。

S IG G R A P Hは論文発表だけでなく 、技術展示、アー ト展示、 CG作品の上映、CG機

器展示などの催しが併せて行われる大規模な会議で、  毎年4万人以上の参加者を集め

ています。  ATR知能映像通信研究所はその設立 ( 1 9 9 5年)  以来、  毎年積極的に本会

議に参加 し て き ま し た が 、 本年 も技術展示 3 件 、 アー ト 展示 3件 、論文発表 3件を行

いました。会議の様子を、当研究所が参加した催しを中心に概観致します。

[技術展示 (Emerglng Technologles:The Millennium Motel)]

最 新 の イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 技 術 の デ モ ン ス ト レー シ ョ ン を 誰 も が 体 験 で き る 形 で 提 供す る 催 し で 、 西 暦

1 0 0 0 年代の最後の年を迎えて将来のデイジタル技術と人間とのインタフ .エー ス を考 え ょ う 、  と ぃ う 意 図 も

含まれています。  全体で 2 4件のうち 、  当研究所からは3件の展示を行いました。

第一研究室が米国ワシン トン大学ヒューマ ン イ ン 夕 フ ェー ス技術研究所と共同で開発した"Sh a r e d  Space;

co11aborative Augmented Reality" をデモ展示しました。  実写とCG画像の重量表示が可能な透視型頭部装着デ
イ ス プ レ イ  ( HMD : Head Mounted D i s p l a y )を参加者が装着し、画像認識技術で特定のマー ク を 記 し た カー

ドのマー ク を認識して 、対応する cG モデルを H M D に表示する よ う に し ま し た 。  こ れ を 利 用 し た ゲー ム を
多 く の人が体験 し 、 楽 し み ま し た ( 写 真 1 ) 。 第一研究室が成燦大学、  ソ ニー、M I T と共同で、 ' H y b e r m a s k " と
題して 、参加者が装着した白いお面にプロジェ ク夕一で追跡 され た顔 を投影す る と と も に 、 声 に同期 し た

表情を表示するシステムを展示し、参加者から良好な反応を得ました。 ア ー ト & テ ク ノ ロ ジープ ロ ジ ェ ク

トが"Li f e  S p a c i e s ' と題して、人工生物を介した仮想コミュニケー シ ョ ン環境のアー ト的な展示を行い、技術、

アー ト双方の参加者の好評を博しました(写真2 )。

写真1  Shared Space 写真 2  Li fe Spacies

全体的な印象 と し ては 、技術面でやや小ぶ り なの と 、  アー ト展示との境界が不明確なものがかなり見ら

れました 。  イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 性 と い う 拘束に技術が若干追いつい てい な ぃ と も 言 え ま すので 、  来年以降は

工学の研究者が技術面でがんばる必要があると感じました。

[ アー ト展示 (Art Gallery:techn〇asis) ]

Art G a 1 1 e r y は 2次元のプリン トや絵画作品から、映像を使つたインタラクティブアー トまで幅広い内容で、

審査の結果選ばれた約9 0件が展示され、  年々発展している印象を受けました。  当研究所からは第一研究室

の描1沢客員アーテ ィ ス ト が 、  "Non-Mater ia lConst ruct ion#1"と'Lost  Co n n e c t i o n "と題した2件のCG絵画を展
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示しま した ( 写真 3 ) 。  ア ー ト & テ ク ノ ロ ジー プ ロ ジ ェ

ク ト の 土 佐 客 員 ア ー テ ィ ス ト が ソ ニ ー と 共 同 で 、

"Unconscious F 1 o w ' と題して、  人物同士のコミュニケ

ー シ ョンの無意識部分を 、エー ジ ェ ン ト で あ る 人 魚 が

人間の生理デー タ等に基づき表現する作品を展示しま

した (写真4 ) 。  人間の心の隠れた部分を露わにする一

種の ヒー リ ン グ アー ト と捉えられて好評でした 。  こ の

他、 アー ト & テ ク ノ ロ ジープ ロ ジ ェ ク ト の ソ ム ラ 一客

員アー テ ィ ス ト が a r t T A L K S で 、 相沢氏らをパネ リ ス

ト と  して招いたパネルの司会を行い、  盛況でした。

[論文]

論文発表には、  フ ル ぺ ーパ一論文(Pape r s )  と シ ョ

ー ト ぺーパー(Sketches&Appl icat ions) の 2種類があり

ました。  P a p e r sには3 2 0件の投稿があり、 5 2件のみが

採録 され る と い う 相変わ らずの難関ぶ り を示 し てい ま

した。 本年 6月から第一研究室に勤務しているコワル

スキー客員研究員が、 "Art-based rendering of  fur, grass,
and t r e e s "と題して、 彼がブラウン大学在藉中に行つた

ノ ン ・ フ ォ ト リ ア リ ス テ ィ ッ ク ・ レ ン ダ リ ン グ に 関 す

る研究の成果を発表しました。彼の論文の一つの図は、

P a p e r sの論文集の表紙を飾るなど大変好評でした。  シ

ョ ー ト ぺーパーには 6 4 件が採録され 、  当研究所から

は 2 件 が 採録 さ れ ま し た 。  第三研究室の田中研究員は

写真 3  Non-MaterialConstruction#1 (左)
とLo s t  Connection

写真 4  Unconscious F1ow

"Image R e-compo s e r "と題して、 写真や絵から被写体を抽出し、  それを名画の構図に合わせて再構成するシ
ステムを発表するとともに、C r e a t i v e  Application L a b s と名付けられたデモセッションで論文の内容のシステ

ムの実演デモ展示を行い 、  多くの参加者の興味を引きました。宮里第五研究室長による " G e n e r a t i o n  o f

passion spaces based on the synesthesia p h e n ome n o n "では、色彩と音(額律等)  との関係にっいての解析や考察
にっいて述べ、 注目を集めま し た 。

[その他]

Electronic Theaterは、 CG技術を駆使して作成された短編映画作品が上映されるため、  S IGGRAPHの一つ

の目玉とも言えるもので、審査の結果採択された 4 4件が上映されました 。今年は進行役をC Gキャラ ク夕一

が 務 め る と い うュニー ク な試みがまず目を引き ま した 。内容的には 、 ' ス 夕一ウ ォ ーズ : エ ピ ソー ド1 "の話
題が中心で 、全体的には技術的斬新さはあま り見 られなかったものの 、  ブルー スカ イス夕ジオの自主制作

アニ メ ' B U N N Y " は注目を集めました 。  また 、論文発表で述べたコワルスキ一氏のアニメー ションも"P a p e r

Re t ro spec t i v e :Rea lT ime 'の中で紹介されました。

今年は、教育関係への応用も目立つていました 。  Electronic S c h o o l h o u s e と い う セ ッシ ョ ンでは 、 C G ソ フ

ト ウ ェ アの体験 、  cG に関する情報にア クセ スで き る図書館 、  ビジュアルを駆使した体験型教育プログラム
のデモ等、教育関係の展示が行われ、今後この分野は注目されるとい う予感がありました。

[むすび]

以上、 sI G G R A P H 9 9 を概観しましたが、  この他にも多数のコー ス ( あ る テーマに関する研究を行つてい
る一流の研究者を集め、技術の紹介を行う )  と パ ネ ル ( デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ) が 論 文 の セ ッ シ ョ ン と 並 行 し

て行われました。  また、企業の商品展示も 3日間にわたって行われました。  sI GGRAPHは今後、教育への応
用 や メ デ ィ ア アー ト と い っ た分野 を中心に発展 し てい く と 思 われ 、  当研究所にとって格好の成果の発表の

場である と引き続き感じ られます 。  来年は7月にニューオ リンズで開催されます。  技術デモ ・ アー ト展示に

加えて論文発表を行い、ぜひ技術とコンセプ トを広 く世界にアピールしたいと思います。
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1 9 9 4年1月の第一回以来、  毎年 1回定期的に開催してきた恒例の
「顔 と物体認識に関す る A T R シ ン ポ ジ ウ ム」 では、額や物体の視覚
認識の研究に関する基礎的課題に数理科学、 神経計算科学、 心理学、

認知科学など様々な視点で取り組んでいる世界の第一線の研究者に

よ る講演と と もに 、 A T R の研究者や研究協力パー ト ナーに よ る 講演

や ポ ス タ 一発表を併せて科学技術セミナー と し て 公 開 す る こ と に よ

って、  わが国におけるこの分野の学際的研究の活性化に貢献してき

ました。  その第 6回目にあたる今回は、  従来から焦点をあてていた

「物体認識における神経計算モデル」 「 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に お け る
顔の役割 一 印 象 ・ 表 情 ・ 視線 一 」 「顔 と 声 の マ ル チ モ ダ リ テ ィ 」 と
い う 3 つ の ト ピ ッ ク ス に 加 え て 、 「 コンピュ一夕による形の認識」 や

「能動的視知覚 一 注意と視覚的探索 一 」 と い う テーマを新たに取 り

上げ 、話題を 「顔」 と ぃ う対象に必ずし も限定せず、人間と コンピ
ュー タによる視覚の高次の働きにっいて幅広いスコー プで議論を行

う こ と と し ま した 。招待講演者と しては 、 M I T の T o m a s o  Pogg io教

授、St i r l i n g大学のVi c k i  B r u c e教授、G l a s g ow大学のMik e  Burton教

授 ら 本 シ ン ポ ジ ウ ム の 常連 メ ン バーに加えて、  理研 ・ 脳科学総合研

究セン夕一月凶型情報システム研究グルー プ デ イ レ ク タ ーの甘利俊一

博士、 電気通信大学の福島邦彦教授、 Harvard大学のKen Nakayama

教 授 、 M a x -P l a n c k研究所のH e i n r i c h  B ii l t h o f f 所 長 、 G E 研究所の
Richard Hart ley博士、 東京大学の佐藤隆夫教授ほか、 関連する研究

分野でのェキ ス パー ト と し て 知 られ る錯n'々 た る メ ン バー を多数招聘
する こ と に成功 し ま し た 。 そ し て 、  このよ うな豪華な顔ぶれが一堂

に会したシンポジ ウ ム を 、祝日を含めて 7 月 1 9 日一 2 3日の 5日間に
わ た っ て 開 催 し た と こ ろ 、  延べ90 0名近く  ( こ の う ち社外か らは約

600名)  と い う多数の参加を ぃただ き 、  内外の研究コ ミ ュ ニテ ィに

対する情報発信のイベン ト と し て これ までにな く盛況裡に終わる こ

とができました。また、所内の関連分野の研究者ほぼ全員がポス夕

一等の発表を行つたほか、  ATR知能映像通信研究所、  ERAT〇川人

動態月111プ ロ ジ ェ ク ト あ る い は 委 託 ・ 共同研究などで交流のある社外

の研究パー ト ナーにも呼びかけて講演やポス夕一発表をしていただ

いたこ とに よ り 、相互の情報交換や研究協力の一層の促進に大いに

役だったものと考えています。

ポ ス タ ーセ ッ シ ョ ン の 賑 わ い
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(株 )国際電気通信基礎技術研究所と松下電器産業株式会社は、 (株 )ATR音声翻訳通信研究所で研究開発さ

れた音声翻訳に関する基礎技術 ( A T R-MAT R Ix等) をもとに、松下電器産業先端技術研究所、松下技研株
式会社の両研究所で開発された音声認識・音声合成技術を組み合わせ、  ノ ー ト パ ソ コン上で動作する日英

双方向翻訳技術を共同で開発し、7月30日報道発表しました。

このシ ステムでは 、  音声認識処理は、 音声研の話し言葉に対応可能な認識技術と松下電器産業が開発し

た耐雑音性に優れた信号処理技術を融合して実現しています。  また、  言語翻訳には音声研の用例主導型言

語変換技術を、  音声合成には松下電器産業の日英音声合成技術を利用して、  それぞれの機能を実現してい

ます。 ノ ー ト パ ソ コ ン と ぃ う 限 ら れ た条件で動作 さ せ る た め 、  機能のモジュー ル化 と徹底的な メ モ リ 使用

量の削減、処理の高速化を行いました。

今後、  具体的な製品化に向けて一層の検討を加え実用的な翻訳システムの実現をめざしていきたいと考

えています。

松下電器と共同でノ  - ト PC上で動作する
日英双方向音声翻訳技術を発表

一携帯型翻訳機の実現に向けて一

日英双方向翻訳システムを組込んだノ ー ト パ ソ コ ン
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「一 一
E,学研都市あれこれ

ルイ ・ ルルー美術館

今回は、  ATRのすぐ近く に開館している

ル イ ・ ルル一美術館を訪れま し た 。 精華大通 り

に面 し た ル イ ・ ル ル 一美術館は 、 ぺ ル ギーのク

リ ス タ ル ガ ラ ス 作 家 ル イ ・ ル ル 一氏の作品を展

示 す る 、  関西文化学術研究都市唯一の美術館で

す。 美術館の創設者で館長をしてぃる大谷佳世

子さんにお話を伺いま  した。

〇 ル イ  ・ルル一氏と彼の作品について教えてください

ルイ ・ ルルー (Louis L e 1 o u p )氏は、ベルギーのク リス夕ル作家です。 1 9 2 9年にベルギーの リ ー ジュ近郊

に生まれ、  1 8 歳か ら ク リ ス夕ルガラスの制作に取 り組んできま した 。彼は今年で制作 5 2 年を迎えますが 、

7 0 歳 と ぃ う 年 齢 を全 く 感 じ さ せ ない く ら ぃ ェネルギッシュに作品を作り続けています。  1 9 6 5年にはベルギ

一のファビオラ王妃に作品 「王妃のマドンナ」 を献上するなど 、  ル イ ・ ルル一氏の完成された吹きガラス

の技術は世界的にも評価されています。

3-_
マリン 1992)

ルイ ・ ルル一氏の創る ク リ ス タルの世界は 、  ベルギーの自然から見いだ

した題材や、音楽や神話などがあります。心の中の海を表現した作品 「マ

リ ン」 や オ ぺ ラ を テーマにした 「真珠採り」 など 、彼の作品は躍動感と生

命力にあふれています。彼の作品は小さなぺーパー ウ ェ イ ト か ら 大 き な 周;
刻にい た る ま で あ り ま す が 、 そ の いずれ も が ク リ ス タ ル本来の素材 を生か

真珠採り (1991

した、  級密な計算 と高度な技術によ  り 作 ら れ て い ます 。  工房を持たず、  自 ら 作 品 を 手 が け て い て い る ル

イ ・ ルル一氏は、彼独自の技術と感性をク リ スタルに反映しています。  よ って生まれる作品は 、独特の模

様、色 、そ してフォルムを持つてお り 、そのすべてがルイ ・ ルル一氏の芸術なのです。

〇 ル イ  - ルル一美術館設立の経緯を教えてください
ル イ ・ ルル一氏の作品に、旅行中のベルギーで出会つて以来、いつの日かルイ ・ ルル一作品を集めた美

術館を造 り 、多 くの人に氏の作品のすばら し さ を知つても らいたい と思つていま した 。そ して 1 9 9 7 年 6 月 、

この日本の伝統文化が息づく京都 ・ 奈良間の丘陵地にある関西文化学術研究都市に開館することができま

した。  この年は、  ちょ うどルイ ・ルル一氏制作活動 5 0周年を迎えた記念すべき年で、美術館の開館当日に

は 、 ル イ ・ ルル一氏とベルギーのフ イ リ ッ プ皇太子が訪れ 、  オ ープンを祝いました 。
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〇 ル イ  ・ ルル一美術館の特徴を聞かせてください

美術館にはルイ  ・ ル ル一氏の初期の作品から最新の作品まで常時展示されています。  現在は、  「ルイ ・ ル

ル一 青の世界」 と 題 し 、 ル イ ・ ルル一氏が特に好んで表現している色彩 「青」 を使つた作品を集めて展示

しています。氏の表現力は実に多彩で、 「青」 とひと こ とで言つても 、実に様々な透明度の青色を鑑賞する

こ とができます。氏が自然界から感じ取つた青色の印象は、すべての作品の中で新鮮な輝きを放つていま

す。

美術館では大きな窓を設置し、  基本 と な る光源を外から

の自然光にしています。  これは、  ルイ ・ ルル一氏のインス

ピレー シ ョ ン の 源 が 自 然 で あ る と ぃ う こ と も 考 慮 し て い ま

すが 、 彼の ク リ ス 夕ルガ ラ ス 作品の美 し さ を 最大限に引 き

出す方法で あ る と も 考 え て い ます 。  ク リ ス 夕 ル ガ ラ ス は 、

光線と大変密接な関係を持つていますが 、  特にルイ  ・ ルル

一氏の作品では、 光線を上手に生かした表現がなされてい

ます 。氏は 、透明な輝きを放つ ク リ ス夕ルを意図的に磨 り

ガ ラ ス に し 、  そ の 透 明 な ガ ラ ス と 曇 つ た ガ ラ ス の コ ン ト ラ

ス ト に よ っ て 、 い っ そ う 躍動的な世界 を創つてい る の です 。

幸い美術館の中からは、  関西文化学術研究都市ならではの

緑にあふれた景色が見えるので、  当分自然光を使つたデ ィ

ス プ レ イ を し た い と 思つ てい ます 。  また 、美術館では 、  ガ

ラス作品がどの方向からも見えるよ うに展示されています。

ルイ ・ ルル一氏の作品は、大胆なフォルムをしてお り 、  さ

まざまな方向から楽しむこ とができます。正面だけでなく 、

様々な角度から光線を浴びる作品を鑑賞すると 、  よ り ぃっ

そ う神秘性と躍動感を感じます。

関西文化学術研究都市に位置するこ と もあ り 、  来館者には研究者の姿も多くみられます。  将来は、 こ こ

にルイ ・ ルルー ガ ラ ス工房を造 り 、氏の技術を紹介する こ とに よ って日本のガラ ス工芸の向上に貢献でき

れば 、  と考えています。

ルイ ・ ルル一美術館では、  よ り 詳 し く ル イ  ・ ルル一氏の作品を理解できるよ う 、  氏の制作風景を記録し

たビデオを公開しています。

ルイ ・ ルル一美術館

開館時間

休館日

入館料

連絡先

1 1 : 0 0 ̃ 1 7 : 0 0

毎週月 ・ 火 曜 日

大人5 0 0円、子供3 0 0円

〒6 1 9-0237
京都府相楽郡精華町光台4丁目29-3
TEL (0774 ) 931230、FAX(0774 ) 931290
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E受 賞 等

☆ 日本バーチ ャル リ ァ リ テ ィ 学会論文賞  ( 1 9 9 9年1 0月3 0日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

アーテ ィ ス テ ィ ッ ク な

要素を取り入れたバー

チ ャ ル リ ア リ テ ィ 技 術

本論文では、  アー ト と工学を融合する

こ と に よ り 新 し ぃ 工 学 が生 ま れ る 可能

性にっいて論 じた 。  さ ら に そ れ が バ ー
チ ャ ル リ ア リ テ ィ や A I の 分 野 で 新 し ぃ

技術、 システムを生み出す可能性があ

る こ と を 論 じ た 。  さ ら に 、  この考え方

に基づいてAT R知能映像研究所で行わ

れている研究の例を示し 、  この考え方

の有効性を示した。

ATR知能映像通信研究所

社長
中津  良平

E所員往来

平成 1 1 年 7 月 1 日 よ り 、  9月3 0日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6 ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

採用年月日

H11 .7.1

H11.7.1

H11.7 .14

H11.8.1

H11 .8.1

H11 .8.2

H11.8.2

H11.8.20

H11.9.1

A T R所属

( 人 ) 第:二研究室研究員
( 人 )第二研究室研究員

( 国 ) 総務部総務課長

( 環 )第四研究室主任研究員

(国) 経理部担当課長

( 映 ) アー ト & テ ク ノ ロ ジー研究員

( 映 ) アー ト &テクノロジ一研究員

( 映 )第三研究室研究員

( 環 )第四研究室研究員

氏 名 出 向 元 等

山田  寛

内田  英子

吉尾  元一

久保田 和芳

山根  勝

石黒 浩

高田  司郎

Bernard Champoux

柄沢 武

日本大学

San Francisco University

郵政省

住友金属工業

NTT西日本

京都大学

けぃはんな

Centre Academique Fournier Inc.

松下電器産業

退職年月 日

H11 .7.18

H11.7.27

H11 .7 .31

H11 .8.31

H11.9.30

H11 .9.30

H11 .9.30

H11.9.30

転 出 先

京阪神ケーブル ビ ジ ョ ン

日本放送協会

NTT

Nuance Communications

ア ン リ ッ

束洋情報システム

ア メ リ カ

ソニーコンピュー タサイェンス研究所

氏 名

乾 孟雄

飯野  芳己

曽根  正

Mike  Schuster

大塚 尚宏

鷹尾  和享

Ezra Black

羽尻 公一郎

A T R所属

( 国 ) 総 務 部

( 環 ) 第四研究室

( 国 ) 経営企画本部

( 音 )第一研究室

( 映 )第一研究室

( 音 )第三研究室

( 音 )第三研究室

(人 )第六研究室
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e外部発表状況

( 平成 1 1年 4月から 9月末における学術論文  ・ 学会発表等一覧。 ただし、  一部前回掲載もれを含む)

ATR知能映像通信研究所

1. 中津良平 ,土佐尚子 : I n t e r a c t i v e  Mo v i e s ; H a n d b o o k  o f

Internet and Multimedia Systems and Applications(CRC Press)

(99.4)

2 .  大谷淳 ,海老原一之 (日本ビク夕一 ) , 観沢順 ,岩澤昭一郎 ,,

中津良平 , D a v i d  Ha r w o o d ( U n i v . o f  Mary l and ) ,Thana r a t

Horpr a se r t (Un iv .o f  Maryland):VirtualMetamorphosis; IEEE
Multimedia Vo1.6No.2(99.4)

3 .  中津良平 : N o n v e r b a l I n f o r m a t i o n  Reco gn i t i o n  a n d  I t s

Application to Communicat ions;Proceedings o f  ACM/ATR

Workshop on  Face/Gesture Recognition and Their Applications
(99.4)

4 .  中津良平,土佐尚子,越知武: I n t e r a c t i v e  Movie  System with

Mu l t i -person  Par t i c i pa t i on  a n d  Any t im e  I n te rac t i on
Cap a b i l i t i e s ; P r o c e e d i n g s  o f  ACM / A T R  Workshop  o n

Techno1ogies for Interactive Movies(99.4)
5 .  宮里勉,井上誠喜(NHK ) : M a g i c  L i g h tによる物体内部の観
察 一超現実的 な イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 展 示 方法一 ; 映 像 情 報

メデイア学会誌Vo 1 . 5 3 N o . 3 ( 9 9 . 4 )

6.  Christa S〇MMERER , L a u r e n t  M I G N〇NN E A U : T e x t  a s

Genet ic  Code :Crea t ing  V i s u a l L a n g u a g e  o n  the Internet;

CADE'99Conference Proceedings,University of Teeside Vo1.1
(99.4)

7 .  小窪浩明 (日立 ) , 匂坂芳典 ( A T R音声 ) , 鈴木紀子 ,岡田美

智 男 : イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ システムにおける状況的な行為

とその協調計算;情報処理学会論文誌 vo1.40 No.4 (99 .4 )
8. 江谷典子 ( 奈良先端大 ) , 江谷為之 , 間瀬健二 : シームレス
な情幸l11環 境 を 実 現 す る ロ ボ ッ ト メ デ ィ ア の 設 計 と 実 装 ; 情
報処理学会マルチメディア通信と分散処理研究会 ( 9 9 . 4 )

9.  And r e  P l a n t e , S h o j i  T a n a k a , Y u i c h i  I w a d a t e : M -Mot ion:
Conveying Emotions Through Dig i t a lA r t . ; ITE  Workshop99

Conference Proceedings(99.4)
10. 中 津 良 平 : バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ と ビ ジ ュ ア ル コ ン ピ ュ

ーティング ;画像電子学会Ad v a n c e d  Image Seminar'99 「臨
場感を高める最新の画像処理技術」 (99.4)

11. 間瀬健二 , S i d n e y  F e l s : I a m a s c o p e : インタラクティブ万華

鏡;  J apan  E x p o リ ソ ゛ ー ト わかやま ' 9 9  「南紀熊野体験博
N EW S」 (99.4)

12. 鈴木紀子 , 竹内勇剛 , 石井和夫 , 岡田美智男 : 状況に引き

出された発話による対話の形成とその心理的評価 ;情報処

理学会論文誌Vo1.40  No.4 (99 .4 )

13. 中 津 良 平 : テ レ ビ 会 議 を 介 し て ノ ル ウ ェ ーの イ ベ ン ト に

参加 ; A T R ジャーナルVo1.35(99 .5 )

14. 野間春生 ,宮里勉 :歩行感覚提示装置AT L A Sの開発一Te1-
e -M e r g e : コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンのための実在感の通信一 ;
A T R ジ ャーナルV o 1,35(99 .5 )

15. 門林理惠子 ,間瀬健二 : V i s T A-w a l k : A n  Introductory Step to
the Meta-Mu s e um ; A TR  Journa lEng l i shEd i t i on1999Vo1 .2
(99.5)

16. 中 津 良 平 ,  Joy N i c h o l s o n ,土佐尚子:Emo t i o n  Recognition

and  Its Application to Computer Agents w i t h  Spontaneous
Interactive Capabil it ies;Workshop on Emot ion-Based Agent
Architectures(EBAA'99)(99.5)

17. 中津良平:回答;人工知能学会誌Vo1 . 1 4No . 3 ( 9 9 . 5 )

18. 杉 原 敏 昭 , 宮 里 勉 : A n  Adaptive Brightness Contro l for  A R

D i s p l a y ; S o c i e t y  f o r  I n f o rm a t i o n  Di sp l a y  Internat iona1

Symposium'99(99.5)

19. 鈴木良太郎,岩館祐一:Mu l t i m e d i aM o n t a g e :  対位法に基

づいた映像合成の研究;  「 マルチメデイア情報処理 /映像

表現」 合同研究会VoL23No . 3 3 ( 9 9 . 5 )
20.  竹内勇剛 : コ ン ピ ュ一夕に潜む人間ら し さ を探 る ; 日経サ

イ ェン ス 7 月 号連載 「人の見方, モノの見方」  (99.5)

21.  角康之 , 角薫 ( 通信総合研 ) , 間 瀬健二 : 出会いを支援する

エー ジェン ト ; b i t  Vo1.31No.6(99.6)
22.  宮 里 勉 : マ ル チ メ デ ィ ア コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 創 出 ; ヒ ュ

ーマ ン イ ン 夕 フ ェー ス学会誌第2号Vo1 . 1N o . 2 ( 9 9 . 6 )

23. 中津良平 : 映像情報 メデ イ ア技術の今後 ; 映像情報 メデ ィ

ア学会誌巻頭言 「ふぉ一かす」 Vo1.53No.6(99.6)
24.  野間春生 ,宮里勉 ,中津良平 :能動的歩行動作に対応した

歩行感覚提示装置の開発;日本V R学会論文誌(99 . 6 )

25. 中 津 良 平 : リ ア リ テ ィ を 超 え た V R ; 日 本 バーチ ャ ル リ ア

リ テ ィ 学 会 誌 vo1.4No.1(99.6)
26.  Andre Plante ,Sho j i  Tanaka ,Yu i ch i Iwada te :V i r t u a l Sh i n to

Shr ine; IEEE Mult imedia Systems99ICMCS(99.6)
27. 田 中 昭 二 , 湖 沢 順 , A n d r e  P l a n t e , 岩館裕一 ,井口征士 :

I m a g e  R e -Compose r  A Post-product ion  Too1 u s i n g
Compos i t i on  I n f o rma t i on  o f  P i c t u r e s ; I EEE  Mu l t imed i a

Systems'99Vo1.1(99.6)
28. 中津良平 , A l e x a n d r e  S o 1 o m i d e s , 土佐尚子 : E m o t i o n

Recognit ion and  Its Application to Computer Agents w i t h

Spontaneous Interact ive Cap a b i l i t i e s ; I EEE  Mu l t imed i a

Systems'99Vo1.2(99.6)

29.  Ryotaro S u z u k i ,  Yu i ch i  I w a d a t e :Mu l t i m e d i a  Mon t a g e-
Counterpoint synthesis of  movies -; I E E E  Multimedia Systems
99 (99 .6 )

30. 西本一志 , S i d n e y  F e l s , 間瀬健二 : T o w a r d s  Mu l t im e d i a

〇rches t r a :A  P r o p o s a l f o r  a n  Interactive Mu l t i m e d i a  A r t

Creation System;IEEE MULTIMEDIA SYSTEMS'99(99.6)
3 1 .  大 谷 淳 , 海 老 原 一 之 ( 日 本 ビ ク タ ー ) , 糊 沢 順 : A r t i s t i c

anatomy based,rea1-time reproduction o f  facialexpressions i n
3 D  face mode l s ; IEEE Multimedia Systems'99Vo1.2(99.6)

32 .  小管拓 ,野間春生 ,宮里勉 :選手の視野に着目した体感型

ス ポー ツ中継の検討 ̃マラ ソンへの試み一 ; 第 2 回 ヒ ュー
マ ン イ ン タ フ ェー ス学会研究会(99 .6 )

33.  杉原敏昭 ,野間春生 ,宮里勉 : A T R仮想歩行環境システム ;

目本機械学会ロボテ ィ ク ス ・ メ カ ト ロ ニ ク ス 講演会 ( 9 9 . 6 )

34. 間瀬健二:C o n t e x t-aware Computer Aided Communicat ion;
IMEK〇一XV Exihibition(99.6)

35.  鈴木良太郎 ,岩館祐一 : I m a g e  Wave ;1999年度人工知能学

会全国大会(99 . 6 )

36.  伊達正晃 , 岡田美智男 : コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンにおける振舞

いの調整モデル;1999年度人工知能学会全国大会(99 . 6 )

37.  今井倫太 ,開一夫 ( 電総研 ) , 宮里勉 : 身体的制約を利用し

た ヒ ューマ ン ロ ボ ッ ト イ ン タ フ ェー ス;1999年度人工知能

学会全国大会(99 . 6 )

38. 土井俊介 (奈良先端大 ) ,角康之 ,間瀬健二 ,中村哲 (奈良先

端大) ,鹿野清宏(奈良先端大) :展示見学時の知識流通を目
的としたco n t e x t-a w a r e な音声メッセー ジシステムCon t e x t-
aware Voice Message System i n  Exhibition Tours;1999年度人
工知能学会全国大会(第13回) ( 9 9 . 6 )

39. 小野哲雄 , 今 井倫太 , 江 谷為之 : ヒ ューマ ン ロ ボ ッ ト イ ン

タラクションにおける関係性の創出 ; 1 9 9 9年度人工知能学

会全国大会(第13回) ( 9 9 . 6 )

40. 岡田美智男 , 鈴 木紀子 , 伊 達正晃 : 日 常会話の リ ア リ テ ィ

を支えるもの;人工知能学会全国大会(9 9 . 6 )

41 .  角康之 , 間瀬健二 : 展示見学を対象と した コ ミ ュ ニテ ィ支

援システム;第13回人工知能学会全国大会(9 9 . 6 )

42 .  竹内勇剛,片桐恭弘:人間の判断に同意傾向を示すェージ

ェン トに対する社会心理的反応 ;信学技報 vo1.99No.123
ヒ ューマ ン コ ミ ュ ニ ケー ション基礎HCS9 9 ( 9 9 . 6 )

43.  大塚尚宏,大谷淳:F a c i a l E x p r e s s i o n  Recognition through

Est imat ing  the Contracton Ra t e  o f  F a c i a lM u s c l e s ; I E EE

Computer Society Conference on  Computer V i s i o n&Pa t t e r n
Recognit ion(99.6)
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44 .  内海章 ,大谷淳 : M u l t i p l e-Camera -Based Mul t ip l e -Hand -
Gesture-T r a c k i n g ; I EEE  Computer Society Conference on
Computer Vision and Pattem Recogntion (CVPR99 ) (99 .6 )

45 .  馬田一郎 , 下嶋篤 , 片桐恭弘 : 視覚的表象の介在する対話

におけ る言語の間接的使用の分析 ;  表現の科学研究会

(99.6)

46.  井 上 正 之 , ザーキ マー カ ス , 柴 眞 理 子 , 岩 館 祐 一 : 創 作 ダ

ンスにおける印象と身体運動の関係; 1 9 9 9年画像電子学会

第27回年次大会(9 9 . 6 )

47 .  坂口電己, 大谷淳 :風に揺れる樹木のcG ア ニ メ ー シ ョ ン ;
画像電子学会年次大会(99 . 6 )

48.  宮里勉 : V R - Versatile Rea l i t y ! ; 1 999年度画像電子学会年
次大会(99 . 6 )

49.  枯田沢順:Image to Touch 一絵 画 と テ ク ノ ロ ジー を考える ;
ロ レ ア ル カ ラ一研究会 ( ロレアルアー ツ ア ン ド サ イ ェ ンス
フ ァ ン デー ション主率 ) ( 9 9 . 6 )

50 .  福 井 直 樹 : 言 語 と 腦 ; シ ン ポ ジ ウ ム  「言語と月l11」上智言語
学会(99 . 6 )

51 .  中津良平 : マ ルチ メ デ ィ ア技術を用いた将来の通信 ; 写真

測量学会講演会(99 . 6 )

52 .  西 本 一 志, 間 瀬 健 二 : 汎 用 性 の あ る マ ル チ メ デ ィ ア アー ト

製作装置の実現手法の提案;  情報処理学会 マ ル チ メ デ ィ

ア ,  分散,  協 調 と モーバイル ( D I C〇M〇 ' 9 9 ) シンポジウム

(99.6)

53. LEE,Sang  Hwa,本ト鍾一,并上誠喜, L E E , C h o o n g  Woong (ソ

ウル大):Disparity Estimation Based on Bayesian Max imum  A

Pos t e r i o r i (MAP )A l g o r i t hm ; IEICE  Tran s . on  Fundamentals

(99.7)
54 .  Christa S〇MMERER , L a u r e n t  M I G N〇NN E AU : A r t  as a

Living System the interactive computer art works by Sommerer
and Mignonneau;Leonardo J o urna l M I T  Press Vo1 . 3 2No . 3

(99.7)

55.  中津良平 : 人に優 し ぃ通信をめ さ 'して ; 情報最前線セ ミナ

一 「夢を結ぶ」 (99.7)
56. 福井直樹 :認知科学としての言語学 ;金域学院大学での識

演(99 . 7 )

57 .  中 津 良 平 : デ イ ジ タ ル ア ミ ュ ー ズ メ ン ト と ネ ッ ト ワ ー ク

社会;奈良先端大特別識1義(99,7 )

58. 福井直樹:〇rde r  and Symmetry i n  Clauses and Noun Phrases;
南山大学での話議11演(99.7)

59.  宮里勉:Gene r a t i o n  o f  Pass ion lmages f r om "T a n k a ' P o em s

ba sed  o n  the Synesthes ia  Phenomenon ;  l n f o rma t i o n

Visual izat ion'99Digita lART(99.7)

60. 福井直樹 : T h e  Uniqueness Parameter;上響大学での話整基演
(99.7)

61. 間瀬健二,S i d n e y  F e l s : 電子万華鏡 ;銷覚 ?視覚 !おもしろ

ランド (札幌背少年科学館 ) ( 9 9 . 7 )

62. Yugo  Tak e u c h i , Y a s u h i r o  Katag i r i : I dent i ty  perception o f

Computers as Soc ia lActors ; 2 n d  InternationalConference on

Cognitive Science(99.7)
63. 鈴 木 紀 子 , 竹 内 男 岡1 , 石 井 和 夫 , 岡 田 美 智 男 : T o w a r d
real ization o f  empathic interaction with art i f ic ia lcreature;
ICSSIJCSS'99(99.7)

64.  竹内勇岡11, 永 澤 和 行 , 片 桐 恭弘 : エージェン トの同調行動
に対 し て人間は ど う 反応す る か ? ;  日本認知科学会第1 6

回大会(99 . 7 )

65.  宮里勉:G e n e r a t i o n  o f  Pictures based on the Synesthesia
Phenomenon;The5th InternationalConference on Information

Systems Analysis and Synthesis( ISAS'99)(99.7)
66. 福井直樹:生成文法と自然科学;関西理論言語学会( 9 9 . 7 )

67.  今井倫太,開一夫,宮里勉:Ph y s i c a l C o n s t r a i n t s  on Human

Robot Interaction;Proceedings of I JCA「99Vo1.2(99.7)

68. Yasuh i ro  Ka t a g i r i ,M i y o k o  S u g i t o (音声言語研 ) , Y a s u k o

N a g a n o - M a d s e n ( G o t e n b e r g大 ) : F o r m s  a n d  P r o s o d i c

Characteristics o f  Backchannels i n  Tokyo and 〇saka Japanese;
Linguistics and Phonet ics98(LP98) (99.8)
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69.  1'多原敏昭 , 宮里勉 . 中津良平 : 三次元デ ィ スプレ イにおけ
る疲労の定量的評価 :編 1隣刺激と調節刺激間の矛盾に着

目した評価手法の試み ;映像情報メディア学会誌 1 9 9 9年 8

月号Vo1.53No . 8 ( 9 9 . 8 )

70 .  内海章 , 大 谷 津 , 中 津 良平 : 多 数 カ メ ラ を 用 い た 両手手振

りの検出;情報処理学会論文1誌 vo1.4 0  No.8 (99 .8 )
71 .  田 中 昭:二 , 井口征士 , 岩結祐一 , 中津良平 : 画像領域の色
お よ び テ ク ス チ ャ の コ ン ト ラ ス ト を 特 徴 量 と し た 図 領 域

の抽出 ; 情報処理学会論文識、画 像 の 認 識 - 理解特集号
Vo1.40 No .8 ( 99 . 8 )

72. 宮 里  勉 :  Pass i on  Space s  ba sed  o n  the  Synes thes i a

Phenomenon ;Sketches  and Applications o f  S IGGRAPH'99
(99.8)

73.  田 中  昭二 , 構 f 1 沢順 , 井口征士 : I m a g e  R e-Compose r ;
SIGGRAPH'99Coference Abstracts and Application(99.8)

74 .  中津良平 , A l e x a n d r e  S o 1 o m i d e s , 土佐尚子 : E m o t i o n

Recognit ion and Its Appl icat ion to Computer  Agents w i t h

Spontaneous Interactive Capab i l i t i e s ;HCI  Intemat iona1'99

(99.8)

75 .  大 谷 津 , 大 塚 尚 宏 , 内 海 章 , 岩 、1舉 昭 一 郎 , 坂 口 電 己 :
T ow a r d s  the rea l iza t i o n  o f  n o n - v e r b a l c o mm u n i c a t i o n -
Computer  v i s ion  based technologies f o r  analyzing h uma n

images -;HCf'99(Human-Computer Interaction)Vo1.2(99.8)
76.  阪田真己子 , 井 上正之 , 岩 結祐一 , 柴 眞理子 : ス ポー ツ映

像による身体表現からの満足度の抽出; 1 9 9 9年映像情報メ

ディア学会年次大会議当1演予稿集(99.8)

77 .  福井直樹 : 線形順序 と対称性原理 : 日 ・ 英語の関係節を

中心に;日本認知科学会第29回学習と対話研究会( 9 9 . 8 )
78.  Chr i s t a  S 〇MM E R E R ,  Lau r e n t  M I G N〇NN E A U :

VE R BA R I UM : t e x t  as genetic code o n  the I n t e r ne t ; IEEE

KES ' 99Th i r d  InternationalConference on Knowledge-based
Inte11igent Information Engineering Systems Proceedings(99.8)

79 .  中 津 良 平 : 情 報 ネ ッ ト ヮー ク時代の生活 ・ 文化 - 教 育 ; デ
イジタル社会論全日本地域研究交流会編 ( 9 9 . 8 )

80. Christa S〇MMERER ,Lau r en t  MIGN〇NNEAU: In te rac t i ve

Plant Growing;Ars  Electronica-Facing the Future:A Survey
o f  Two  Decades(MIT Press)Vo1.1(99.9)

81.  Chr i s ta  S〇MME R E R , L a u r e n t  M I G N〇 N N E A U : H A Z E

Express;Cyberarts99,Springer Verlag(99.9)
82.  Chr i s ta  S〇MMER E R , L a u rent  M I G N〇NN E A U :

VERBARIUM;Cyberarts99,Spr inger Ver lag(99.9)
83. Chr i s ta  S 〇MM E R E R ,  Lau r e n t  M I G N〇NN E A U :

V E R B A R I U M  a n d  L I F E  S P AC I E S : C r e a t i n g  a V i s u a I

Language by Transcoding Text into Form on  the Internet;

VL'99Visua lLanguage Conference Proceedings, 1EEE ,Tokyo
(99.9)

84. 西オ-1電一,宮里勉:A u t om a t i c  Clapping Sound Generatorlead

by User's Clapping;VSMM'99(99.9)
85.  Christa S〇MMERE R , L a u r e n t  M IGN〇NNEAU , R o b e r t o

Lopez-Gu11iver:Time-1apse:immersive interaction with historic
3-D stereo i m a g e s ; V SMM ' 9 9 Ploceedings o f  International
Conference on VirtualSystems and Mult iMedia Vo1.1(99.9)

86. 鈴木紀子,竹内勇剛,岡田美智男:E v a l u a t i o n  of Affil iation

in Interaction with  Autonmous Creatures;EuroSpeech'99Vo1.1
(99.9)

87.  野口広影 ,桐山和久 (奈良先端大 ) ,松田寛 (奈良先端大 ) ,谷

口 未 希 ( 大 阪 大 ) , 伝  康 晴 ( 奈 良 先 端 大 ) , 片 桐  恭弘 :

Automatic Labeling o f  Japanese Prosody using J-ToBI Style

Description.;EuroSpeech'99(99.9)

88. 岡田美智男 , 鈴木紀子 , 伊達正 - 晃 : S o c i a l B o n d i n g  i n

Talking w i t h  Soc i a lAu tonomous  Creatures;EuroSpeech'99
(99.9)

89. 田 中 昭 二 , 岩 館 祐 一 -, 井口征士 :画像領域の誘目度評価モ
デル構築に関する一検討;  1999年電子情報通信学会基礎 ・

境界 ソ サ イ ェティ大会 ( 9 9 . 9 )
90. 内海章 ,大谷淳 :非同期多視点画像を用いた人物追跡シス

テムの構築;1 9 9 9年電子情報通信学会基礎 ・ 境界 ソ サ イ ェ
ティ大会話灣1演論文集A-16-6 ( 9 9 . 9 )



91 . 高橋和彦 , 坂口竜己 , 大谷淳 :  カルマンフ イル夕を用いた

実時間人物姿勢推定法の一考察;  1999年電子情報通信学会

基礎 ・ 境界ソサイェティ大会講演論文集A-16-7 (99 .9 )
92.  川 戸 慎=郎 ,大谷淳 :表情推定のための顔の眉間位置検出
法の検討 ; 1 9 9 9年電子情報通信学会情報・ システム  ソ サ

イェテ ィ大会講演論文集D-12-39(99 .9 )
93 .  角 康 之 , 間 瀬 健=: 実世界の文脈に埋め込まれた知識メデ
イアの構築に向けて; 1 9 9 9年電子情報通信学会情報 ・ シス

テ ム ソ サ イ ェティ大会( 9 9 . 9 )
94.  福井直樹 :生成文法の発展と極小モデルの展開 ; ソニ ー ・

コンピュー タ - サイェンス研究所( 9 9 . 9 )
95. Ryota ro  S u z u k i , Y u i c h i  I w a d a t e : I n v e n t i o n -A Study  o f
Counterpoint Structure Description-; 1 9 9 9 I EEE  Symposium on
VisualLanguages(99.9)

96.  大橋力 ( A T R人間 ) ,前川督雄 ,上野修 (岐阜大学医学部 ) ,仁

科エミ (ATR人間) ,河合徳枝(ATR人間) : R e q u i r r em e n t s  for
i m m o r t a l A L i f e  to exterminate mo r t a l A L i f e  i n  one f in i te,,

heterogeneous  e c o s y s t em ; 5 t h  European  Con f e r ence  o n
ARTIFICIAL LIFE(ECAL99) (99 .9 )

97.  高橋和彦 ,大谷淳 : C o m p a r i s o n  o f  Neura1-Network-Based
Pattern Classi f icat ion Methods  w i th Application to Human

Mo t i o n  R e c o g n i t i o n ; F i f t h  I n t e r n a t i o n a lCon f e r e n c e  on

Engineer ing Applications o f  N e u r a l N e t w o r k s ( E ANN f99 )
(99.9)

98.  中津良平 , A l e x a n d r e  S o 1 o m i d e s , 土佐尚子 : E m o t i o n

Recognit ion and  I ts Application to Computer Agents w i t h

Spontaneous Interact ive Capab i l i t i e s ; IEEE  Internationa1

Workshop on Mult imedia SignalProcessing(99.9)
99. 中津良平 : T o w a r d s  the Creation o f  N e w  Communications;

HC-99 (99 .9 )
100. 野 間 春 生 , 杉 原 敏 昭 , 宮 里 勉 : A N N 〇 U N C E : G r o u n d

S ulf a ce  Simulator -GS S-; イ ン 夕 一 ネ ッ ト ニ ュー スグループ
sci.virtua1-wor ld (99 .9 )

101. 田中昭二 ,構 f 1沢順 ,井口征士 ,岩舘祐一 : C o m p o s i t i o n

Analyzer ー コンピュ一夕による絵画の構図解析システム

一 ; 人文科学 と コ ン ピ ュー タシンポジウム ( 9 9 . 9 )

102. J i n s h a n  Tang ,  J u n  〇h y a : A  Rea1 - t im e  Survei11ance a n d
Evaluat ion System o f  the Audiences'React ion for  Meeting

S e s s i o n s ; SP IE ' s  s ympos i um  o n  Inte11igent Sys tems  and

Advanced Manufacturing(99.9)
103. 岩澤昭一郎(成是奚大) ,大谷淳,高橋和彦,坂口竜己, 海 老 原

一之 (日本ビク夕一 ) ,森島繁生 (成最奚大 ) : R e a 1 - t i m e , 3 D

Estimation of Human Body Postures f rom Trinocular Images;

ICCV'99Workshop Modelling People(mPeople)(99.9)
104. 今井倫太 ,小野哲雄 , 江谷為之 : A t t r a c t i v e  Interface for

Human Robot Interact ion;1999IEEE(R〇MAN'99)(99.9)
105. 高 橋 和 彦 , 坂ロ 電己, 大 谷 淳 : R e a 1- t ime Est imat i on  o f
Human Body Postures using Ka lman  Filter;8th Internationa1
Workshop on Robot  and Human  I n t e r a c t i o n (R〇MAN f9 9 )

(99.9)

106. 田 中  昭 二 , 岩 舘 裕 一 , 井 口  征 士 ( 大 阪 大 ) : A  F i gu r e
Extraction Method based on the Co1or and Texture Contrasts of

Regions;ICIAP'99(99.9)

107. 中 津 良 平 : 新 し ぃ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの実現をめざ し て ;

科学技術の新しぃ芽を考える異分野懇話会(9 9 . 9 )

108. 鈴木良太郎 ,  岩舘祐一 ,美濃導彦 : I m a g e  wave ー イ メ ー
ジの同期に関する研究一 ;  情報処理学会第5 9回金国大会

(99.9)

109. 上村哲也 ,高橋和彦 ,大谷淳 :実時間三次元人物姿勢推定

法に関する一考察 ;日本バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会 第 4 回

大会(99 . 9 )

110. 間瀬健二 ,江谷為之 , S i d n e y F e l s : ラ ピ ッ ドプロ ト タ イピン

グ言語 I n v e n T c 1 における 3 Dオブジェク ト と wi d g e tの続
合 ; 日本バーチャル リア リ テ ィ学会第 4回大会 ( 9 9 . 9 )

111. 西村竜一 ,宮里勉 :物陰に生じる音場の簡易再現手法に関

する検討;日本音響学会19 9 9年秋季研究発表会(9 9 . 9 )

ATR音声翻訳通信研究所

1.  N i c k  Campbe l i: S p e e c h  Syn thes i s ;Webs te r  Encyc1opedia
Vo1.20(99.2)

2 .  脇田由実,H a r a l d  S i n g e r ,匂坂芳典:Mu l t i p l e  Pronunciation

Dict ionary  Using H M M-state Con fu s i on  Characterist ics;
Computer Speech and Language Vo1.13No.2 (99 .4 )

3 .  Nick  C a m p b e I 1 : 機械との対話 : これからのコミュニケーシ
ョンにおける音声合成の役割 ;神戸大学国際文化学部主催

第 2 回 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 書 「 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を

促進するものと阻害するもの 」  (99.4)
4 .  中 村 篤 : 疑 似 的 学 習 デー タ を 用 い た 単 語 ス ポ ッ タ 用 ガー

べジモデル学習法 ;  電子情報通信学会論文誌 vo1.J82-D 2
No.4 (99 .4 )

5 .  安藤真一 , Y v e s  L e p a g e :アナロジーに基づく構文解析 ;自

然言語処理 vo1.6No.3(99.4)
6. Virach So r n l e r t l amvan i c h (東工大) ,乾健太郎(東工大) ,田中

穂積 (東工大 ) , 徳永健伸 (束工大 ) , 竹沢寿幸 : E m p i r i c a 1

Support for New  Probabilistic Generalized L R  Parsing;自然言
語処理Vo1 .6No .3 ( 99 . 4 )

7 .  谷垣宏一,政精置浩和,匂坂芳典:複数決定木の動的順序付

けに基づく発話の概念推定;情報処理学会論文誌音声言語

情報処理特集号 vo1.40 No.4 (99 .4 )
8. 小窪浩明 (日立 ) , 匂坂芳典 ,鈴木紀子 ( A T R 映像 ) , 岡田美

智 男 ( A T R 映 像 ) : イ ン タ ラ ク テ ィ ブ ・ システムにおける状

況的な行為とその協調計算;情報処理学会論文誌音声言語

情報処理特集号 vo1.40 No .4 ( 99 . 4 )
9 .  伊藤克直 ( 電総研 ) , 山 本幹雄 ( 筑波大 ) , 武 田一哉 ( 名古屋

大 ) ,竹沢寿幸 ,松岡達雄 ( N T T ) , 小林哲則 (早稲田大 ) ,鹿野

清宏 ( 奈 良先端大 ) , 板 橋秀一 ( 筑 波大 ) :  J N A S :  Japanese

Speech  Corpus f o r  Large Vocabulary Cont inuous  Speech

Recogn i t i on  R e s e a r c h ;日本音響学会英文誌Vo1 . 2 0  No . 3
(99.5)

10. N i ck  Campbe11:A Ca11for Generic-use Large-scale Single-
speaker Speech Corpora and an Example of Their Application
in Concatenative Speech Synthes i s ;日本音響学会英文論文誌
Vo1.20 No.3 (99 .5 )

11. Nick  Campbe11:Speech 〇utput Systems Assessment:Fo11owing

the JenoIan Synthesis Evaluat ion Workshop;1999〇rienta1

C〇C〇SDA Workshop(1nternationalWorkshop on East-Asian
Language Resourses and Evaluation)(99.5)

12.  竹沢寿幸:Bu i l d i n g  a Bil ingualTravelConversation Database

f o r  Speech Translation Research ;1999〇rienta lC〇C〇SDA

Workshop ( In ternat ionalWorkshop on East-Asian Language
Resourses and Evaluat ion)(99.5)

13. 大竹清敬 (豊橋技科大 ) ,增山繁 (豊橋技科大 ) ,山本和英 :名

詞の連接情報を用いた関連文書検索手法;情報処理学会論

文誌Vo1.40 No.5 (99 .5 )

14. 北川敏 , N i c k  Campbe11 :目本語文音声における韻律情報と

焦点の検討;電子情報通信学会音声研究会 sP99-11 (99 .5 )
15. Jingdong Chen ,N i c k  Campbe11:Speech Synthesis Evaluation

by 〇bjective Distance Measures ;電子情報通信学会音声研究
会SP9 9-3 (99 .5 )

16. Nick  C a m p b e 1 1 :機械との対話 :これからのコミュニケー シ
ョン ;電子情報通信学会信越支部識寅会( 9 9 . 5 )

17. Nick  Campbe l1 :韻律解釈における基本.単位一音声文法構築

へ向けて一 ;文法と音声音声文法研究会編 ( くろしお出版 )
(99.6)

18. Yves Lep a g e :An a 1o g y +Tab l e s =Con j u g a t i o n ;NLDB ' 9 9
(99.6)

19. 山本博史 , 匂 坂 芳典 : 品 詞 N-g r a m と単語N-g r amの融合言
語モデル ;  電子情報通信学会音声研究会 vo 1 . 9 9N o . 1 2 1
(99.6)
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20.  Hara ld  S i n g e r :Un i f i e d  Framework  for  Acoust ic Topo1ogy

Mode11ing:ML-S S S  and Question-Based Decision Trees;電子
情報通信学会音声研究会 vo1.99No.121(99.6)

21.  田 中 英 輝 , 横 尾 昭 男 : A n  Ef f ic ient Stat i s t i ca lSpeech Act

Type Tagging System for Speech Translation Systems;ACL'99
(99.6)

22. Ezra  B l a c k , A n d r e w  F i n c h , R u i q i a n g  Z h a n g : A p p l y i n g

ExtrasententialContext to Max imum  Entropy Based Tagging

with a Large Semantic and Syntactic Tagset;ACL'99(99.6)
23. M i c h a e l P a u 1 , 山 本 和英 , 隅 田英一郎 : C o r p u s -b a s e d
Anaphora Resolution towards Antecedent Preference;ACL'99

WorkshopCoreference and Its Applications'(99.6)
24 .  市川熹 (千葉大 ) , 荒木雅弘 (山形大 ) , 相岡秀紀 ,談話タグワ
ー キ ン グ グループ:Eva l ua t i on  o f  Annotat ion Schemes  for

fapanese Discou r se ;ACL'99Workshop 'Towards  Standards

and Tools for Discourse Tagging"(99.6)

25.  谷垣宏一,匂坂芳典:R o b u s t  Speech Understanding Based on

Wo r d  Graph  I n t e r f a c e ; E S CA  Rese a r ch  Wo r k s h o p  o n

Interactive Dia1ogue i n  Mult i-Moda lSystems(99.6 )
26 .  松井知子 : IcAssP ' 9 9会議報告;電子情報通信学会情報 ・
シ ス テ ム ソ サェティ誌Vo1 . 4N o . 2 ( 9 9 . 7 )

27.  匂坂芳典:韻律文法の自動学習にっいて ;音声文法研究会
(99.7)

28. 古瀬蔵 ( N T T ) , 山本和英 ,山田節夫 :構成素境界解析を用

いた多言語話し言葉翻訳;自然言語処理 vo1.6No.5(99.7)
29. 大竹清敬(豊橋技科大),船坂貴浩(:1基と橋技科大),増山繁(l装

橋技科大 ) ,山本和英 :重複部 - 冗長部削除による複数記事
要約手法;自然言語処理 vo1.6No.6(99.7)

30.  匂坂芳典 :多言語音声コーパスと音声翻訳;大阪外国語大

学 「多言語同時処理の応用研究」 プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 会
(99.7)

31 .  高橋和子 (三菱電機 ) ,竹沢寿幸 :マルチモー ダル案内シス

テ ム M M Gsの実験評価;情報処理学会音声言語情報処理
研究会No . 2 7-1 4 ( 9 9 . 7 )

32. 横尾昭男:日英双方向音声細訳システムの技術事例(ATR ) ;

エ レ ク ト ロ ニ ク ス 特 集 9 9 音 声 認 識 探 検 隊 ( オ ー ム 社 )

(99.7)

33.  金域由美子,笹栗淳子(九州大) ,田窪行則(九州大) :心的行

為における認識主体と対象との関係 ;第 2回認知科学国際

会議/日本認知科学会第16回大会合同会議(99 .7 )

34 .  Nick Campbe1 l ,飯田朱美(慶應大) :Mu l t i-LevelLabe11ing of
Speech for Synthesis;ICPhS'99Vo1.1(99.8)

35. 加藤宏明 ( A T R 人 間 ) , 津 崎 実 ( A T R 人 間 ) , 匂 坂 芳 典 : A

Mode l i ng  o f  the 〇bjective Evaluat ion o f  Dura t i ona lRu les

Based on Auditory PerceptualCharacteristics;ICPhS'99Vo1.3
(99.8)

36.  Nick Campbe11:A Study of  Japanese Speech Timing from the

sy11able p e r s p e c t i v e ;日本音声学会誌「音声研究」 Vo1.3
(99.8)

37.  匂 坂 芳 典 , 加 藤 宏 明 ( A T R 人 間 ) , 津 崎 実 ( A T R 人 間 ) :

Corpus-based Spoken Language Techno1ogy Based on Human
Science -Towards the Human  Modeling o f  Spoken Language
Capabilities-; ICSP '99Vo1 .1 (99 .8 )

38. Nick  Campbe11:C〇C〇SDA&〇rientalC〇C〇SDA:aProgress

Report; ICSP'99(99.8)
39.  匂坂芳典 : 日本語音韻の時間長制御と知覚 ; 大修館書店

「言語」 Vol .28No.9(99.9)
40 .  Jingdong Chen ,N i ck  Campbe11:〇bjective Distance Measures

for Assessing Concatenative Speech Synthesis;Eurospeech'99
Vo1.2(99.9)

41 .  中 村  篤 , 松 井  知子 : A c o u s t i c  Mod e l i n g  Ba s e d  o n  a

Generalized Laplacian Distribution;Eurospeech'99Vol.3(99.9)

42 .  Hara ld  S i n g e r , 中村篤 : U n i f i e d  Fr amewo rk  for  Acoustic

Topo1ogy Mode11ing:ML-S S S  and Question-Based Decision
Trees;Eurospeech'99Vo1.3(99.9)

43 .  Ruiqiang Zhang ,Ez ra  B l a c k ,And r ew  Finch :Us ing  Detailed

Linguistic Structure i n  Language Mode11ing;Eurospeech'99
Vo1.4(99.9)

44 .  Shuwu  Zhang,Ha r a l d  Singer,Dekai Wu ( HKU S T ) ,匂坂芳典:

Improv ing  N -g r am  Mode l ing  Using Distance-related Un i t
Assoc i a t i o n  M a x i m u m  Entropy Lan gu a g e  Mod e l i n g ;

Eurospeech'99Vo1.4(99.9)

45.  竹澤寿幸:Trans format ion into Language Processing Units by

Dividing and Connecting Utterance Units;Eurospeech'99Vo1.5
(99.9)

46.  松井知子 ,内藤正樹 , H a r a l d  S inge r ,中村熊5, 匂 坂 芳 典 :

Japanese Spontaneous Speech Database wi th  Wide Regiona1

and Age Distribution;Eurospeech'99Vo1.5(99.9)
47.  石川開,隅田英一郎:E r r o r  Correction Translation Using Text

Corpora;Eurospeech'99Vo1.5(99.9)

48. 内 藤 正 樹 , L i  D e n g , 匂 坂芳典 : M o d e 1-b a s ed  Speake r
Normalization Methods for Speech Recognition;Eurospeech f99
Vo1.6(99.9)

49.  管 谷 史 昭 , 竹 沢 寿 幸 , 横 尾 昭 男 , 山 本 誠 一 : E n d - to -E n d
Evaluat ion i n  A T R -MATR I X : S p e e c h  Translation System
between English and Japanese;Eurospeech'99Vo1.6(99.9)

50. 山本l章史,匂坂芳典:P a r t - o f -Speech N-gram and Word  N-
gram Fused Language Mode1;Eurospeech f99Vo1.4 (99.9 )

51.  北川敏 , N i c k  Campbe11:Focus Detection by Comparison of
Speech Waveforms;Eurospeech'99Vo1.4(99.9)

52 .  Iram S h a h z a d (豊橋技科大) ,大竹清敬(豊橋技科大) ,增山繁

( :豐 :橋技科大) ,山本和英:非対訳コーパスを用いた日本語

複合名詞の英訳語推定;  情報処理学会自然言語処理研究会

Vol .133No.2 (99 .9 )

53. 片岡明 (豊橋技科大 ) ,増山繁 (豊橋技科大 ) ,山本和英 :要約

のための連体修飾節の " Aの B "への言い換え ;情報処理学

会自然言語処理研究会 vo1.133No.7(99.9 )
54.  横山品一 (山形大 ) ,熊野明 (束芝 ) ,松平正樹 (沖電気 ) ,白木

澤 佳 子 ( JsT ) , 川越陸 (松下電器 ) ,小玉修司 (富士通 ) ,柏岡
秀紀 , 江 原日1 i 将 ( N H K ) , 宮澤信一郎 (秀明大 ) , 中島泰雄
(AAMT ) :Quan t i t a t i v e  Eva luat ion  o f  Machine Translation

Using Two-way M T ; M T  Summ i t  VI I ( 99 . 9 )
55. 宮澤信一郎 (秀明大 ) , 横山晶一 (山形大 ) , 松平正樹 (沖電

気 ) ,熊野明 (東芝 ) ,小玉修司 (富士通 ) ,柏間秀紀 ,白木澤佳

子( J S T ) ,中島泰雄(AAMT ) : S t u d y  on Evaluation of WWW

M T  Systems;MT Summi t  VI I ( 99 .9 )
56. 竹 沢 寿 幸 , 管 谷 史 昭 , 横 尾 昭 男 , 山 本 1 成 一 : A  N e w

Evaluation Method for Speech Translation Systems and a Case

S tudy  o n  A T R -M A T R I X  f r o m  Japanese  to E n g l i s h ; M T
Summit  VI I ( 99 . 9 )

57.  柏岡秀紀 , 鷹 尾 和 亨 , 自 木 澤 佳 子 ( JsT ) , 太 田浩子 ( JsT) :
Applying TDMT  to Abstracts on Science and Techno1ogy;MT
Summi t  VI I (99 .9 )

58.  隅田英一郎,山田節夫,山本和英,M i c h a e l P a u 1 ,柏岡秀紀 ,,

石川開,白井諭 : S o l u t i o n s  to Problems Inherent i n  Spoken-
1anguage Trans l a t i on :The  A T R -M A T R I X  App r o a c h ;MT
Summi t  VI I (99 .9 )

59. B e n  R e a v e s ( A T R 国 際 ) , 西 野 敦 士 , 横 尾 昭 男 : A T R -

MATRIX:Implementataion of  a Speech Translation System;C-
STAR  Workshop(99.9)

60. 鷹尾和享 , 柏岡秀紀 , 白井諭 : 異 な る辞書を利用した意味

コー ドの自動付与;情報処理学会第59回金国大会(99 . 9 )
61 .  管谷史昭 , 竹 沢寿幸 , 横 尾昭男 , 山 本誠一 : 日 英音声翻訳

システム ( A T R-MATR Ix)の音声言語統合評価;  日本音響学
会平成11年秋季研究発表会(99 . 9 )

62. 塚田元 ,H i y a n  Alshaw i ,Shona  Douglas,Srinivas Banga1ore:
自然発話を用いた統計的機械翻訳システムの評価;  日本音

響学会平成11年度秋季研究発表会(99 . 9 )

63. 山 本 博 史 , 匂坂芳典 : 品 詞 ク ラ ス N-g r a m と単語N-gramの
融合言語モデル ;日本音響学会平成1 1年度秋季研究発表

会(99 .9 )

64.  Harald Singer,Rainer Gruhn ,匂坂芳典:Spe e c h  Translation

Anywhere :Cl ient-Server Based ATR-MAT R I X ;日本音響学
会平成11年度秋季研究発表会(99 . 9 )
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65.  Ruiqiang Zhang, A n d r e w  Finch,Ezra  B l a c k ,匂坂芳典 : T h e

Ma x i m um  Entropy Approach  to Language Mode11ing o f
A T RsP R Ec; 日 本音響学会平成 1 1 年度秋季研究発表会
(99.9)

66. 松井知子 ,内藤正樹 ,H a r a l d  S i n g e r , 中村篤 ,匂坂芳典 :地
域や年齢的な広がりを考慮した大規模な日本語音声デー

夕べー ス;日本音響学会平成11年度秋季研究発表会(9 9 . 9 )

67. 内藤正樹,H a r a l d  S i n g e r , 山本博史 ,中嶋秀治 ,松井知子 ,,
塚 田 元 , 中 村 篤 , 匂 坂 芳 典 : 旅 行 会 話 タ ス ク に お け る

A T RsP REcの性能評価;  日本音響学会平成1 1年度秋季研
究発表会(99 . 9 )

68. N i c k  Campbe11:Reducing the S i z e  o f  a Speech Corpus for

Concatenative Waveform Syn t he s i s ;日本音響学会平成11年
度秋季研究発表会(99 . 9 )

69. Srinivas Des i r a zu ,N i ck  Campbe li: A n  Extensible Scripting
Interface for CHATR ;日本音響学会平成11年度秋季研究発

表会(99.9 )

70 .  Jeremy Bateman,Srinivas Desirazu , N i c k  Campbe11:Predicting

English Prosody f rom a Large Speech Corpus ;目本音響学会
平成11年度秋季研究発表会(99 . 9 )

71 .  中嶋秀治 ,山本博史 :発話分割付き実時間音声認識 ;日本

音響学会平成11年度秋季研究発表会(99 . 9 )

72 .  匂坂芳典 : コー パ ス ・ ベー ス音声合成一音声科学知識に

基づく合成システム構築技術の新パラダイムー ; 目本音響

学会平成11年度秋季研究発表会招待講演(99 . 9 )

73 .  横尾昭男 , 竹 沢 寿幸 , 山 本 誠一 : c-sTAR音声翻訳国際共
同実験;情報処理 vo1.40(99.9)

ATR人間情報通信研究所

1.  Frank P〇LLICK:VirtualSurfaces and the InfIuence o f  Cues to

Su r f a c e  Shape  o n  Gra sp . ;  Virtua1 rea l i ty :  Research ,,

Deve1opment and Applications,Vo1.3(98.12)
2 .  Masah i k o  HARUN〇, S a t o s h i  S H I R A I ( N T T ) , Y o s h i f u m i

〇〇YAMA ( N T T ) : U s i n g  Dec i s i on  Trees to Construct a
PracticalParser.; J .Mach i n e  Learning,Vo1.34(99.1)

3. S h i g e r u  K A T A G I R I ( A T R 音声 ) , E r i k  M cD E RM〇TT :

D i s c r im i n a t i v e  Tr a i n i n g -R e c e n t  Prog res s  i n  Speech
Recogn i t i o n . ;C .H .Chen ,L .F .Pau  and P . S . P .W a n g ( e d s . ) ,,

Handbook of  Pattern Recognition and Computer Vi s i on ( 2nd

Ed . ) ,Wor l d  Scient流c Publishing Company(99.3)

4 .  Ph i l i p  GR〇VE ,H i r o h i k o  KANEK〇,H i r o s h i  〇N〇(Yo r k

Univ . ) :Col Tesponding Points Measured 〇ver a 2 2X 2 2D e g r e e
Field Using the M i n im um  Motion Technique.;Investigative

〇 p h t h a l m o l o g y & V i s u a l S c i e n c e , T h e  A s s o c i a t i o n  f o r

Research in Vision and 〇phthalmo1ogy(ARV〇'99),Abstract
Book,Vo1.40,No.4(99.3)

5 .  Hi r o s h i  A S H I D A  (K yo t o  U n i v . / A T R人  間 ) ,  N o r i k o
YAMAG I SH I : D e t e c t i o n  o f  S e c o n d -〇rder Mot i o n  i n  the
Centra1 and  〇f f -Centra1 V i s u a l F i e l d s . ;  I nves t i ga t i ve
〇p h t h a l m o 1 o g y & V i s u a l S c i e n c e , T h e  Assoc i a t i on  f o r

Research i n  Vision and 〇phthalmo1ogy(ARV〇'99),Abstract
Book,Vo1.40,No.4 (99.3 )

6 .  No r i k o  Y AM AG I S H I , S t e p h e n  J . A N D E R S 〇 N ( U n i v .

London):AttentionalEffects on Detection,SpatialLocal ization

and Reaction Time to Mot ion  S t imu l i  i n  Human  Periphera1

Vision.;Investigative 〇phtha lmo1ogy&V i s u a l S c i e n c e ,The

Assoc iat ion f o r  Resea rch  i n  V i s i o n  a n d  〇phtha lmo1ogy
(ARV〇'99),Abstract Book,Vo1.40,No.4 (99 .3 )

7 .  磯野勝宣 ,尾田政臣 (立命館大/A T R人間 ) ,赤松茂 :遺伝的
アル ゴ リ ズ ム を用いた顔画像生成シ ス テ ム一感性的 イ メ

ージの生成一 ;電子情報通信学会論文誌,D-n, vo1.J82-D-n,,
No.3 (99 .3 )

8.  石井信 ( 奈良先端大 ) , 佐藤雅昭 : 正規化ガウス関数ネッ ト

ワー ク ,  Mixture of E x p e r t s と E Mアルゴリズム ;  日本神経
回路学会誌,Vo1.6 ,No .1 (99 .3 )

9. Hiroto SAIT〇(Showa  Univ . ) ,Nor iko  SUZUK I ( S h owa  Univ.),,

Yuichi  T ANA B E ( S h o w a  Un i v . ) ,M a n a b u  S U Z U K I ( S h o w a
Un i v . ) , Y o s h i e  K A M〇N ( S h o w a  U n i v . ) , K e n- i ch i  M ICH I
( S h o w a  Un i v . ) ,Ma s a h i k o  WAKUM〇T〇(ATR人間/Sh ow a

Un i v . ) , T o s h i y u k i  T A K A H A S H I ( S h o w a  U n i v . M e d i c a 1

Hospita1):Evaluation o f  Speech Function Using M R I-Clinica1
Application to G1ossectomees.;Abstracts14th I n t . C o n f . o n

〇ra1&Maxi11ofacialSurgery,Vo1.28,No.1,1999(99.4)

10. M i c h a e l K〇RK I N ( G e n o b y t e ) , H u g o  D E  G A R I S , N . E i j i
NAWA,Wi11 i am Dee RIEKEN:ATR' s  Arti f ic ialBrain Project:

C A M-Brain Mac h i n e ( CBM ) a n d  Robot Kitten(Robokoneko)
I s s u e s . ; I n t . C o n f . A r t i f i c i a l N e u r a l N e t s  a n d  Genet ic

Algor i thms( ICANNGA'99) (99.4 )

11. Sung -Bae CH〇(Yonsei Univ./ATR人間):Pattern Recognition
w i t h  Neu r a lNe two r k s  Combined  by Genetic Algor i thm.;  J.

Fuzzy Sets and Systems,Vol.103(99.4)

12. Katsunori SH IM〇HARA:Evo l u t i o n a r y  Systems for  Bra i n

Commun ica t i ons . ;P roc . I n t .Sympos ium on  L ow-Power and
High-Speed Chips,C〇〇L Chips I I ( 99 .4 )

13. Hideyuki WATANABE,Sa to ru  FUJITA,Shigeru KATAGIR I :

Sound  Separation Using Speech Production Mode l s . ; P roc .
LEARNING1999 , ( 99 . 4 )

14. A l a i n  D E  CHEVE I G N E ( C N R S / A T R人  間 ) ,  H i d e k i

KAWAHARA(ATR人間/Wakay ama  Univ. ) :Mult ip le Period

Es t im a t i o n  a n d  P i t c h  Percept ion  Mode1 . ;  Speech
Communication,Vo1.27(99.4)Communication,Vo1.27(99.4)

15. Hideki KAWAHARA, I kuyo  MASUDA-KATSUSE ,A l a i n  D E
CHEVEIGNE:Res t ruc tu r i ng  Speech Representations Using a

P i t c h-Adap t i v e  T i m e -Frequency Smo o t h i n g  a n d  a n
Instantaneous-Frequency-Based F0 Extraction:Possible Ro l e  of
a Repetitive Structure i n  Sounds . ; Speech  Communicat ion,,
Vo1.27(99.4)

16. Ikuyo MA SUDA-KATSUSE,Hidek i  KAWAHARA :Dynam i c
S o u n d  Stream Formation Based on  Continuity o f  Spectra1

Change.;Speech Communication,Vo1.27(99.4)
17. Robe r t  J . S N〇WDEN :W h e r e ' z a t ? ; T r e n d s  i n  Cogn i t i v e
Sciences,Vo1.3,No.4(99.4)

18. 田 嶋 圭一 :英語と日本語の音声リズムの比較 ;音声文法研

究会(99.4)

19. 春野雅彦 : 対訳テキ ス ト か ら辞書を自動生成 ; 情報処理 ,,
Vo1.40,No.4(99.4)

20. 高玉圭樹 : 書評 : マルチェー ジェン ト と複雑系 ;情報処理 ,,
Vo1.40,No.4(99.4)

21.  石井信 (奈良先端大/A T R人間 ) :組合せ最適化間題のため

のニュー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク と 非 平 衡 ダ イ ナ ミ ク ス ; 第 1 2

回回路とシ ステム ワー クショップ論文集 ( 9 9 . 4 )

22.  下原勝憲 ( A T R人間/ N T T ) : 人工生命からソ ー シャル ・ コ
ミ ュ ニ ケーシ ョ ンへ;第 5 8回新三木会講演会

23.  山田玲子 :英語教師でもなぃのに英語教材を作つたわけ ;
本,Vo1 .24 ,No .4 (99 .4 )

24.  Naokazu G〇DA(ATR人間/Kyo t o  Univ.) :Discr iminat ion of

Textures Def ined by Co1or Distributions.;Abstract B o o k 3 r d
Vision Research Conf.(99.5)

25.  Robert J .SN〇WDEN:Visua lPercept ion:Here's  Mud  in Your

Mind's Eye.;Current Bio1ogy Vo1.9,No.9(99.5)
26 .  Seiji ADACHI,Masash i  YAMADA(〇saka  Un i v . o f  Arts ) :An

AcousticalStudy o f  Sound Production i n  Biphonic Singing,,
X o omi j . ; J .Acous t .Soc .Am. ,Vo1 .105 ,No .5 (99 .5 )

27. Hugo D E  GAR I S , S u n g-Bae CH〇(Yonsei  Univ ./ATR人間):
C AM-Brain:ATR's A1'流cia lBra in  Project.;Korea Information
Science Society Rev i ew ,Vo l . 17 ,No .5 (99 .5 )
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28.  Hu g o  D E  GAR I S : A r t i f i c i a l E m b r y o 1 o g y  a n d  Ce l l u l a r

Dif ferent iat ion. ;P.  J . B e n t l e y ( e d.) ,"Evolut ionary Design by

Computers',Academic Press ,Chapter12(99.5)

29. J e a n -Chr i s t ophe  T E R RIL L〇N , S h i g e r u  A K A M A T S U :
Comparative Performance of  Different Chrominance Spaces for

Color Segmentation and Detection of Human Faces in Complex

Scene Images. ;Proc.12th Co n f . o n  Vision Interface(V1'99),,

Vo1.2(99.5)

30. Robert J . S N〇WDEN :Wh e n  Paying Attention Is Bad  for You.;

Trends in  Cognitive Science,Vol .3,No.5(99.5)
31 .  和久本雅彦 : 1認変形症と構音 ;第 9回日本 l11111変形症学会総
会抄録集(99 . 5 )

32. 下原勝1定基1 ( A TR人間/NTT ) :人工生命と進化コンピュ一夕;

電子情報通信学会論文誌,A I99 -16 ( 9 9.5 )
33.  入野俊夫 , R o y  D.Pat terson (CNBH,Univ .Cambr idge ) :生理
学的制約を入れたガンマチ ャ ー プの心理物理デ一夕への
適合;日本音響学会漉1覚研究会資料,H-99-36 (99 .5 )

34. 片桐滋:多様性は研究の活力の源泉;大阪大学大学院 「留
学生 ・ 国際交流のための講演会」 (99.5)

35. 下原勝1港表(NTT/ATR人間):人工生命と進化システム; 1999

年度人工知能学会全国大会(第1 3回 )論文集( 9 9 . 6 )

36.  羽尻公一郎 :  自律的に創発する境界を用いた言薬の意味

の説明のモデル ;  1 9 9 9年度人工知能学会全国大会 ( 第 1 3

回)論文集( 9 9 . 6 )

37.  鈴木秀明 : 動 的 な コ ア メ モ リ 内 で 進化す る 自已複製 ク リ

一チャ ; 1 9 9 9年度人工知能学会全国大会 (第 1 3回 )論文集

(99.6)

38. 高玉主樹,寺野隆雄(筑波大) ,下原月券f整11 :マルチェー ジ ェ
ント学習における機能獲得に関する考察; 1 9 9 9年度人工知

能学会全国大会(第1 3回 )論文集( 9 9 . 6 )

39. Keiki TAKADAMA ,H i t om i  KASAHARA (NA I ST ) , L i n c h u n

HUANG ( J a p a n  Advanced I n s t . o f  Soc .Tech ) ,H i rom i t su  I1

( U n i v .  T o k y o ) ,  Ka t s uno r i  S H I M〇H A R A ,  S h i n i c h i

NAKASUKA(Un i v .Tokyo ) :〇rgan i z a t i ona lLea rn i ng  Agents

For Task Scheduling in Space Crew and Robot 〇perations.;5th

I n t . S ympo .on  ArtificialInte11igence,Robotics and Automation

i n  Space ( i SA IRA I ' 99 ) , SP-440(99.6 )
40.  Y o s h i k i  F U K U N A G A  ( N AIS T ) ,  H i r o h i k o  K A N E K〇 :

Integration o f  Binocular Disparity and Perspective Cues for
Perceived Surface Slant.;Abstracts I n t . C o n f . o n  Vision and

Attention Programme and Abstracts(99.6)
41.  Hirohiko KANEK〇,Nor iko YAMAGfSH I ,Ke i j i  UCHIKAWA

(Tokyo I n s t . o f  Tech.),Naokazu G〇DA:Se lect ive  Effects of
AttentionalModulation on Luminance and Co1or Detection in

the Periphery . ;Abstracts  I n t . C o n f . o n  Vision and Attention
(99.6)

42 .  Takaaki  KURATAT E , E r i c  VATIK1〇TIS -BATE S〇N : T h e
Product ion  a n d  Synthes is  o f  Aud i o-V i s u a l S p e e c h . ; A T R
Jouma1(E )Vo1 .2 (99 .6 )

43. Hiroshi AND〇:Synthes iz ing Visua l Imagery  f o r 3 D  〇bject

Recognit ion and  Scene Ana l y s i s . ; ATR  J o urna 1 ( E ) , V o l . 2

(99.6)

44.  羽尻公一郎 : 人工無脳が禅を語る日一言葉の意味をめぐ

る不可思議なお話一;b i t , V o 1 . 3 1 , N o . 6 ( 9 9 . 6 ) /V o 1 . 3 1 , N o . 7

(99.7)

45.  A l a i n  D E  C H E V E I G N E ( C N R S / A T R人  間 ) ,  H i d e k i

KAWAHARA(CREST/Wakayama Univ./ATR人間):Miss ing -
Data Mode1o f  Vowe l I den t i f i c a t i on . ;  J . A c o u s t . S o c . A m .

Vo1.105(99.6)

46. Eri NAKAN〇 (ATR人間/Ko b e  Univ . ) ,H i rosh i  I M AM I Z U

(ERAT〇),R ieko 〇SU(ERAT〇) ,Yo j i  UN〇(Toyohashi  Univ .

o f  Te c h . ) , H i r o a k i  G〇M I ( N T T ) , T o s h i n o r i  Y〇SH I〇KA

( E R A T〇 ) ,  M i t s u o  K A W A T〇  ( A T R 人  間 /ERAT〇) :

Quantitative Examinations of  InternalRepresentations for A r m

Trajectory P l a nn i n g :M i n imum  Commanded  Torque Change

Mode1.; J.Neurophysio1ogy,Vo1.81(99.6)
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47 .  Sh i g ek i  T A N A K A ( K y o t o  Univ./〇katan i  Hosp i t a1 ) ,R i k a

KANZAK I ,M u n e o  Y〇SHIBAYASH I (Kyo t o  Univ . ) ,Te t suo
K AM I Y A ( N a t i o n a l C a r d i o v a s c u l a r  C e n t e r ) , M o r i h i r o

SUG I SHITA (U n i v . T o k y o ) : D i c h o t i c  Listening i n  Patients

with Situs Inversus:Brain Asymmetry and Situs Asymmetry.;

Neuropsycho1ogia,No.37(99.6)
48.  金子1;11:彦 :面の傾き知覚と回旋限球連動のための垂直視

差処理過程;生理学研究所研究会(99,6 )

49 .  下原月券態 ( N T T / A T R人間 ) :新しぃ情報処理パラダイムと

しての人工生命;電気通信, vo1.62,No.630(99.6)
50.  竹村文(電総研/筑渡大/cR EsT ) , 井上由香 (電総研 ) , 五味裕
章(NTT ) ,川人光-男 ,河野 111二(電総研/筑波大/CREST ) :追
従限球運動時の3つの月li1内領域のニュー ロン活動の解析;

電子情報通信学会技術研究報告,Nc9 9-22 (99 .6 )
51. 山田玲子:第二言語音の音声習得過程;認知心理学研究会

平成11年度上期例会(9 9 . 6 )
52 .  K e i k i  T A K A D A M A , T a k a o  T E R A N〇 ( U n i v . T s u k u b a ) ,,

Katsuno r i  S H I M〇HA R A , K o i c h i  H〇 R I ( U n i v . T o k y o ) ,,

Shinichi NAKASUKA (U n i v . T o k y o ) : C a n  Multiagents Leam

in 〇rganization? -Analyzing 〇rganizationa1-Learning 〇riented
C l a s s i f i e r  S y s t em - . ; 1 6 t h  I n t .  J o i n t  C o n f . o n  Ar t i f i c i a 1
Intel l igence(IJCAI99)(99.7)

53 .  Hiro tosh i  T A I R A ( N T T ) , M a s a h i k o  HARUN〇 : F e a t u r e

Selection i n  S UM  Text Categorization.;l6th Nat iona lCon f .on

Arti f icialInte11igence(AAA「99)(99.7)

54 .  Hugo D E  GAR I S ,M i c h a e l K〇RKIN(Genoby te ) ,Fe l i x  GERS
( IDS IA ) ,M i chae lH〇UGH(S t an f o r d  Un i v . ) : ATR ' s  Artificia1

B r a i n ( C AM-B r a i n ) P r o j e c t : A  Samp l e  o f  Wha t  Indiv idua1
CoDi -1 B i t  Mode lEvo lved  Neura lNet  Modules Can Do. ;1999
Congress on Evolut1onary Computat ion(CEC99) ,Vo1.3(99.7)

55 .  Thomas S . R A Y ,  Joseph HART :T i erra Tutoria1;1999Genetic

a n d  Evo l u t i o n a r y  Compu t a t i o n  C o n f . T u t o r i a l P r o g r a m
(GECC〇'99)(99.7)

56.  Koichiro HA J I R I : F l o w  Experimence o f  Conversation on  Chat

System.;2nd I n t .Con f . on  Cognitive Science(ICCS'99)

57 .  Ta k a a k i  K U R A T A T E ,  Ha n i  Y A H I A  ( U F M G ) ,  E r i c

VATIKI〇TIS-BATES〇N:Fac ia lDeformat ion f ro m  Improved
Gestura lPa ramete rs . ;ATR Sympos ium on Face and 〇bject

Recognition'99(99.7)

58.  Sayoko TAKAN〇,Minoru TSUZAKI,Hiroaki KAT〇:Perceptua1

Sensitivity to The  Distortion i n  The  Tempo r a l S t r u c ture o f

Visua l ,Aud i tory  and B imoda l S p e e ch . ;ATR  Sympos ium on

Face and 〇bject Recognition' 99 (99 .7 )
59.  Frank E.P〇LLICK(ATR人間/Univ .G lasgow) :Contr ibut ions

o f  Facia1,Head Mot ion i n  The Interpretation o f  Expression.;

ATR  Symposium on Face and 〇bject Recognition'99(99.7)
60. Hideko UCHIDA(SFSU/ATR人間),Theodora B.C〇NS〇LACl〇N

( SFSU) ,H i ro sh i  Y AMADA ( N i h o n  Un i v . /ATR人間) ,R y u t a

S U Z U K I ( N i h o n  U n i v . ) , D a v i d  MA T S UM〇T〇 ( S F S U ) :

American and Japanese Judgments of  EmotionalExpressions of

Various I n t en s i t i e s . ;ATR  Sympos ium on  Face and  〇bject

Recognition'99(99.7)

61. Masato 〇KADA(ERAT〇) ,Ken j i  D〇YA(ERAT〇),Tosh inor i

Y〇SHI〇KA(ERAT〇) ,M i t suo  K AWA T〇 : A  Region Based

M R F  M o d e l f o r  I m a g e  S e gmen t a t i o n -Necess i ty  o f  B i -
DirectionalInteraction Between Spike Coherence and Firing

Rate-. ; A T R  Symposium on Face and 〇bject Recognition'99
(99.7)

62.  Eric VATIKI〇TIS-BATES〇N,Takaak i  KURATATE ,K e v i n

G . M U N H A L L ( Q u e e n ' s  U n i v . ) , H a n i  Y E H I A ( U F M G ) :

Making Speech Production Percept ib le. ;ATR Symposium on

Face and 〇bject Recognition'99(99.7)
63.  Christian KR〇〇S:V ideo-Based Measurement o f  Face Motion
Du r i n g  S p e e c h . ; A T R  S ym p o s i u m  o n  Fac e  a n d  〇bject
Recognition'99(99.7)



64 .  Tomo h i r o  S H I B A T A  ( E R A T〇 ) ,  S t e f a n  S C H A A L

( E RAT〇/USC ) ,M i t s u o  K AWA T〇 ( E R A T〇 / A T R人間 ) :

B i om ime t i c  〇cu1omotor Con t r o l f o r  A n  Anthropomorphic

Ro b o t . ; ATR  Symposium on Face and 〇bject Recognition'99
(99.7)

65.  A le s  UDE ( ERAT〇) ,M a r c i a  R I L E Y ( E R A T〇/A T R人間 ) :

Estimation o f  Human  Body Kinematics f rom Video Using A

Polygona lMesh Body Mode1. ;ATR Symposium on Face and

〇bject Recognition'99(99.7)

66.  F . A .  J .VERSTRATEN:At t en t i on  is Everywhere_or May B e
N o t . ; A T R  Sympos ium on  Face and 〇bject Recognition'99
(99.7)

67.  Nor iko Y A M A G I S H I , S .  J . A N D E R S〇N ( U n i v . L o n d o n ) :

E f f e c t s  o f  A t t e n t i o n a lMo d u l a t i o n  on  Detec t i on ,Spa t i a1

Local ization and  Reaction T ime  to PeripheralTargets.;ATR

Symposium on Face and 〇bject Recognition'99(99.7 )
Hiroshi  ASH IDA ( ATR人間/R i t s um e i k a n  U n i v . ) , F . A . J .

VERSTRATEN (ATR人間/Ut r e c h t  Un i v . ) ,  Jody CULHAM
( U n i v .W e s t e r n  〇nta r i o ) :A t t e n t i o n a lCon t r o 1o f  Mo t i o n

Percep t i on :  Ev i d e n c e  f r o m  At ten t i v e  Track i ng . ;  A T R

Symposium on Face and 〇bject Recognition'99(99.7)

S h i g e a k i  N I S H I N A , M a s a t o  〇KA D A ( E R A T〇 ) , M i t s u o

KAWAT〇:Tempo r a lD y n am i c s  o f  Depth FiMng - I n . ; A T R

68. Hiroshi  ASH IDA ( ATR人間/R i t s um e i k a n  U n i v . ) , F . A . J .

69. S h i g e a k i  N I S H I N A , M a s a t o  〇KA D A ( E R A T〇 ) , M i t s u o

Symposium on Face and 〇bject Recognition'99(99.7)
70 .  Hirohiko K A N E K〇 , P . M . G R〇V E ( A T R人間/ Y o r k  Univ . ) ,

Hiroshi 〇N〇(ATR人間/York  Un iv . ) :The  Distance and Shape

o f  The Space Horopter.;ATR Symposium on Face and 〇bject

Recognition'99(99.7)

71 .  P .M .GR〇VE (ATR人間/Yo r k  Univ. ) ,Hirosh i  〇N〇 ( A T R人

間/York Un i v . ) ,H i r o h i k o  KANEK〇:〇cclus ion  Biases The

Percept o f  The Geometric E f f e c t . ;ATR  Symposium on Face

and 〇bject Recognition'99(99.7)

72 .  Yo s h i k i  F U K U N A G A  ( N A I S T / A T R 人 間 ) ,  H i r o h i k o

KAN E K〇 : P r o c e s s  to Integrate B i n o c u l a r  Disparity a n d

Perspective Cues for  Depth Percept ion.;ATR Symposium on

Face and 〇bject Recognition'99(99.7)
73. Nao k a z u  G〇DA : C o 1 o r  Tex tu r e  D i s c r i m i n a t i o n . ; A T R

Symposium on Face and 〇bject Recognition'99(99.7)

74 .  Christopher G . A T K E S〇N : T h e  A T R  CyberHuman Project;

ATR  Symposium on Face and 〇bject Recognition f99 ( 99 . 7 )

75.  羽尻公一郎:内部観測と文学; I n t . C o n f . o f  Cognitive Science

IWLCC Workshop(99.7)

76 .  Hugo D E  GAR I S , E i j i  NAWA ,M i c h a e l H〇UGH ( S t a n f o r d

U n i v . ) , M i c h a e l K〇RK I N ( G e n o b y t e  I n c . ) : E v o l v i n g  an

〇ptimalDe/Convolution Function for  the Neura lNet  Modules
o f  ATR fs Art i f i c i a lBra in  Project.; Int. Joint Con f . o n  Neura1

Ne two rk99 ( I JCNN'99) (99 .7 )
77 .  Ala in  D E  CHEVEIGNE :Concunent VowelIdenti f icat ion V :

Vowe1-Specific Effects.; J .Acous t .Soc .Am. ,Vo1 .106 (99 .7 )
78 .  M .  J .  v a n  d e r  SMAGT ( U t r e c h t  U n i v . ) ,  F .  A .  J .

VERSTRATEN (U t r e c h t  U n i v . / A T R 人間 ) , W . A . v a n  d e

GRID(Utrecht Un i v . ) : A  N e w  Transparent Motion Afteref、fect.;
Nature Neuroscience Vo1.2 ,No.7 (99.7 )

79. ー ノ 瀬 裕 : 電 気 通 信 に よ る よ り 豊 か な ヒ ューマ ン コ ミ ュ

ニケー ションの実現を目指して ; N I M E  Newsletter(99.7)

80. T.K〇ND〇(Nagoya Un i v . ) , A  ISHIGUR〇(Nagoya Univ.) , S .

T〇KURA(Nagoya  U n i v . ) , Y . UCH I KAWA ( N a g o y a  Univ . )
and P.EGGENBERGER:Rea I i z a t i on  of Robust Contro11ers in

Evolutionary Robo t i c s :A  Dynamica11y-Rearranging Neura1

Network App ro a ch . ; P r o c . 1999Cong r e s s  o n  Evolut ionary

Computat ion (CEC99) ,VoI .1 (99 .7 )

81.  Hugo D E  GAR I S , A n d rzej BULLER ( T e c h . U n i v . G d a n s k ) ,,

Michae lK〇RKIN(Genobyte ) ,Fe l i x  GERS ( IDS IA ) ,No r b e r t o

E i j i  N A W A , M i c h a e l H 〇 U G H ( S t a n f o r d  U n i v . ) : A T R ' s

A r t i f i c l a l B r a i n ( " CAM-Bra in" )P ro j ec t  A Sample o f  What
I nd i v i dua l "CoD i -1B i t "M o d e l E v o l v e d  Neu r a l N e t  Modu les
Can D o  w i th  D i g i t a l a n d  Analog I/〇.;Proc.1st NASA/DoD

Workshop on Evoluable Hardware(99.7)

82. Michae1 J. LY〇NS,  Ju lien BUDYNEK,Sh igeru  AKAMATSU :

Class i f y ing  Images  o f  Fac i a l E xp r e s s i o n  Using a Gabo r

Wave le t  Representat ion. ;Proc.2nd I n t . C o n f . o n  Cognit ive

S c i e n c e ( I CCS ) a n d 1 6 t h  Annu a lMe e t i n g  o f  The  Japanese
Cognitive Science Society Joint Conf.(JCSS99),〇1 -10 (99 .7 )

83. Ke i k i  T A K A D A M A , T a k a o  T E R A N〇 ( U n i v . T s u k u b a ) ,,

Katsunor i  S H I M〇HA R A : H o w  to Des ign Good  Learning

Agents  i n  〇rg a n i z a t i o n . ; P r o c . G e n e t i c & E v o l u t i o n a r y

Computation Conf.(GECC〇'99),Vo1.2(99.7)

84. Hugo D E  GAR I S , A n d r z e j  BULLER (T e c h .U n i v .G d a n s k ) ,,

Michae lK〇RKIN (Genoby t e ) ,Fe l i x  GE R S ( I D S I A ) , N . E i j i

NAWA,M i c h a e lH〇UGH(S t a n f o r d  Un i v . ) :ATR ' s  Artificia1

B r a i n ( "C am -B r a i n ' ) P r o j e c t :A  Sample  o f  Wha t  Individua1
CoDi -1Bitn Mode lEvo lved  Neura lNet  Modules Can D o  With
D i g i t a l A n d  Ana1og I /〇 . ; P r o c . G e n e t i c & E v o l u t i o n a r y

Computation Conf.(GECC〇'99),Vo1.2(99.7)

85. Peter EGGENBERGER , R a j a  D R A V I D ( U n i v . Z u r i c h ) : A n

Evolutionary Approach to Pattern Formation Mechanisms o n

Lepidopeteran Wings . ;Proc .1999Congress  on Evolutionary

Computation,Vo1.1(99.7)

86. 入野俊夫 , R o y  D .P a t t e r s o n :A  Gammach i rp Summa ry  of
Cochlear Mechanics That Can Also Explain Leve1-Dependent
auditory Masking in Humans Quantitatlvely. ; Sympos i um on

Recent Deve1opements in Auditory Mechanics1999(99.7)

87. Tetsuya MAE SH I R〇 , T a k a y u k i  M〇RIM〇T〇(Kanagawa

Un i v . ) ,Yuzu ru  FUJ IWARA(Kanagawa  Univ . ) :The  Structure

for Sel f  〇rganized Knowledge in Hyper Brain Computers with

Learning and Thinking Functions.;The Int. Joint Workshop for

Studies on B I〇D IVERS I TY , 2 n d  I n t .Workshop o f  Species

2 0 0 0  C〇DATA ' 9 9  D S A〇  Work s h o p  14 t h  "G1oba1
Environment Tsukuba' (99.7)

88. 山田玲子 :  「日本人の/r/と/1/の習得過程」 一聞き取 り学習
と音の生成能力との関係を中心に ; サマー フ ォ ー ラ ム  イ

ン ヨ コハマ ( 9 9 . 7 )

89. 川人光男 :連動学習に関する計算的研究 ;ブレインサイェ

ンスレビュ一 1999(99.7 )
90. 金子寛彦 :垂直視差が面の傾き知覚と回旋限球運動に与

える影響 ;工技院生命研視覚セミナー (99.7)

91.  山 本 1建11司 ,  小林康 ( 生 理学研究所 /cR EsT ) , 竹 村 文
( CREST/電総研) ,  河野f 1=に (C R E S T /電総研 ) ,  川人光男:
M S T野の細胞発火モデルを介する小 11lf皮質可塑性を基に
した追従限球連動制御能力獲得のシミュレー シ ョ ン ; 第 2 2

回日本神経科学大会 ,プログラム抄録集 , I-P-080 (99 .7 )
92.  田端宏充 (奈良先端大/A T R人間 ) ,山本11111 司 , 川 人光男 : 片
業 仮 説 に 基 づ く サ ル v〇 R 適 応 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン :
L i s b e r g e rモデル批判;第22回日本神経科学大会,プログラ

ム抄録集 , I-P-110 (99 .7 )
93.  緒田裕司(ATR人間/九州大):月l111内 の デ ィ レ ク ト リ と カ テ
ゴ リ ; 第 3 回 日 本 デ イ レ ク ト リ 学 会 全 国大会 , 研 究 報 告予

稿集(9 9 . 7 )

94.  駒木売 , 山 田 玲子 , ヨ ン オ ン チ ェ ( デュー ク大学):米語/r/,/1/
音の知覚に及ぼす母語の影響一韓国語話者と  日本語話者

の比較一;電子情報通信学会,信学技報 sP99-45
95.  金子 'i11.-( 長岡技科大 ) ,中野惠理 ( A T R-1 ) , 大須理英子 (科
学技術振興事業団 ) , 和田安弘 (長岡技科大 ) , 川人光男 (科

学技術振興事業団/ATR人間) :Eu l e r-Po i s s o n方程式を用い
た指定トルク変化最小率fL道生成;電子情報通信学会ニュー

ロ コンピ ューティング研究会 ,電子情報通信学会技術研究

報告,NC99-30 (99 .7 )
96. カラン明子 ,正木信夫 :文字と音声の提示が母音知覚 ・ 母

音生成に与える影響 ;電子情報通信学会技術研究報告 ,信

学技報,Vo l . 99 ,No .166 ,SP99-48-54 (99 .7 )
97.  Hideki KAWAHARA (Wak a y ama  Un i v . /CREST/ATR人間) ,,

P a r h am  Z〇 L F A G H A R I ( C R E S T / A T R人間 ) , A l a i n  D E

C H E V E I G N E ( I R C A M / C N R S ) , R o y  D .  P A T T E R S〇N

(CNBH/Univ . Camb r i d g e ) :周波数から瞬時周波数への写像
の不動点を用いた音源情報の抽出にっいて ;  日本音響学会
聴覚研究会資料H-99-46 ,  電子情報通信学会技術研究報告
sP99-40]確1覚研究会(99.7)
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98. 金子寛彦 , 山 岸典子 , 内 川 11i1、:::二(東:I:大 ) , 郷田直一 :輝度 ,,
色検出感度に与える視覚的注意の選択的影響;  日本視覚学

会誌 vIsIoN, 1 9 9 9年更季大会抄録, vo1.11,No.3(99.7)
99. 福永克已 ,金子寛彦 :面の傾き知覚における両限視差情報

と還近法情報の続合;日本視覚学会誌、vIsIoN , 1 9 9 9年夏季
大会抄録,Vo1 .11 ,No .3 ( 99 . 7 )

100. Nobuaki UWA,H i r o h i k o  KANEK〇: 1i1断視差111l」激観察時に
おける回旋率,f1輕きの客観的測定; 日本視覚学会誌 vIsIoN ,,
1999年夏季大会抄録, vo1.11,No.3(99.7)

1 0 l .  Frans A .  J . VERSTRATEN :  1 次 と 2 次 の連動に よ る連動残

高 ;日本視覚学会誌 vls1〇N,1999年更季大会抄録, vo1.11,,
No.3 (99 .7 )

102. 高玉圭樹 :組織計算モデルに向けて ;北陸先端科学技術大

学院大学(99 . 7 )

103. Toshio I RIN〇 , R o y  D . P ATTE R S〇N ( U n i v . C a m b r i d g e ) :

Extracting Size and Shapelnformat ion o f  Sound Source in An

〇ptimalAuditory Processing Mode l . ; 16 t h l n t .  Joint Conf . on

Ar t i f i c i a l I n t e11 i g ence ( I JCA I99 ) , 3 r d  I J C A I  Workshop on

ComputationalAuditory Scene Analys is (CASA'99) (99.8)
104. 鈴木秀明 :シマールコアにおける自己複製のための必要条

件; 1 9 9 9 I E E E  I n t .Fuzzy  Systems conf.Proceedings(FUZZ-
IEEE'99)(99.8)

105. Ko i c h i r o  H A J I R 1 : I m m e r s e  to the Compu t e r  Med i a t e d

Conversation.;21st Annua lMeet ing  o f  the Cognitive Science

Society(Cog Sci'99)

106. Michae1 J . L Y〇NS ,  Jul ien BUDYNEK,Sh i ge ru  AKAMATSU :

Extracting Symbolic Information f rom Fac ia l Images . ;3rd . In t .

1999Conference on Knowledge-Based Inte1ligen t In for mation
Engineering Systems(KES'99) (99.8 )

107. 尾田政臣 (立命館大 / A T R人間 ) , 赤松茂 : E f f e c t  o f  Facial

Expressions on Simi larity Judgments and FacialIdentification.;

8th I n t1 .Con f .on  Human-Computer Interaction Adjunct Conf .
Proceedings(HCI'99)(99.8)

108. 党 建 武 : 声 の 個 性 を 決 め る も の ; A T R ジ ャ ーナル,V o 1 . 3 6

(99.8)

109. P h i l i p  GR〇VE, H i r o s h i  〇N〇(Y o r k  U n i v . ) , H i r o h i k o

KANEK〇:〇cclus ion Biases The Percept o f  The Geometric

Effect.;ECVP'99Perception Vo1.28,Supplement(99.8)

110. Sakuichi 〇HTSUKA(NTT) ,H i rosh i  〇N〇(York Univ ./ATR人

間) ,Ma s a h i r o  SUZUK1 (Chukyo  Un iv . ) :Kan i z sa ' s  Amoda1

Figure Made with  Da  Vinci Stereopsis.;ECVP'99Perception,,

Vo1.28,Supplement(99.8)

111. Mi c h a e l LY〇NS ,Ru t h  CAMPBELL(Un iv .Co11ege  London),,

And r e  P R A N T E ( A T R - M I C ) , M i k e  C〇 L E M A N ( U C L ) ,,

Miyuk i  KAMACH I , S h i g e r u  A K A M A T S U : A n  I11usion o f

Fa c i a l E x p r e s s i o n  Percept ion  i n  J apanese  N o h  Ma s k s . ;

European Con f . o n  Visua lPercept ion(ECVP'99)Percept ion,,

Vo1.28,Supplement(99.8)

112. M i y u k i  K A M A C H I ( A T R人間 / K y u s h u  U n i v . ) , S a k i k o

Y〇SHIKAWA (K y o t o  Univ ./ATR人間) ,  Jiro Gyoba (Tohoku

U n i v . ) , S h i g e r u  A K A M A T S U : T h e  Dynam i c s  o f  Fac i a l

Expression Judgments.;European C o n f . o n  VisualPerception

(ECVP'99)Perception,Vo1.28,Supplement(99.8)

113. 仁科繁明 ,  岡田真人(ERAT〇) ,  川 人 光 男 : 奥 行 き フ イ リ

ングインの時間特性;Eu r o p e a n  C o n f . o n  VisualPerception

(ECVP'99 )Vo1 .28 ,B046 (99 .8 )
114. I an  CRAW (U n i v . A b e r d e e n ) , N i c h o l a s  C〇STEN,Takash i

KAT〇, S h i g e r u  A K AM A T S U : H o w  Sho u l d  w e  Represent

Faces for Automatic Recognition?;IEEE Transaction on Pattem

Analysis and Machine Inte11igence,Vol.21,No.8(99.8)

115. 神崎利佳 ( NIBHT/ATR人間) ,Ru t h  Campbe11(Univ.Co11ege

L o n d o n ) :発話情報の処理における顔画像の明るさ反転の

効果 ; I n t . C o n f . o n  A u d i o -V i s u a l S p e e c h  Process ing ' 9 9
(AVSP'99) (99.8)

116. Eric VA TIKI〇TIS-BATES〇N,Takaak i  KURATATE ,M i y uk i
K A M A C H I , H a n i  Y AH I A ( U FMG ) : F a c i a l D e f o r m a t i o n

Parameters for  Aud i o v i s u a l S y n t h e s i s . ; P r o c . I n t . C o n f . o n

Auditory -VisualSpeech Processing(AVSP'99)(99.8)
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117. A l a i n  D E  CHEVE IGNE (CNRS /ATR人間) : P i t c h  Sh i f t s  o f
Mistuned Pa r t i a l s :A  T ime-doma in  Mode1.; J . A c o u s t . S o c.
Am. ,Vo1.106(99.8 )

118. N i c o l a s  S CHWE I GH〇FER  ( E R A T〇 ) ,  Ke n j i  D〇 Y A

( E R A T〇 ) ,  Mi t s u o  K A W A T〇  ( A T R 人  間 /ERAT〇) :

Electrophysio1ogicalPropersties o f  Inferior 〇live Neu r on s :A

Compartmenta lMode1.;  J.Neurophysio1ogy Soc iety ,Vo1.82

(99.8)

119. Hideyuki WATANABE, Satoru FUJITA,Sh igeru  KATAG IR I

(ATR人間/NTT):Separat ion of A n  〇verlapped S igna lUs ing

Speech  Product ion Mo d e l s . ; N e u r a l N e t w o r k s  f o r  Signa1

Proceedings I X , P r o c . o f  The1 9 9 9 I EEE  Workshop(NNSP'99)
(99.8)

120. Ke i i c h i  T A J I M A ( 1 n d i a n a  U n i v . / A T R人間 ) , B u s h r a  A .

ZAWAYDEH ( I n d i a n a  Univ . ) ,Ma fuyu  K ITAHATA ( I n d i a n a

Un i v . ) : A  Comparative Study o f  Speech Rhy thm  i n  Arab ic ,,

Eng l i s h , a n d 1lapanese.;Proc.14th Int .Congress o f  Phonetic
Science(ICPhS'99),Vo1.1(99.8)

121. Leo J . L E E ( U W ) ,  J ianwu DANG ( A T R人間/UW ) , L i  DENG

( U W ) : A  Compu t a t i o n a lMod e l f o r 2D  Articulat ion:Speech

Production with PotentialUse i n  Recognit ion.;Proc.14th Int.

Congress of Phonetic Science( ISPhS'99),Vo1.3(99.8)
122. 駒木売 , Y o n g o n  C h o i ( D u k e  U n i v . ) : E f f e c t s  o f  Na t i v e

Language on The Perception of  American English/r/and/1/:

Comparison Between Korean and  Japanese . ;Proc .14th  I n t .

Congress o f  Phonetic Sciences(ICPhS'99),Vo1.2(ICPhS99')

123. J ianwu DANG (ATR人間/UW ) ,  Jiping S U N ( U W ) , L i  DENG

( U W ) ,  K i y o s h i  H〇NDA :  Spe e ch  Syn t h e s i s  Us i n g  a

Physio1ogicalArticulatory Mod e l w i t h  Feature-Based Rules.;
Proc.14th Int.Congress of Phonetic Sicences(ICPhS'99),Vo1.3
(99.8)

124. Donna ERICKS〇N(〇hio  Stete Univ./Kanazawa Un iv . ) ,Re i ko

A K A H A N E - Y A M A D A ,  Ke i i c h i  T A JIM A ,  Kao r i  F .
MA T S UM〇T〇 ( K a n a z a w a  Un i v . ) : S y 1 1 a b l e  Coun t i n g  a n d

Mora Units in Speech Perception.;Proc.14thlnt.Congress o f
Phonetic Sciences(ICPhS'99),Vo1.2(99.9)

125. Hiroaki  KAT〇(ATR人間/Kobe  Un i v . ) ,M i no r u  TSUZAK I ,,

Yoshinori S A GIS A K A ( A T R 音11i1/Kobe U n i v . ) : A  Model ing
o f  The  〇bjective Evaluation o f  Dura t i on a lRu l e s  Based  on

A uditory PerceptualCharacteristics.;Proc.14th Int.Congress o f
Phonetic Sciences( ICPhS'99),Vo1.3(99.8)

126. 正木信夫 , 前 田 眞治 (cR Ns/ENsT ) , 本 多 清志 , 青 山一美
(早稲田大) :母音1随1取における刺激関連磁場の独立成分に

見られる月注1活動の時空間的な特徴; Proc.14th Int. Congress
of  Phonetic Sciences(ICPhS99),Vo1.3(99.8)

127. J o h n  R . W E S T B U R Y ( U n i v . W i s c o n s i n -M a d i s o n ) , E . J .
SEVERS〇N(Un iv . Wisconsin-Madison) ,Mich iko HA SH I :子
音調音における口唇の法則 ; P r o c . 1 4 t h  I n t .Cong r e s s  o f
Phonetic Science(ICPhS'99),Vo1.3(99.8)

128. Ha n i  Y E H I A  ( U F M G ) ,  Ta k a a k i  K U R A T A T E ,  E r i c

VATIKI〇TIS -BATES〇N:Us i n g  Speech Acoustics to Drive
Fac i a lMot i on . ;P roc .14 th  Int.Congress of  Phonetic Sciences

( ICPhS'99),Vo1.1(99.8)

129. Frans A .  J . VER STRATEN (ATR人間/Un i v . U t r e c h t ) : B o o k

R e v i e w : H i g h  L e v e l M o t i o n  Proces s i ng (Ed i t ed  by Takeo

Watanabe,MIT Press,1998);Trends in Cognitive Science Vo1.3,,
No.8 (99 .8 )

130. 鈴木電太 (日本大 ) ,時田学 (日本大 ) ,山田寛 (日本大 / A T R

人間 ) :顔に対する視覚誘発電位の基礎的検討 ;フォ ー ラ ム

顔学第 4回日本顔学会大会プログラム ・ 予稿集(99 . 8 )

131. 中 口 孝 雄 , 樋 口 直 史 , 眞 栄 城 哲 也 :  自動表情 シ ス テ ム

Mo rPHの実装;情報処理学会研究報告, vo1.99,No.68(99.8)
132. 眞栄城哲 - 也 , 極口直史 , 中口孝雄 : 自動表情付システ ム

MorPH ;情報処理学会研究報告 vo l . 99 ,No .68 (99 .8 )
133. 磯 野  勝 宜 , 張 正 友 ( I N RIA ) , 赤 松 茂 : F uzzy D o m a i n
Kn ow l e d g eを用いた無校正画像からの3次元構造の復元:
顔画像生成への適用 ;情報処理学会論文誌 , vo1 . 40 ,No . 8
(99.8)



134. 羽尻公一郎 : ク オ リ ア ; 日本フ ァジ ィ学会誌 ( 9 9 . 8 )

135.  片桐滋 :一般化確率的降下法の展開 ;日本音響学会誌 , 5 5

卷8号( 9 9 . 8 )

136. Sh in  I SHI (NAIST/ATR人間),H i ro taka  N IITSUMA (NA I ST ) :

γ一〇pt Neura lNetworks  for Quadratic Assignment Problem.;
9th I n t .Con f . o n  Art流cia lNeura lNetworks ( ICANN'99) ,Conf .

Publ icat ion,No.470(99.9)

137. R o y  D .  P A T T E R S〇N  ( C amb r i d g e  U n i v . ) ,  S t e f a n

UP P ENKAMP ( C am b r i d g e  Un i v . ) , T o s h i o  IR IN〇:Me11 in

Images o f  Vowe l Sound s  and The Phono1ogicalDistinctiveness

of  Mult i -Formant Vowels.;British Society of Audio1ogy, S h o r t
Papers Meet ing o n  Expe r imen t a l S t u d i e s  o f  Hear ing a n d
Deafness.(99.9)

138. Pa r h am  Z〇L F AGHA R I ,  Tony R〇B I N S〇N  ( U n i v .

Camb r i d g e ) :  Speech  Cod i n g  Us ing  M i x t u r e  Gau s s i a n

Po l y nom i a1  S e gm e n t  Mo d e l s . ;  European  Speech

Commun ica t ion  Assoc ia t ion ,Eurospeech '99 ,6 th  European

Con f . on  Speech Communication and Technology,Vo1 .3 (99 .9 )

139. Hideki KAWAHARA (Wa k a y am a  Univ ./ATR人間/CREST) ,,

Haruh i ro  KA T A Y〇S E (W a k a y a m a  Un i v . / L I S T ) , R o y  D .

PATTER S〇N ( U n i v . C a m b r i d g e ) , A l a i n  d e  CHEVE IGNE

(CNBH/Univ.Cambridge) :Fixed Point Analysis o f  Frequency

to Instantaneous Frequency Mapping for Accurate Estimation

of F0 and Periodicity. ;Eurospeech'99,6th European Con f . o n
Speech Communication and Techno1ogy,Vo1.3 , (99 .9 )

140. H i d e y u k i  W A T A N A B E ,  Y u j i  MAT SUM〇T〇 ,  S a t o r u

T A N A K A ( A T R-I ) , Sh igeru  KATAG I R I : A  N e w  Approach to
Acous t i c  S i g n a l M o n i t o r i n g  Ba s e d  o n  T h e  Gene r a l i z ed

Probabilistic Descent Method. ; IEEE Trans.SignalProcessing,,

Vo1.47,No.9(99.9)

141. S h i n o b u  M A S A K I , M a r k  K . T I E D E , K i y o s h i  H〇ND A ,,

Yasuh i ro  SH IMADA ( T a k a n o h a r a  Chuo  Hosp i t a1 ) , I ch i ro

FUJIM〇T〇(Takanohara Chuo Hospita1),Yuji NAKAMURA

(Takanohara Chuo Hospita1),Noboru N IN〇MIYA ( S h i m a d z u

Medica lSystems Nishinihon C o . ) : M R I同期サンプル法によ

る音声生成の研究 ;  J . A c o u s t . S o c .  J p n . ( E ) , V o 1 . 2 0 , N o . 5

(99.9)

142. 吉本潤一郎(NA I S T ) ,石井信(ATR人間/NA I S T ) ,佐藤雅昭:

オ ン ラ イ ン E M 強 化 学 習 法 に よ る 不 安 定 力 学系 の 制 御 ;

JNNS'99札幌(99.9 )

143. Hideaki SUZUK I : A  Simulation o f L i f e  Using a Dynamic Core
Memory  Partit ioned by Membrane  Data . ;Lec tu re  Note in

Art i f ic ia l Inte11igence1674,Advances in Ar t i f i c i a l L i f e , 5 t h

European Conf,ECAL'99 (99 .9 )
144. Takaaki KURATATE ,Kev i n  G.MUNHALL (Queen ' s  Univ. ) ,,

Phil ip RUBIN (Hask i n s  Labs.) ,Er ic VATIKI〇TIS-BATES〇N,,

Hani C Y E H I A ( U FMG ) : A u d i o-VisualSynthesis o f  Talking
Faces f rom Speech Production Correlates.;Proc.6th European
Con f e r ence  o n  Speech  Commun i c a t i o n  a n d  Techno1ogy

Eurospeech'99,Vo1.3(99.9)
145. Mart in T〇NK〇,Ke i suke  KIN〇SHITA : R e a 1-Time Feature
Tracking and Eucl idian Reconstruction f o r 3 D  Scanning wi th

a n  Unca l ibrated Camera . ;SP IE99 , In te11 igen t  Robo t s  and

Computer Vis ion.(99.9)
146. 高玉圭樹 ,寺野隆雄 (筑渡大 ) ,下原勝 11産f ,堀浩一(東京大),,

中須賀真一 (東京大 ) : マルチェー ジ ェ ン ト 学習におけ る知

識の再利用と電気回路設計への応用 ; コ ン ピ ュー タ ソ フ ト
ウエア,Vo1 . 1 6 ,No . 5 ( 9 9 . 9 )

147. 和久本雅彦 ( A T R人間/昭和大 ) :舌圧から発音を捕える ;  ピ
工一ル フ ォ シ ャー ルアカデミ一国際歯学会日本部会会報 ,,

34号(99 . 9 )

148. 渋井進 (東京大 ) , 山田寛 (日本大 / A T R人間 ) , 佐藤隆夫 (東

京大 ) , 繁桝算男 (束京大 ) : 表情のカテゴ リカル知覚と意味

的 距 離 ; ヒ ューマ ン コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン基礎研究会 , 信学

技報,HCS99-23 (99 . 9 )
149. 木下敬介 , : 未 校正カ メ ラ 画像に よ る 3 次元位置推定の高

精度化 ;情報処理学会 cvI M 研究会 ( コ ン ピ ュ一夕ビジ ョ
ン イ メ ー ジ メ デ イ ア ) ( 9 9 . 9 )

150. 片桐滋 ( N T T / A T R 人間 ) : T h e 1 9 9 9 I E E E  Internat iona1

Conference on Aco u s t i c s , S p e e c h , a n d  S i gna lP roce s s i n g

( ICASSP99 )報告;人工知能学会誌 vo1.14,No.5(99.9)
151. 高野佐代子 ,津由奇実 ,加藤宏明 :時間変形を施した発話の

視聴覚刺激に対する知覚的弁別一単独条件 ,  一致条件 ,  矛

后 (固定 )条件間の比較一 ; 電子情報通信学会  信 学 技 報 ,

HIP99-28 (99 .9 )
152. 河原英紀(和歌山大/ATR人間/CREST) :  「1穂覚の情景分析」
か ら メ デ ィ ア の デ ザ イ ン 学 へ; 目 本 ソ フ ト ウ ェア科学会第

16回大会論文集(99 . 9 )

153. 野藤龍一郎 (長崎総合科学大 ) , 久木元伸如 (東和大 ) , 一 ノ

1llll1 裕 .竹田例 1 ( 長崎総合科学大 ) : 映像を伴つた トレ ッ ド ミ
ルの走行実験 (第3報 ) ;日本バーチ ャ ル リ ア リ テ ィ 学 会 第 4

回大会(99.9)

154. 津崎実,河原英紀(和歌山大/AT R人間 ) :パルス列に対する

群遲延特性の時間的非対称性の検出;  日本音響学会1 9 9 9

年秋季研究発表会(99.9 )

155. 入野俊夫 , R o y  D.PATTERS〇N(Un i v . o f  Cambr idge ) :音源
形状の イ メ ー ジ ン グ :1確1覚系の最適信号処理;日本音響学

会1999年秋季研究発表会(99 . 9 )

156. 力 ラ ン 明 子、正木信夫:視覚刺激と聴覚刺激の言語性が反

応潜時に与える影響 ;  日本音響学会19 9 9年秋季研究発表

会( 9 9 . 9 )

157. 高野佐代子,津向l11 実 ,加藤宏明 :時間変形を施した発話の
視聴覚刺激に対する知覚的弁別一両 モ ダ リ テ ィ ーの時間

構造が矛盾する場合一 ;  日本音響学会19 9 9年秋季研究発

表会( 9 9 . 9 )

158. 本多清志 , 藤田覚 , M a r k  T I E D E , 和久本雅彦 ,党建武 :上

下歯列間隙により生じる声道の分岐管 ;日本音響学会1 9 9 9

年秋季研究発表会(99 . 9 )

159. 党建武 ,本多清志 :生理学的調音モデルに基づく音声合成

法;日本音響学会199 9年秋季研究発表会(9 9 . 9 )

160. 駒木亮,山田玲子:日本語話者による米語/ r / , / l /音の母語音

への知覚的同化 ;目本音響学会 1 9 9 9 年秋李イi1l'究 発 表 会
(99.9)

161. Da n i e l E . CALLAN , A k i k o  M . C A L L A N ,正木信夫 ,本多清

志 : 復唱準備状態と単純111111取時における母音誘発月1111活動;
日本音響学会199 9年秋季研究発表会(9 9 . 9 )

162. Keiichi TAJ IMA,Bush r a  A .ZAWAYDEH (Lemou t&Hau s p i e
U S A ) , M a f u y u  K I T AHA R A ( I n d i a n a  U n i v . ) , R o b e r t  F .

P〇RT(Indiana Univ. ) :F ind ing Acoustic Correlates of Cross-
L i n g u i s t i c  D i f f e r e n c e s  i n  R h y t h m : A  Spee ch Cyc l i ng
Approach . ;日本音響学会1999年秋季研究発表会(99 .9 )

163. P a r h am  Z 〇 L F A G H A R I ( A T R 人間 / C R E S T ) , H i d e k i

K A W A H A R A ( W a k a y a m a  U n i v . / A T R人間 / C R E S T ) :

Subjective Evaluation o f  Straight-Tempo . ;日本音響学会1999
年秋季研究発表会(99 . 9 )

164. Ch a o -M i n  W U ,  J i a n w u  D A N G ,  K i y o s h i  H〇NDA :
Fund amen t a l F r e q u e n c y  Co n t r o l U s i n g  a Physio1ogica1
L a r y n g e a lM o d e 1 . ;日本音響学会19 9 9年秋季研究発表会
(99.9)

165. Ma r k  T I EDE ,K i y o s h i  H〇NDA : I m p r o v e d  Area  Function

Estimation f rom MidsagittalDistances Based o n 3 D  M R I  Data.;
日本音響学会1999年秋季研究発表会(99 . 9 )

166. 持田-,話-美(NTT ) ,誉田雅彰(NTT ) ,横山徽 (日立 ) ,大谷猛(北
海道大 ) ,三木信弘 (北海道大 ) ,和久本雅彦 ,正木信夫 ,本多

清志:  口腔復元模型を用いた声道断面積関数の音響的計

測;日本音響学会19 9 9年秋季研究発表会(9 9 . 9 )

167. 吐師道子 , 本 多 清 志 ,  John R . W E S T B U R Y : ア メ リ カ 英語

/ 」 /における継時的音響特徴と調音との関係 ;  日本音声学会

全国大会( 9 9 . 9 )

168. 山口真美(中央大 ) ,  尾 Efl 政臣 ( A T R人間/立命館大 ) ,小川
徳子(立命館大),  赤 松 茂 : PcAを用いた合成表情の認識に
ついて;日本心理学会大会第63回発表論文集( 9 9 . 9 )

169. 1約木亮 ,  三浦利章 (大阪大 ) ,  自井伸之介 (大阪大 ) ,  篠原

一光(大阪大):  音楽聴取が単語の記銘や想起に及ぼす影響

記憶抑制効果と気分一致効果による解釈一; 日本心理学会

第63会大会,発表論文集( 9 9 . 9 )

ATR Journal 37号 AUTUMN 1999 35



170. 西谷美和 (京都大 ) , 吉川左紀子 (京都大 / A T R人間 ) , 赤松

茂 :平均顔の特徴を探る一特異性 - ,性-力 ・ 性差の観点から
- ;日本心理学会第6 3回大会発表論文集 ( 9 9.9 )

171. 11'中出1111 利佳 ,加藤隆 ( A T R人間 /関西大 ) : 読 1・要tにおける音声
11 1」激の影響;日本心理学会第63回大会発表論文集(99 . 9 )

172. 仁 科 繁 明 ,  岡田真人(ERAT〇 ) ,  川人光-り3 (ERAT〇/ATR

人間 ) : 奥行 きフ イ リ ン グ イ ンの時間特性 ; 目本心理学会第

6 3回大会 ,発表論文集( 9 9 9 )

173. 佐藤雅昭 : オ ン ラ イ ン E M法の高速収東性にっい て ; 日 本

神経回路学会第9回全国大会( 9 9 . 9 )
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174. J i a n -Qin  L I U ( A T R人間/C e n t r a l S o u t h  Un iv . ) , K a t s u n o r i
SH IM〇HARA :〇n  Emergence of  Evolutionary Dynam ics1 :

Mathemat ica lAna lys is . ;  日本神経回路学会第9回全国大会

(99.9)

175 . J ian-Qin LIU ( A T R人間/C e n t r a l S o u t h  Un i v . ) , K a t s u n o r i

SH IM〇HARA:〇n  Emergence o f  Evolutionary Dynamics I I :
Demonstration in S i l i c o n . ;日本神経回路学会第9回全国大会

(99.9)

ATR環境適応通信研究所

1. 原田  良雄 :  生体の免疫応答に基づいたシステムモデルの

一検討 ;第 1 1国自律分散システム - シンポジウム ( 9 9 . 1 )
2 .  新上和正, 下 川 信 祐 , 山 田 順 一 , 種 田 和 正 : A  Strategy of

Design ing Rout ing  A lgo r i t hms  Based  on  I d e a l R o u t i n g s ;
International Journa1of Modem  Physics C Voと.10 No .1 ( 99 . 2 )

3.  小泉和久(同志社大) , P a b l o  vaccaro, 藤田和久, 建 内 満 ( 同
志社大) ,大鉢忠(同志社大) : L a t e r a lW e t  〇xidation o f  AIAs

Layer in GaAs/A IAs  Heterostructures Grown by MB E  on GaAs
( n 1 l ) A  Substrates; Jouma1of  CrystalGrowth Vo1.198/199No.2

(99.3)

4 .  飯野芳已,Peter  Davis:Switching of  Sel f-organized Patterns i n
Mutua11y Modulating Liq lLlid CrystalDevices for Beam Control;

Journa1of Applied Physics Vo1 . 8 5No . 7 ( 9 9 . 4 )
5 .  三 村 秀.典 (東北大 ) , 細田 l1成 (元 A T R光電波研 ) , 大谷直殻 ,,
横尾邦義 ( 東 北 大 ) : l -X Electron Transfer in GaAs/AIA s
Type-I Superlattices;Applied Surface Science Vo1 . 1 4 2No . 1 -4
(99.4)

6. 黒柳和良 , 大 谷 直殻 , 江 上 典文, i1重1永 、1告司(元ATR光電波
研 ) , 中山正昭 ( 大 T1 11大): I n f l u ence  o1' Strain Ef「ects on Hole-
subband Resonances i n  GaAs/InAIA s  Superlatt ices;Appl ied
Surface Science Vo1. 142No . 1 -4 ( 9 9 . 4 )

7 .  Pab1o va c c a r o ,小泉和久(同志社大) ,藤田和久,大鉢忠(同
志社大 ) : A IA s  〇xidat ion  Process i n  GaAs/A IGaAs/A IA s

Heterostructures Grown by MBE  on GaA s ( n 1 1 ) A  Substrates;
Microelectronics JoumalVo1.30 No.4-5 ( 9 9 . 4 )
8 , J . M . F e n g (同志社大) ,建内満(同志社大) ,浅井和宏(同志社
大) ,上荷幹彦(同志社大) ,Pab1o  Vaccaro, 藤田和久 , 大鉢患

(同志社大) :〇p t l c a l T r a n s i t i o n s  o f  AIo 3 5Gao65As/GaAs
Asymmetric Double Quantum We11s Gro w n  on GaA s ( n 1 1 ) A

( n≦4)Subs t ra tes ;Mic roe lec t ron ics  J ou rna lVo1 .30  No . 4 -5
(99.4)

9 .  大鉢忠(同志社大) ,  J . M . F e n g (同志社大 ) ,浅井和宏 (同志社

大 ) , 上荷車 ・f 彦 ( 同 志 社大 ) , 建 内 満 ( 同 志 社大 ) , P a b 1 o

Vac c a r o ,藤田和久:A r s e n i c  Vapor Pressure Dependence of

Surface Morpho1ogy and Sil icon Doping in Molecular Beam

E p i t a x i a l G r o w t h  o n  G a A s ( n 1 1 ) A ( n-1 - 4 ) S u b s t r a t e s ;
Microelectronics JournalVo1.30 No.4-5 ( 99 . 4 )

10. 牧野浩典 ( 早大 ) , 原山車久 , 相沢洋二 ( 早大 ) : E f f e c t s  o f

Bifurcations on the Energy LevelStatistics for 〇valBi1liards;
PhysicalReview E Vo1.59No.4(99.4)

11. 稲垣 11さ11、三 ,小宮山牧兒 ,水口芳彦 :光信号処理アレーア ン
テナの研究開発;電気学会計測技術委員会、 波動干渉計計

測第14回会合( 9 9 . 4 )

12. 大谷直殻 , 黒 柳和良 , 堂 本千秋 :  ミ ク ロ な サ ン ド イ ッ チ で

光を操 る  一化合物半導体超格子光デバイス ー ; A T R ジ ャ

ーナルNo . 3 5 ( 9 9 . 5 )

13. 種田和正,新上和正:P e r f o r m a n c e  Limits of  Para11elServer

Systems based on Deterministic 〇pt i ca lRout ing ;情報処理学
会、  数理モデル化と間題解決研究会( 9 9 . 5 )

14. 救野 長 生 : A  Multicast Routing Method for Layered Streams;
IEICE Transactions on Communications Vol .E82-B No.5(99.5)

15. 大鉢患(同志社大) , f. M . F e n g (同志社大) ,浅井和宏(同志社

大 ) , 上 荷章 , l 、 彦 ( 同 志社大 ) , 建 内満 ( 同 志社大 ) , p a b 1 o

V a c c a r o , 藤田  和 久 : M B E  G r o w t h  o f  A IGaA s /GaA s

Heterostructures and Sil icon Doping on GaA s ( n 1 1 ) A ( n = 1 -4 )
Substrates; Jouma1of  CrystalGrowth Vol.201/202(99.5)

16. 小管昌克,山由容、f 達 也 , 荻野長生 , 松田潤 : マルチェー ジ ェ

ン トに よ る通応的Q os制御方式;電子情報通信学会論文誌
B Vo1. J 82-B No.5 (99 .5 )

17. 松 田 潤 : 適 応 型 モ バ イ ル マ ル チ メ デ イ ア ア プ リ ケー シ ョ

ン 一動作環境 ( リ ソー ス )への適応と、  利用環境(ユーザ )へ
の適応をめさして一 ;第 1 6回情報通信学会大会( 9 9 . 6 )

18. 大平率 : P l alming for the High Data Rate Communications Era;

1999随EE  MTT-S InternationalMicrowave Symposium(99.6)
19. lfl111垣 1整 1 1 三 , 秋山智浩 , 吉字 , 紫田治 , 水口芳彦 : B a s i c
Research on 〇pticalSignalProcessing Beam Forming Network

for Adaptive Phased Array Antenna;IEEE MTT-S Internationa1
Microwave Sympos ium( IMS'99) (99.6)

20 .  山崎達也 : モ バ イ ル コ ン ピ ュー テ ィ ン グ に お け る 無 線 環

境変動への適応技術の動向 ; 第 1 回 ネ ッ ト ワー ク の 変 革 と

ソ フ ト ウ ェ ア研究会 ( 9 9 . 6 )

21.  K . J . L u o ( PD1l ) , S .W .Te i t s w o r t h ( PD I ) ,H .Ko s t i a 1 ( PD I ) ,H .T .

G r a h n ( P D I ) ,大谷直殻 :C o n t r o 1 1 a b l e  B i s t a b i l i t i e s  a n d

B i f u r ca t i on s  i n  a Photoexc i t ed  GaAs/A IAs  Super la t t ice ;

Applied Physics Letters Vo1.74No.25(99.6 )
22. Pablo Vac c a r o ,大西一,藤田和久:La t e r a l-junction Vertical-
cavity Sur f ace -emit t ing Laser Grown  by Molecu l a r  B e am
Epitaxy on  a GaA s ( 3 1 1 ) A-oriented Substrate;Applied Physics
Letters Vo l . 7 4No.25 (99 .6 )

23 .  小楠正大 , 稲 垣恵三 , 水 口芳彦 : フ ァ ブ リ ぺ ロ レーザ 2 モ

ー ド注入同期を用いた6 0GH z帯チューナ ブ ル 光 ミ リ 波 の

発生;電子情報通信学会、  マ イ ク ロ 渡 ・ 光 エ レ ク ト ロ ニ ク

ス研究会( 9 9.6 )

24.  赤池正已(東京理科大) ,稲垣 l11、1三,梅沢良夫(東京理科大) :
光 照 射 時 の フ ォ ト ダ イ オ ー ドの電流電圧特性に関する一

考察;電子情報通信学会、 マイクロ波研究会 ( 9 9 . 6 )

25.  田野哲:Kale idoscop ic  Reception with the Software Antenna-

1nter-array Correlation Neglecting Algor i thm-; A T R  J o urna1
E.E.Vo1.2(99.6)

26.  種田和正:W h a t  is the 〇ptimalRouting Pol icy?;ATR Journa l
E.E.Vo1.2 (99 .6 )

27.  荻 野  長 生 :  A D i s t r i b u t e d  Mu l t i m e d i a  Conn e c t i o n

Establishment Scheme in a Competitive Network Environment;
IE ICE Transactions on Communications Vo1.E82-B No .6 ( 99 . 6 )

28 .  原山車久 , P e t e r  D a v i s ,池田研介 (立命館大 ) : N o n l i n e a r

Whispering Ga11ery Modes;Physica lReview Letters(99.6)

29. 唐沢好男 (電通大 ) , 井上隆 ( K D D ) , 神谷幸宏 : マルチパス
環境にお け る ア レー アンテナの空間信号処理に関する考

察;第43 5回電波研連F分科会( 9 9 . 6 )

30. 行田弘一,野由奇正 .典 , 川 合 誠 : ワ イ ヤ レ ス ア ド ホ ッ ク コ ミ

ユ ニ テ ィ ネ ッ ト ヮ ー ク に お け る ネ ッ ト ワ ー ク再構成機能

の実装とその評価 ;電子情報通信学会論文 1111 B  vo1.J 8 2-B
No.6(99.6 )



31.  新上和正 : 高次元アル ゴ リ ズ ム  一最適化間題を解く  1 つ

の方法一 ; 日 本 フ ァ ジ イ 学会誌 vo I .11No.3 (99 .6 )
32.  演本和彦 (東海大 ) , 梅村英昭 (東海大 ) , 平田和貴 ,山田順

一 ,新上和正 :超音波エコ一画像圧縮のための高次元アル

ゴ リ ズ ム に よ る  J P E G量子化テー ブルの最適化と評価 ;第

一回基礎技術研究会(99 . 6 )

33.  原山卓久:Whi spe r i ng  Ga11ery Mode Laser;Let's Face Chaos
(99.6)

34. 原山卓久:Sem i c l a s s i c a l L im i t  o f  Fredholm Determinant for

Quantized Strongly Chaotic Billiards;Let's Face Chaos(99.6)

35. 中 岡 謙 , 松 田 潤 : A  Method for Acquisition of  QoS Mapping

R u l e s  f o r  Di s t r i bu t ed  Mu l t i m e d i a  App l i c a t i ons ;  1 9 9 9

IntemationalConference on Para11eland Distributed Processing

Techniques and Applications(PDPTA'99)(99.6)

36. 飯野芳已 , P e t e r  Da v i s : S y n c h r o n i z i n g  Chaot ic  H i d i n g

Sequences with Image Data for Watermarking;Conference on
Imaging Science,Systems,and Techno1ogy(CISST f99) (99 .6 )

37. Peter D a v i s , 劉雲 : S p a c e- t ime -osci11oscope:Visual izing
Dyn am i c a l S t r u c t u r e s  i n  Delay - i nduced  C h a o s ; T h e 5 t h
ExperimentalChaos Conference(99.6)

38.  劉雲:Syn c h r o n i z a t i o n  o f  Chaot ic  Wavelength -hopping i n
Laser Diode Systems;The5th ExperimentalChaos Conference
(99.6)

39.  K .  J .Luo (PDI ) , S .W.Te i t swo r th (Duke  Univ.),L.L.Boni11a(U.

Car1os m d e  M a d r i d ) , H . T . G r a h n ( P D I ) , 大 谷 直 毅 :
Contro11able Bifurcation Processes in Undoped,Photoexcited

GaAs/AIA s  Super l a t t i ces ;The  F i f t h  Exper imenta lChaos
Conference(ECC5)A4(99.6)

40.  大谷直毅 ,江上典文 ,H . T . G r a h n ( P D I ) , K . H . P 1 o o g ( P D I ) :

Carrier Density and Temperature Dependence of Photocurrent

Se l f -osci11ations in GaAs/AIAs  Superlattices;Proceedings o f
the  24 t h  In ternat iona1 Con f e r e n c e  o n  Phys i c s  o f
Semiconductors(99.6)

4 1 .  中山正昭 ( 大市大 ) , 安藤雅信 ( 大市大 ) , 西村仁 ( 大市大 ) , 大

谷直毅 , 江上典文 , 藤原賢三 ( 九工大 ) , 細田誠 ( 元 A T R 光

電波研 ) : X-X E lec t ron  Re s on a n c e  Detected  by Type-I I
Photoluminescence in a GaAs/AIAs  Superlattice;Proceedings

o f  t he  2 4 t h  In ternat iona1 Con fe rence  o n  Phys ics  o f
Semiconductors(99.6)

42 .  大谷直殻 ,江上典文 ,H . T . G r a h n ( P D I ) , K . H . P 1 o o g ( P D I ) :

Carrier Density Dependence and Phase Diagram o f  Static and

Dynamic Doma in  Formation i n  Semiconductor Superlattices;
第1 8回電子材料シンポジウム ( 9 9 . 6 )

43. 堂本千秋, P a b 1 o  Vac c a r o ,大谷直殻:Popu l a t i o n Inversion

b e tw e e n  t h e  「 ' 4 a n d  「、 3 S t a t e s  i n  S imp l y  Per iod ica1
GaAs/AIAs  Superlattices Caused by X一ΓReso n a n c e ;第18回
電子材料シンポジウム ( 9 9 . 6 )

44 .  神谷幸宏 ,田野哲 ,水口芳彦 ,唐沢好男 (電通大 ) : 国有値解

析に基づ く ソ フ ト ウ ェ ア ア ン テナの一実現に関す る検討 ;

電子情報通信学会、 ソフ ト ゥ ェア無線研究会 ( 9 9 . 6 )

45.  新上和正 :高次元アルゴリズム ; B i t  VoL31No .7 (99 .7 )

46.  楊克虎,張毅民(V i 1 1 a n o v a  Un i v . ) ,水口芳彦:Pe r f o rmance

Estimation o f  Space-T ime  Adaptive Processing via Subband
Processing i n  Mob i l e  Commu n i c a t i o n s ; 1 9 9 9 I E EE  A P -S
I n t e rna t i ona lSympos ium and USNC/URS I  Na t i o n a l R a d i o

Science Meeting(99.7)
47 .  大谷直毅 , 堂本千秋 , 江上典文 , 三村秀典 ( 東北大 ) , 安 藤

雅信 (大市大 ) , 中山正昭 (大市大 ) , 細田誠 (元 A T R光電波

研):Electr ic-field Effects on Photoluminescence Properties in a
GaAs/AIAs  Marg i n a lType-I Super la t t ice ;9th  Internationa1
Conference on  Modulated Semiconductor Structures(MSS-9 )
(99.7)

48.  井桁和浩 : Q u a n t u m  Ma c h a n i c a l L i m i t  to Quan tum  Gate

Contro1;Complexity Computation and Physics o f  In for mation
(99.7)

49.  山 崎 達 也 , 松 田 潤 : 〇 n  QoS Mapp i ng  i n  Adap t i ve  QoS
Management for  Distributed Mult imedia Applications;1999

I n t e r n a t i o n a lTechn i c a lCon f e r ence  on  Circu i ts  Sys tems ,

Computers and Communications(ITC-CSCC99) (99 .7 )
50. 大 谷 直 毅 , 江 上 典 文 , H, T .G r ahn ( PD I ) ,K .H .P1oog ( PD I ) :

Phase Diagram of  Static and Dynamic Electric Field Doma in

Formation in Semiconductor Superlattices;11th International

Con f e r ence  o n  No n e q u i l i b r i um  Carr i e r  Dyn am i c s  i n
Semiconductors(HCIS-11) (99 .7 )

51.  Peter Davis :Adapt ive Networks wi th  Se l f -organizing Mul t i-
hop Links;First NASA/DoD Workshop on Evolvable Hardware
(EH'99)(99.7)

52.  黒柳和義 ,大谷直毅 , 江上典文 , 富永浩司 ( 元 A T R光電波

研 ) , 細田誠 (元 A T R光電波研 ) , 中山正昭 (大市大 ) : L i g h t-
Hole Stark-Ladder Photoluminescence Induced by the Heavy-
Hole -Light-Hole  Resonance i n  a GaAs/InAIA s  Superlattice;
InternationalConference on Nonequilibrium Carrier Dynamics
i n  Semiconductors(HCIS-11) (99 .7 )

53 .  原山卓久:Sem i c l a s s i c a lF r edho lm  Determinant for Strongly
Chaotic Bi11iards;New Trends in Quantum Chaos(99.7)

54.  大平孝 , 行 田弘一 , 田 野哲 : マ イ ク ロ 波 信号処理に よ る ア

ダ プ テ ィ ブ ビーム形成と電子制御導渡器 ( EsP A R ) ア ンテ
ナの提案 ; 電子情報通信学会 、  ア ン テ ナ ・ 伝 播 研 究 会

(99.7)

55. 田 野 哲 , 大 平 孝 : M -CMA (M o d i f i e d  Constant Mo d u l u s
A l g o r i t h m )一マイクロ波信号処理による適応ビーム形成の

ためのデ ィジ タル信号処理アルゴ リ ズム ー ; 電子情報通信

学会、 ア ン テ ナ ・ 伝播研究会(99 . 7 )

56. 行田弘一 , 大平孝 : 電子制御導波器アレー ア ン テ ナの設

計;電子情報通信学会、 ア ン テナ ・ 伝橋研究会(99 . 7 )

57. 原 山 卓 久 , 首 藤 啓 ( 都 立 大 ) , 田 崎 秀 一 ( 奈 良 女 子 大 ) :

SemiclassicaI Fredho lm Determinant for  Strongly Chaot ic

Bi11iards;Nonlinearity Vo1.12No.4(99.7)
58.  種 田 和 正 , 片 岡 明 ( 豊 橋 技 科 大 ) : ロ ッ ク フ リ ー A n t N e t とそ

の適応能力の評価 ;  電子情報通信学会論文B  vo1. 1r8 2 -B
No.7 (99 .7 )

59. A1ongkarn Ch u t i n a n (京大) ,野田進(京大) ,田中智子: 3次元
フ ォ  ト ニ ク ス結晶における光回路の解析とパルス伝播特

性 の 解 析 ; 第 2 回 フ ォ ト ニ ツ ク 結 晶 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム

(99.7)

60. 井桁和浩 :量子計算における光情報制御 ;電子情報通信学

会、  「光信号処理、 光情報制御一般」 (99.7)
61 .  行田弘一 ,川合誠 (京大 ) : T r i a l S y s t e m s  f o r  EvaIuating a

Wireless A d-Hoc Community Network ;1999 IEEE Radio and
Wireless Conference(RAWC〇N99)(99.8)

62.  下 川 信 祐 , 新 上 和 正 : デ ザ イ ン の 未 来 一モ ノ と 人 の関係

にっいて一 ; A T RジャーナルN o . 3 6 ( 9 9 . 8 )
63.  滝 沢 泰 久 : ソ フ ト リ ア ル 夕 イ ム に お け る 適 合 型cP U ス ケ
ジュー リ ングポ リシ ; 1 9 9 9 年並列 /分散 /協調処理に関す

る 「下 関」 サ マー - ワ ー ク シ ョ ッ プ (s wo P P下関 ' 9 9 )
(99.8)

64.  井 桁 和 浩 : 量 子 計 算 機 ; 第 2 0 回 数 理 の 翼 夏 期 セ ミ ナ ー

(99.8)

65. 松田潤,山崎達也,小宮山牧兒:A d a p t i v e  QoS Management
for Mobi le  Mult imedia Applications;URSI GA'99(99.8)

66. 種田和正,新上和正: P e r f o r m a n c e  Merit of  Para11elServer

S y s t em s ; 1 2 t h  I n te rna t i ona lCon fe rence  o n  Para11e land

Distributed Computing Systems(PDCS'99)(99.8)

67.  Pab1o V a c c a r o ,上荷幹彦(同志社大) ,大鉢忠(同志社大) ,谷

( C R L ) , 黒 澤  守 久 ( 東 京 理 科 大 ) : L a t e r a 1  J unc t i o n

Photodetector Grown  by M B E  on  a GaAs ( 3 1 1 )A  Substrate;

I n t e r n a t i o n a l S ympo s i um  o n  Compound  Semiconductors

( ISCS'99)(99.8)

68. 黒柳和良 ,大谷直毅 ,江上典文 ,富永浩司 (元 A T R光電波

研 ) , 細田誠 (元 A T R光電波研 ) , 中山正昭 (大市大 ) : L i g h t-
h o l e  Stark-1adder Photo luminescence I n duced  by a Ho le
Injection f rom the Remote Heavy-hole State in a GaAs/InAIAs
S u p e r l a t t i c e ; I n t e r n a t i o n a l S ym p o s i um  o n  Comp o u n d
Semiconductors( ISCS'99)(99.8)
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69. 安藤雅信 (大市大 ) , 中山正昭 (大市大 ) , 竹内  日出雄(大市

大 ) ,西村仁 (大市大 ) ,大谷直毅 ,江上典文 ,細田誠 (元A T R

光電波研):Photoluminescence and Carrier-transport Properties
via the intersubband scattering i n  a GaAs/AIAs  Superlattice

under Applied Electric Field;1999IntemationalConference on

Luminescence and 〇pticalSpectroscopy of Condensed Matter
( ICL'99)(99.8)

70 .  大谷直毅 ,堂本千秋 ,黒柳和義 ,江上典文 ,細田誠 (元 A T R

光電波研):Anoma1ous  Photoluminescence 〇riginating f rom
Resonance between X and Intermediate States i n  GaAs/AIAs

Superlattices;1999InternationalConference on Luminescence

and 〇pticalSpectroscopy o f  Condensed Matter(ICL'99)(99.8)
71. 神谷幸宏 ,田野哲 ,水口芳彦 ,片山正昭 (名大 ) , 小川明 (名

大 ) , 唐沢好男 (電通大 ) : スぺク トル拡散通信システムにお
い て ビー ム形成、  等化及び逆拡散を同時に行う完全ブラ

イ ン ド 型cM A ア ダ プ テ ィ ブ ア レーの構成 ;電子情報通信
学会、 アンテナ ・ 伝播研究会(99 . 8 )

72.  胡 薇 微 , 稲 垣 惠 三 , 秋 山 智 浩 , 水 口 芳 彦 : D e s i g n  a n d

Analys is  o f  〇ptica lWavegu ides  w i t h  High  Bire f r ingence

Dispersions f o r  use i n  B F N  o f  an Independantly Steerable
Multibeam A n t e n n a ;電子情報通信学会、光エレクトロニク

ス研究会(99 . 8 )
73. 大野雄一郎,川合誠:P e r f o r m a n c e  Evaluations of Demand-
assigned CDMA-TDMA;〇PNETW〇RK'99(99.8)

74 .  行田弘一 , 川合誠 ( 京大 ) : W A C N e t 評価システム ; 電気学

会、電子 ・情報システム部門大会 ( 9 9 . 8 )

75 .  大谷直殻,江上典文,H . T . G r a h n ( P D I ) , K . H . P l o o g ( P D I ) :

GaAs/AIA s超格子における電流発振フェ ー ズ ダ イ ア グ ラ

ムの観測;第60回応用物理学会学術講演会(99 . 9 )

76.  橋爪洋平 ( 甲南大 ) , 梅 津郁朗 ( 甲南大 ) , 杉 村陽 ( 甲南大 ) ,,

pab1o va c c a r o :G aA s ( 3 1 1 )A面段差基板上にMBE成長した
横型接合構造からの可視発光 ;第6 0回応用物理学会学術

講演会(99.9 )

77 .  大西一洋 (甲南大 ) ,原邦彦 (甲南大 ) , P a b 1 o  Va c c a r o ,梅津郁

朗(甲南大) ,杉村陽 (甲南大) : G a A s ( 2 1 1 ) A上に低堆積量で
形成させた I n A s量子ドッ トの発光特性 ;第 6 0回応用物理

学会学術講演会(99 . 9 )

78.  劉雲 , P e t e r  Da v i s :モー ド ホ ッ プ を 伴 う レーザカオスの同

期;第60回応用物理学会学術講演会(99 . 9 )

79. 堂本千秋 ,大谷直毅 , P a b 1 o  V a c c a r o ,西村剛太(京セラ ) :

GaAs/AIAs超格子構造からの赤外発光;第60回応用物理学

会学術講演会(99 . 9 )

80. 田中智子,A l o n g k a r n  Chu t i n a n (京大) ,山本宗継(京大) ,浅野

卓 (京大 ) ,野田進 (京大 ) :三次元フォ トニツク結晶中の超短

パルスの伝搬;第60回応用物理学会学術講演会(99 . 9 )

81. 堂本千秋,Pab1o  vaccaro,大谷直毅:Population Inversion of
Intersubband Transit ion i n  S imp l y  Pe r i od i c a lGaAs/AIA s

Super latt ices;Third Internat ionalConference M i d-In frared
〇ptoelectronicsMaterials and Devices(99.9)

82. 恩田和幸 , 斎藤茂 , 北川美宏 ( A T R 国際 ) : 高次元アルゴ リ

ズムによる通信網の最適容量設計の検討;1 9 9 9年電子情報

通信学会ソサイェティ大会(9 9 . 9 )
83. 大平孝 , 行田弘一 , 田野哲 : マ イ ク ロ波信号処理 とデジ タ

ル信号処理を融合したアダプティブアンテナ ; 1 9 9 9年電子

情報通信学会ソサイェティ大会( 9 9 . 9 )
84.  神谷幸宏 ,田野哲 ,水口芳彦 ,片山正昭 (名大 ) , 小川明 (名

大 ) , 唐沢好男 (電通大 ) : スぺク トル拡散通信システム用全
ブ ラ イ ン ド処理型cM A アダプテ ィブアレ イ ; 1 9 9 9 年電子
情報通信学会ソサイェティ大会( 9 9 . 9 )

85. 酒井靖夫 , 松田潤 : 適応的フ ロー コ ン ト ロール方式の一提

案;1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイェティ大会(9 9 . 9 )

86. 行田弘一 ,大平孝 :電子制御導波器アレーアンテナ ; 1 9 9 9

年電子情報通信学会ソサイェティ大会 ( 9 9 . 9 )

87. 小楠正大 , 稲 垣恵三 , 水 口芳彦 : フ ァ ブ リ ぺ ロ レーザ注入

同期によるミリ波光源の参照信号低周波数化; 1 9 9 9年電子

情報通信学会ソサイ ェティ大会(9 9 . 9 )

88. 田 野 哲 , 大 平 孝 : M-CM A ( M o d i f i e d  Constant  Mod u l u s
Algorithm) ー マイクロ波信号処理による適応ビーム形成の
ためのディジタル信号処理アルゴ リズムー ; 1999年電子情

報通信学会ソサイェティ大会 ( 9 9 . 9 )

89. 藤野義之 ,水口芳彦 :円筒形導体上のレクテナアレーに関

する基礎検討;1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイェテ ィ 大 会
(99.9)

90.  山出奇達也,松田潤:モバイルコンピューテ ィ ン グ に お け る

環境適応技術の動向;199 9年電子情報通信学会ソサイ ェテ
ィ大会(99 . 9 )

91.  稲垣 llli- , 胡 薇薇 , 水口芳彦 : 光波長制御 R F可変位相器
に関する基礎実験;  1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイェティ

大会(99 . 9 )

92 .  胡薇薇 , 稲 垣 惠三,秋山智浩,水口芳彦:N o v e l I n t e g r a t e d

〇pt i c a lWavegu i d e  St ructures  w i t h  H i g h  B i r e f r i n g ence

D i s p e r s i o n ; 1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイ ェテ ィ 大 会
(99.9)

93.  大 野 雄 一 郎 , 川 合 誠 : デ マ ン ド ァ サ イ ン C D M A-T D M Aに
おける スループット特性 ; 1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイ

エティ大会( 9 9 . 9 )

94.  秋山智浩 ,稲垣惠三 ,水口芳彦 :光信号処理ビーム フ ォ ー

ミ ン グ ネ ッ ト ヮー ク を 用い た K u 帯 ア レーアンテナのマル

チ ビーム形成実験;1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイェテ ィ
大会(99 . 9 )

95.  飯野芳己 ,劉雲 , P e t e r  Dav i s ,江上典文:Mu l t i p l e x i n g  with

Synchronized Chaos; 1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイ ェテ
ィ大会(99 . 9 )

96. 杉山寛(東京理科大) ,小川電太郎(東京理科大) ,稲垣恵三 ,,

赤池正已 (東京理科大 ) : 光照射時のフォ トダイオード ( P D )

の容量一電圧特性; 1 9 9 9年電子情報通信学会ソサイェテ ィ
大会(99 . 9 )

97.  赤池正已(東京理科大) ,稲垣 l11、三,梅沢良夫(東京理科大) :
光照射時のフォ ト ダ イオー ドの電流電圧特性;1999年電子

情報通信学会ソサイ ェティ大会 ( 9 9 . 9 )

98. 神谷幸宏 ,唐沢好男 ( K D D ) : A  Beam Space Adaptive Array

for Multipath Signals Dispersed in Time and Space Domains;
10th InternationalSymposium on PersonalIndoor and Mobi le
Radio Communications(PIMRC'99)(99.9)

99. 楊克虎 ,張毅民 ( V i 1 1 a n o v a  U n i v . ) , 水口芳彦 : S u b b a n d

Realization o f  Space-T ime  Adaptive Processing for  Mob i l e
Communicat ions;10th InternationalSymposium on Persona1,,
Indoor and Mobi le  Radio Communicat ions (P IMRC99) (99.9 )

100. 柳正秀 ( N T T F ) , 植草常雄 ( N T T F ) , 山田順一 ( N T T-A T ) , 新
上 和 正 : 〇pt ima lDes ign o f  Cogeneration Systems by Using
Hamiltonian Algorithm;Building Simulation'99(99.9)

101. 唐沢好男 (電通大 ) , 神谷幸宏 :大規模アレーアンテナにお

いて最大比合成を簡易に実現する方法 ;  電子情報通信学

会、  ア ン テ ナ .  伝播研究会(99 . 9 )

102. 柳正秀(NT T F ) ,權草常雄 (NT T F ) ,寺前裕之 ,新上和正:ハ
ミ ル ト ニ ア ン ア ル ゴ リ ズ ム に よ る コ ジ ェ ネ レー シ ョ ン シ

ステム最適設計第 1報 :  システムのモデル化 ;  日本建築学

会大会(99 .9 )

103. 權草常雄(NT T F ) ,柳正秀 (N T T F ) ,三野洋介 (NT T F ) ,寺前

裕之 , 新 上 和正 : ハ ミ ル ト ニ ア ン ア ル ゴ リ ズ ム に よ る コ ジ

ェネレー シ ョ ンシ ステム最適設計第 2報 : 有効性の評価 ;

日本建築学会大会(99 . 9 )

104. 田 野 哲 : A n  〇rder Extended FTF Algor i t hm for  Decis ion

Feedback Adaptive Arrays;50th I EEE  Vehicular Techno1ogy
Conference-Fa11(VTC f99-Fa11)(99.9)

105. 堂本千秋 ,大谷直毅 , P a b l o  V a c c a r o ,黒柳和良,西村剛太

(京セラ):〇bserva t ion  of the Infrared Emiss ion f r om Simply
Pe r i o d i c a lG aA s /AIA s  Supe r l a t t i c e s ; 1 999 I n t e r n a t i o n a1

Conference on Sol id  State Devices and Mater ia l s (SSDM99)

(99.9)

106. 小管昌克 , 山 崎達也 , 荻 野長生 , 松 田潤 : A d a p t i v e  QoS

Man a g em e n t  Us i n g  Laye r ed  Mu l t i -Ag e n t  S y s t em  f o r
Dist r ibuted  Mu l t i m e d i a  App l i c a t i o n s ; 1999 I n t e r n a t i o a1
Conference on Para11elProcessing(ICPP'99)(99.9)
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107. 竹内 日出雄(大市大) ,安藤雅信(奈良先端大) ,中山正昭(大

市大 ) , 西村仁 (大市大 ) , 大谷直毅 ,細田誠 (元 A T R光電波

研) :GaA s/AIA s超格子の発光特性におけるサブバンド間散

乱効果;日本物理学会1999年秋の分科会(99 . 9 )

108. 井桁和浩 :条件付移送回転ゲー トの非ユニ夕リ性 ;日本物

理学会1999年秋の分科会(99 . 9 )

109. 小楠正大,稲垣恵三,水口芳彦:Tun a b i l i t y  f o r60  GHz-Band
Mi11imeter -Wa v e  Generat ion  Us ing  T w o -mode  In ject ion
Locking o f  a Fabry-Perot Slave Laser;European Conference on
〇pticalCommunication(EC〇C99)(99.9)

110. 恩田和幸 , 斎藤茂 , 北川美宏 ( A T R 国際 ) : 高次元アルゴ リ

ズ ム に よ る 通信網設計 ; 情 報処理学会第 5 9 回 全国大会

(99.9)

111. 小管昌克 ,山崎達也 ,松田潤 : 適応型Q os制御方式を用い
た マ ル チ メ デ イ ア ア プ リ ケー シ ョン ; 情報処理学会第 5 9

回全国大会(99 . 9 )

112. 倉持裕 ,新上和正 :画像処理に要求される処理コストに関

する考察;情報処理学会第59回全国大会(9 9 . 9 )

113. 新上和正 , 下 川 信 祐 : ブール代数型デー タマ イ ニ ン グ ツー

ル;情報処理学会第59回全国大会(99 . 9 )

114. 新上和正 :対称行列の固有値と固有べク  トル ;情報処理学

会第59回全国大会(99 . 9 )

115. 寺前裕之,斎藤茂 ,柳正秀 (N T T F ) ,植草常雄 (N T T F ) :高次

元アルゴリズムによる離散変数を含む系の最適化 ;情報処

理学会第59回全国大会(99 . 9 )

116. 大野雄一郎 , 大平孝 , 行田弘一 : ノ ー ド の 位 置 と ト ラ ヒ ッ

ク 交流度を考慮 し たネ ッ ト ヮ ー ク セ グ メ ン テー シ ョ ン 手

法の提案;情報処理学会第59回全国大会(99 . 9 )

117. 下川信祐 ,新上和正 : 多様体上の高次元アルゴ リズム ; 情

報処理学会第59回全国大会(99 . 9 )
118. 下川信祐 , 新 上和正 : モ ノ と 人 を 包摂す る デ ザ イ ン 一女

子高校生アンケー ト よ り 一 ; 情報処理学会第5 9回全国大

会(99 . 9 )

119. 若林一磨 ,種田和正 : ルーテ ィ ングアルゴ リ ズ ムの性能に

関する一考察;情報処理学会第59回全国大会(99 . 9 )

120. 中岡謙 ,松田潤 :動画像伝送におけるQ osマ ツ ビングルー
ルの獲得;情報処理学会第59回全国大会(99 . 9 )
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Eテ ク=力ルレポー ト
A T R グループでは、  社内研究資料と  し てテ クニカルレポー ト を作成してお り  ますが、  下記のレポー ト に っいては有料

にて公開しておりますのでご紹介します。  ( # は ノ ウハウ資料を示します )
なお 、  レポー トに関するご質問ならびにご希望がござぃましたら下記の各研究所連絡窓口へお問い合わせ下さい。

ATR知能映像通信研究所 T 619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2 電話 :

N0 .

夕 イ ト ル

N〇.

タ イ ト ル

M-001

M-002

M-003

M-005

M-007

M-008

M-009

3次元仮想物体生成 ・ 編集シ ス テ ムにおけ る  ド メ イ  ン

遷移メカニズムの実現

共有仮想空間の知的利用のための定性的システム同定

法 と 2 レ ベ ル オ ン ト ロ ジーに関する研究

Effectively -Heterogeneous Information Extraction Toward
A n  〇utsider Agent for Supporting A Brainstorming Session

Fac i l i t a t i on  o f  Co l l a bo r a t i v e  Concep t  Forma t i on  by

Visualizing Thought Space Structure
A n  Interactive Visua l i za t i on  and  S imu l a t i o n  T o o l f o r

Archae1ogicaland GeographicalData

Vi sTA:An  Interactive Visualization Too l f o r  Archae1ogica1
Data

1l n t e r v a l S c r i p t s : a  Des i gn  Pa rad i gm  f o r  Story -Based
Interactive Systems

M-022
M-024

M-025

Personalizing shared information in creative conversations

S C A N & T R A C K : A n  Active Space Indexing System for

Unencumbered Tracking i n  VirtualEnvironments

Geome t r i c - I m p r i n t s : A n  〇p t i m a l S i g n i f i c a n t  Po i n t s
Ext rac t ion  Me t h o d  f o r  t he  Scan￥&Track  Vi r tua1

Environment

電気粘性流体を用いた、  平面 111 l11感覚提示装置の開発 一

実験機のためのシ ミュレー ションと設計一

C-MAP : B u i l d i n g  a context-awa r e  mob i l e  assistant f o r
exhibition tours

Movie  Graph GU I
一次反射音付加による仮想空間の広さの制御

Video Rhythm and Motion Analysis

3Dlmage/Video P1ocessing for Image Expression

M-032

M-034

M-037
M-040
M-043
M-045

ATR音声翻訳通信研究所 T 619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  ( 0774 )95 l 301

電話 :-

N〇.

タ イ ト ル

Ana lys i s , genera t i on  a n d  mo r e  by me a n s  o f  genet ic

algorithms

音声言語デー タベー スのための日本語形態素情報と表

記の体系

話者適応を用いた不特定話者音声認識

発話状況を考1證、した対話翻訳に関する基礎検討
自動翻訳電話研究所の対話デー タベー スと音声翻訳シ

ス テ ム AsURAの音声認識用文法 - 構文解析用文法の
間の日本語形態素情報の相違点

Non-grammaticalPhenomena in Rea lEng l i sh  Conversation
音声言語デー タ ベ ースにおける日本語形態素解析マニ

ユアル

c言語に よ る cH A R T構文解析法 ( 1 ) 一プログラム解説
書一

バイグラムを用いた日本語形態素解析における各種探

索法の比較検討

c言語による双方向cHART構文解析法( lI )-ープ ロ グ ラ
ム解説書一一

音素配列構造の制約を用いた連続音声認識

Description o f  fundamentalfrequency i n  read speech in the
ATR20 0  sentence database

EMM I-ATR  Environment for Mult i-ModalInteractions
語用論的分析に基づく  自然発話の長文分割

電話会話とマルチメディア会話の特徴分析

A Study on Rule-based Speech Synthesis
木構造話者クラス夕 リング手法を用いた話者適応アル

ゴ リ ズムにおける諸検討

N 0 .

夕 イ ト ル

1T-0002

I T-0003

I T-0004
IT-0005

I T-0006

1[T-0023
1T-0024

IT-0025
IT-0026
IT-0028

IT-0029

IT-0030

IT-0031

IT-0032

IT-0033

IT-0034

1T-0035

IT-0037

IT-0038
IT-0039
IT-0040

1lT-0041

用例検索の超並列計算機cM-2 を使つた高速化
不特定話者認識モデルを学習するための音声デー タべ

ー ス 簡 易 ラ べ リ ン グ

連続音声認識の研究

Recent issues in Meaning Recognition

〇n the App l i cab i l i t y  o f  Bayes ian  Be l i e f  Ne two r k s  to

Language Modeling in Speech Recognition
マルチモー ダ ル ・ シ ュ ミ レ一夕 E M M I を 用いた道案内

デー タ ベ ー ス の テ キ ス ト

Labe11ing o f  Spontaneous Speech Data Using DAT-Link for
A D  and Xwaves+for Segmentation

単語のt r i g r amを利用した文音声認識と自由発話認識へ
の拡張

自由発話音声認識における音響的および言語的な間題

点の検討

音節バランス無意味単語を用いた合成音声主観評価結

果 と動的ケプス ト ラ ム を用いた接続f益_みの関係
The role o f  speaking s ty l e ,dura t ion ,and  f 0  in signa11ing

affect:anger and politeness

Multi-1eveltiming i n  speech
French  S u r f a c e  Form  Genera t i on  i n  T rans f e r-Dr i ven

Machine Translation

音声におけるアクセント情報の持つ情報量の考察

S S S-ToolKit(Ver3.0)ユーザー ズ ・ マニュアル
Structures i n  Spontaneous English Conversation
フ ァ ジ ィ パー テ ィ シ ョ ン モ デ ル に 対 す る バ ッ ク プ ロ パ

ゲー シ ョ ン アルゴ リ ズ ムの高速化

IT-0007
I T-0009

I T-0010

I T-0011

I T-0015

I T-0016
I T-0017

I T-0018
I T-0019
I T-0020
I T-0021
IT-0022
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N〇.

夕 イ ト ル

時間フレームの依存性を考慮したHMM

話者ク ラス夕 リ ングを利用した不特定話者音素モデル

の作成法

ポーズ節に基づく音声認識用日本語文法

AsuRAにおける英語構文生成処理系解説書一付:英語
構文生成知識記述マニュアル ー

Texts and Structures Pattern-matching and Distances
A Study o f  Pauses as Phrase Demarcators for Processing

Spontaneous Speech

フ レーム同期型SS S-L Rによる連続音声認識
機能試験例文とその英訳文

音声言語デー タベースにおける日本語形態素解析マニ

ユアルの補造

Chatr 〇verview and Synthesizing English Intonation

Mode11ing speaker-specific intonation characteristics
音声言語デー タベースの構成

翻訳機能の評価法

A n  E f f i c i e n t  Phoneme -Context -Dependent  L R  Tab l e
Applied to the S S S -L R  Continuous Speech Recognition
System

Effects of  Mode on Spontaneous English Speech i n  EMM I
マルチモー ダル ・ ヒ ューマ ン ・ コンピュ 一 夕 ・ イ ン 夕

ラ ク シ ョ ン関連文献調査

Automatic Labeling of Prosodic Structure

Labeling of Prosodic Structure i n  Japanese
細粒度並列計算機MasPa rの効率的な利用法

ア ク シ デ ン ト モ デ ル を 用 い た F o ク ラ ス 夕 リ ン グ に よ

る旬境界検出

対話行為ラベルとその自動付与

Pattern-based approach to interactive d i s amb i gua t i on : f i r s t
definition and experimentation

A StatisticalApproach to Parsing I11-Formed Input
A U n流ed Approach to Pattern Recognition
部分木を単位とする音声言語解析のための言語現象の

調査

A B i l i n g u a l S e t  o f  Commun i c a t i v e  Ac t  L a b e l s  f o r

Spontaneous Dia1ogues
音 声 言 語 デ ー タ ベー スにおける構文解析情報付与作業

マニユアル

C〇一〇C:Semi -automat ic  Product ion o f  Resources  f o r
Tracking Morpho1ogicaland Semantic Co-occurrences in
Spontaneous Dia1ogues

CNTR :Ba s i c  Functions for Centering Experiments wi th
ASURA

T e x t  Da t a b a s e  o f  the  Te l e phone  a n d  Mu l t i m e d i a

MultimodalInterpretation Experiment

A n  Expe r imen t  f o r  Te l e p h o n e  versus  Mu l t i m e d i a

Mult imodal Inte1pretation:Methods and Subject's Behavior
TDMT翻訳知識作成ツ ールの利用方法

Transcription o f  the Co11ected Dia1ogue in a Telephone and

Multimedia/MultimodalW〇Z Experiment

Analysis of Gesture Behavior i n  a Multimedia/multimoda1

I n te rpre t ing  E x p e r i m e n t ; H u m a n  vs  W iza r d  o f  〇z

Interpretation Method

音声認識用日本語文法のバージョン間の差異

CC Lによる不特定話者混合連続分布型HM n e t作成ユ

ー ザ ーズマニユアルVe r 1 . 0

不特定話者音声認識の研究

音声認識のための統計的言語モデルの研究

多元的類似度計算に基づく  文 111l11依 存 の ボ ト ム ア ッ プ
パーサM A C-B P
No n -un i f o rm  un i t  based H MM s  f o r  cont inuous speech
recognition

N〇.

夕 イ ト ル

I T-0044
I T-0045

I T-0046
I T-0048

I T-0049
I T-0050

I T-0051
I T-0052
I T-0053

IT-0054
I T-0055
1T-0056

I T-0057
I T-0058

IT-0107

IT-0109
IT-0110
IT-0111
IT-0114
IT-0115
IT-0116

IT-0120

IT-0121
IT-0122
IT-0123

1T-0124

IT-0125

IT-0126

IT-0127

IT-0128
IT-0129

IT-0132

IT-0134
IT-0135
IT-0136

IT-0137

IT-0138
IT-0139
IT-0140

IT-0141
IT-0142

IT-0144

IT-0145
IT-0146

IT-0147

IT-0148

IT-0150

I T-0152
I T-0156

IT-0159
I T-0161
IT-0163
I T-0164
IT-0165
1T-0168

IT-0169

Lingu is t ic  Ana lys i s  o f  Speech D is f l uency  i n  the A T R

Spoken Language Database
相互情報量を用いた道案内システム

部分木を単位とする音声認識用日本語文法

Speech Alignment and Prosodic Transcription

Massively Para11elText Retrieva1

LaryngealCorrelates o f  Localand G1obalVocalProminence

A Speaker Sensitive Art流cia lNeura lNetwork Architecture

for Speaker Adaptation
フレー ム同期型S S S -L R に お け る ア ク セ ン ト 句 境 界 尤
度の利用

了解性の高い日本語文の生成法と対語文翻訳への適用

相互情報量を用いた単語の分類の高速化

回帰木を用いる韓国語音声合成の音韻継続時間のモデ

ル化

Probab i l i s t i c  Trans f e r  Vecto r  Pred ic t ion  f o r  Speaker

Adaptation
S t a r とポーズュニ ツ ト に っいての検討
音声認識結果の再順序づけにおける言語モデルの比較

検討

StochasticalParsing o f  I11-Formedness in Spoken Natura1

Language
音声認識における音響分析手法の比較検討

A n  Interactive Disambiguation Modu le  for English Input:an

Engine and the Associated Lingware

近似反復Ba y e s推論に基づく連続密度H i d d e n  Markov

Mode1の逐次適応学習

音声認識誤り発生過程のモデル化に関する研究

未知語処理のための音響モデルの検討

言 語 デ ー タ ベー スの概要

An  Investigation of  the Quality of Concatenation of Speech
Waveforms

「ポーズの文法」 基礎資料編
部分木を単位とする音声認識用目本語文法の改良

音声対話システムに特化したキー ワー ド と 意 味 カ テ ゴ

リ設計のための基礎調査

代名詞の先行詞推定に関するセンタ リング理論の評価

音声言語処理のための構文解析ツー ルキ ッ  トュー ザー
ズマニュアル

Prel iminary experiment for  speaker- independent speech
recognition

HierarchicalClustering of  Words

So f twa r e  f o r  Des ign  and  Use  o f  a Speech Recognit ion

System based on Automatica11y Derived Non-Uniform Units
Speech Recognition System Design using Automatica11y

Learned Non-Uni form SegmentalUnits
Using Acoustic Clues to Distinguish Speech Repairs and
IntonationalPhrase Boundaries

Japanese Discourse Representation using Communicat ive
Act Labels

混合分布セグメン トモデルを用いた母音識別実験

研究用自然発話音声データベー ス解説書 ( 9 6 年 版 ) -
旅行会話タスク ー

意味的類似度と多義解消に基づく文書検索手法

韻律を用いた発話アク トの識別

Building practicalspeech synthesis systems
音声認識における統計的言語モデルの選択使用の効果

音素クラスタモデルを用いた未登録語検出法の検討

対話音声認識用日本語文法の大語彙化および拡張の検

討

キー ワー ドなぃし意味カテゴ リの一般的な設計法の検

討
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EMM I  Progress Report: A n  Evaluation o f  Research Done
with the First EMM I  Interface

Multimedia Route Descriptions:ExperimentalResults

類似検索を用いた情報検索システム

Tesniere's Structura lsyntax:notat ions  f o r  tree-banking
using BoardEdit
重回帰写像モデルに基づく話者適応方式の検討

Detection of  Creaky Voice i n  Speech Signals

Adaptation o f  ModelParameters by H M M  Decomposition
i n  Reverberant Environments

続計的言語モデルの構築とM A P推定を用いた夕スク

適応

Imp l emen ta t i on  a n d  Testing o f  Quasi -Bayes Speaker
Adaptation Algorithm
単語グラフ密度を用いた連続音声認識系の性能評価法

の検討

ビタビ学習法による音響モデル作成時間高速化

統一モデルに基づく話し言薬の理解

Tied-Mixture Based S S S  HMnet Design

A Study o n  Continuous Speech Recognit ion Based  on

PolynomialSegment Models

Application interfaces for the Chatr synthesiser

Prosody within CHATR

話者正規化音声デ一夕によるHM  ne t生成の検討

話者選択と移動べクトル場平滑化による声質変換のた

めのスぺクトル写像と学習デ一夕選択方法

話者適応  ・ 話者正規化を用いた不特定話者音声認識

話者選択と移動べク  トル場平滑化を用いた声質変換に

おける写像元話者の選択方法

研究用自然発話音声デー タ ベー ス解説書c9 7 年度公開
版)一旅行会話夕スク ー

Japanese Phoneme  Recognit ion Experiments on  ATR' s

Trave lTask(SDB)us ing  HTK v2.02

The A S S M  toolkit for  Po lynomia lSegment  Mode l s  and

Automatic Unit Design

Reducing the complexity o f  the LPC vector quantizer using

the K-d tree search algorithm
生成駆動音声認識方式(GD-sR )
HMne t作成における種々の音響分析の比較
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連続音声認識用ベース ラ  イ ン言語モデル

German in Eight Weeks - A Crash Course for CHATR
Teaching CHATR German Intonation Lesson 〇ne
アナロジーに基づく構文解析手法とその評価

連続音声認識用音響モデル(vers ion2 .0 )

Chinese Speech Synthesis within CHATR
ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー ク と言語続計量に基づく発音辞

書の自動生成

Voca lT r a c t  Length No rm a l i z a t i o n ( VTLN ) u s i n g  Warp

Scales for Spontaneous Japanese Speech

Tow a r d s  R o b u s t  Au t om a t i c  S p e e c h  R e c o g n i t i o n : A

Bayesian Perspective

Pract ica lVoca lTract  Length Normalization for Automatic

Speech Recognition
文月1R自由文法の有限状態オ ー ト マ ト ン 近 似 ア ル ゴ リ ズ
ムの実装と評価

A GraphicalUser Interface for Chatr
統計的手法による音声言語処理の研究

Adaptation o f  B R NN  Speech Recognition Systems
音声番調訳システムのための日本語音声認識言語モデル

( ' 9 8年6月版)

連続音声認識用音響モデル (ResearchJ V5 )

〇n Some Properties of Languages of  Ana1ogicalStrings

A Speech Recognition Database Library

Stat ist ica1language mode l i n g  based on  va r i a b l e l eng th

dependencies

Acoustic and Pronunciation Modeling in Automatic Speech

Recognition

Memory -ef f ic ient LVCSR  search using a one -pass stack
decoder

Bidirectionalrecurrent neuralnetworks

Auto Labeling

研究用自然発話音声デー タベー ス解説書 c9 8年度公開
版) ー スケジュー リ ン グ ・ タ ス ク ー

リ ス ト処理用ライブラ リ ( L i n C ) 説明書

L IsPからCへの自動変換ツー ル(L2c)説明書
研究用自然発話音声デー タ ベー ス解説書c9 9年度公開
版 )ースケジュー リ ン グ ・ 夕 ス ク ー
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2回逆投影法による複数画像からの三次元情報の抽出
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Incolporating Spectro-TemporalMasking
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Streams
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変換1確想、覚フィ ー ドバックの基礎検討一  非定常ピッチ変

換による発声ピッチの変動にっいて一

Dy n am i c  Ceps t r um  Paramete r  I n co rpo r a t i ng  T i m e -
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Recognition
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From E M G  to Formant Patterns o f  Vowels:thelmplication

o f  VowelSystems and Spaces

1nd i r e c t  Mea s u r em e n t  o f  Feature  S a l i e n c y  i n  Face

Processing
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Reconstructing the Voca lTrac t  during VowelProduct ion

using Magnetic Resonance Images
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Junctions Analysis on the Projected Image of 3 D  〇bjects -
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標準化正則化理論の多価関数への拡張(2)  - 多価正則化
ネ ッ ト ワー ク と そ の学習アル ゴ リ ズ ム ー
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Methods for Model ing o f  So f t-Tissue Speech Articulators
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Principles of  Systemic Contro1:The Implications o f  Dua1
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PhysicalModels for Edge Finding:Snakes

Mu l t i -Va l u e d  S t a n d a r d  Regu l a r i z a t i o n  T h e o r y ( 2 ) :
Regular izat ion Networks  and  Learning Algor i thms for

Approximating Mult i-Valued Functions
Geometr ic  Invar iant  o f  Noncoplanar L ines  i n  a S ing l e
V iew

ニュー ロン系のエネルギ一最小化による最適解探索に

関する研究

Es t ima t i on  o f  Dynam i c  J o i n t  Torques and  TrajeGtory

Format ion f r om Surface E M G  S igna l s  Using a Neura1
Network Mode1
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ルに関する研究

大規模非線形計画問題に対する逐次線形化法

非漢字圈日本語学習者に対する漢字指導法の検討  -

筆順指導と構造指導一

C A M-B r a i nシミュレ一夕の高速化一 プ ロ グ ラ ム の改良
と C M-5への 移 植 一
A M i n i m um  Error Approach to Spotting -Based Speech
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三次元物体投影像における一1基業基的交差形状解析法

T h e  Percept ion  o f  Concurrent  V o w e i s : P e r i o d i c  a n d

Aperiodic Vowels

発振ニュー ラルネッ トの遊走変化に関する実験的解析

人工ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー ク に よ る時空間パ タ ー ン処

理に関する研究

一般回帰による正則化理論の多価関数への拡張と線過
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最小キー ワー ド列分類誤 りのための新し ぃ スポ ッ タ設

計法
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Projective Invariants of  Intersections of Hyperplanes in the
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Time-Domain Simulation o f  Sound Production in the Brass
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A N e w  DiscriminalGeneralised Cross Correlator

Using an Inverse Dynamics Representation to Reconstruct

TemporalFiring Pattems o f  Purkinje-ce11in Monkey Ventra1
Paraflocculus

多価正則化 ネ ッ ト ワー ク一多対 h写像を学習する多層

ネ ッ ト ヮー ク の理論一

The Asynchronous MFTEquation Converges Faster than the

Hopfield Network

並列計算機cM-5 を用いた逐次線形化法に対する数値
実験

局所微分フ ィル タ を用いた多重スケー ル多重方向場の

表現と検出

E x em p l a r - b a s e d  a n d  N o r m - b a s e d  Mod e l s  o f  Fac e
Recognition

Exp1oring the Structure of  MultidimensionalFace Space

Nonparametric Regression for Learning
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from Interfering Sounds :A ComputationalInvestigation o f
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筋電位に基づく調音連動開始時点の測定一発語潜時と

の比較一

A New  Method for Measuring VocalTract  Transmission
Characteristics

Telephone Band Conversion of  Studio Quality Audio  Data

TemporalConstra ints on  the Perception o f  the McGurk
Effect

FunctionalData Analyses of  Lip Motion

Femininity and Masculinity o f  the face
物体の連動と形状の三次元復元と操作のための体系的

計算理論

X-ray F i lm  Database for Speech Research
Viewpoint Dependence i n  Face Recognition
一般化線形モデルによる発火頻度解析

Proceed ing  o f  t he  A T R  Workshop  o n " A  Bio1ogica1

Framework for Speech Perception and Production'

Why t h e 1 / 3 P ow e r  L a w  o f  Drawing and Planar Motion

Perception?

M V H B F : A  Netwo rk  that Approximates Mu l t i -Va lued ,
Vector-〇utput Mappings
Automatic Face Recognition:Combining Configuration and
Texture

Effects o f  Lighting on the Perception of  FacialSurfaces

A n  Evolutionary Approach to Program Transformation and

Synthesis

Applying Energy Mi n im ization Splines to X-Ray Vocal
Tract Images
Sound Localization i n  the Ho r i z o n t a l P l a n e :A  Binaura1

Approach
視覚連動学習を可能にする中枢神経機構一人間の到達

連動から推定する座標系とその表現一

オ プ テ ィ カ ル フ ローからの多重連動立体視の計算機実

験

Synergy o f  Modular Networks by Fuzzy Logic

A Proposalto Create a Network-Wide  Biodiversity Reserve
For Digital〇rganisms
ブロック構造を持つ二次計画間題に対する非動機並列

型共役勾配法

ヒ トおよびチンパンジーの舌筋の比較研究

二次運動が示す運動視差および動的遮商文の手がかりか

らの奥行知覚

Learning to Localize Sounds Using Vision
顔の感性情報処理の研究方法にっい て
線形計画間題に対する射影変換法とアフイン変換法

MATLAB入門

Mathmatica入門

Chaotic Potts Spin Mode l f o r  Combinatoria1 〇ptimization
Problems

Tierra Network Version

Projective Invariants of  Noncoplanar Lines Derived f rom a

Single V iew

Projection Invariants o f  ( n-2 ) -DimensionalSubspaces in n-
DimensionalProjective Space

Implicit Leaming o f  Complex VisualRegularity o f  Faces

Bifurcations in Traveling Salesman Problem

Experiments in VowelSegregation
T w o  P l a n e  S t ruc tu re s  a n d  Mot i o n s  f r o m  P o i n t

Correspondences in Tw o  Images

Algebraic Analysis o f  Some GeometricalFactors in 〇bject

Recognition

Variability in Familiar and NovelTalkers:Ef fects on Mora

Perception and Talker Identification
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強化学習に よ る ゲー ム戦略の獲得

S imu la t ing  Probabil ity Match ing i n  Groups o f  Foraging

An i m a l s :  A Compa r i s on  o f  Representat iona1 a n d

NonrepresentationalModels

The  E f f ec t s  o f  Ta lker  Var iab i l i ty  on  the Perception o f

Amer i c an  En g l i s h /r/ a n d / 1 / b y  Japanese L i s t ene r s , I I :

Subject Differences,Acoustic and TemporalCorrelates o f
Talker Effects, and Some TechnicalConsiderations

単純順位文法に対す る並列構文解析アルゴ リ ズ ム の

cM-5への実装とその性能評価
Does Card io ida lS t ra in  Change i n  Rea l F r o n t  V i ew  Face

Images Have an Effect on Changing the Perceived Age?
統計的時系列モデルを用いた変換1期想1覚フイー ド バ ッ ク

法の検討

Bifurcations in Mean Field Theory Annealing

音環境による発声および行動の変化計測に関する基礎

検討

R e f i n i n g  Hygen i c  Mac r o s  f o r  Mod u l e s  a n d  Separate

Compilation

The Dynamics of AudiovisualBehavior i n  Speech

Chaotic Potts Spin

A ComputationalApproach to Evolutionary Bio1ogy

Trumpet Sound Simulat ion using a T w o-Dimens iona lL ip
Vibration Mode1

Time-Domain Simulations of Sound Production in an 〇rgan
Flue Pipe
Acoustic Characteristics o f  the Human Paranasa lS inuses

De r i v e d  f r o m  S o u n d  Pressure  Mea s u r em e n t  a n d

Morpho1ogical〇bservation

Measuring and Creating Dif ferent Fac i a l Images for Age a nd
Gender

The C/D Modelas  a Dynamic ,Non-SegmentalApproach
Va l i d i t y  o f  Gender  J u d g emen t  o f  F a c e s ;C omp a r i s o n

between Faces of  Different Age Groups
Acoustic Characteristics of the Piriform Fossa in Models and

Humans

2質量モデルを用いた金管楽器の発音シミュレーション

Dou b l y  Const ra ined  Ne t w o r k  f o r  Comb i n a t o r i a 1

〇ptimization

Dynamic Programming for the Prototype-Based Min imum
Enor Classifier

Speech FundamentalFrequency Estimation

A S tudy  o f  Cepstrum 〇pt im izat ion  by  Disc r im ina t i ve

Feature Extraction. -DFE Implementation Details-
Associat ive Memory  Based  on  Parametrica11y Coupled
Chaotic Elements

Ar t i f i c i a lL i f e  based on  Programmed Se l f -Decomposit ion
Mode1

生体の運動制御における軌道計画のメカニズムおよび

視覚運動関連に関する研究

Speech Transformation using Adapt ive lnterpolat ion o f

Time-frequency Representation and A11-Pass Filters
Pattern Reco gn i t i o n  us ing  D i s c r i m i n a t i v e  Fea tu re
Extraction

連動軌道デー タから計算される評イl l E関数による軌道計

画規範の検討

Pe r c e i v e r  Eye  Mo t i o n  d u r i n g  Aud iov i sua1  Speech

Perception

Diagnos t i c  Reco gn i t i o n :  Task  Cons t r a i n t s ,  〇bject
Information,and their Interactions

三次元表面曲率の脳内表現に関する心理物理的研究

Receptive Field Weighted Regression

H-161

H-164

H-165

H-166

H-167
H-169

H-171

H-174

H-175
H-176
H-177

H-178

H-179

H- l 8 3

H-184
H-186

H-189

H-190
H-193

H-194

H-195
H-196

H-197

H-198

H-199

H-200

H-201

H-202

H-203

H-204

H-207
H-209
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N0 .

夕 イ ト ル

H-211
H-213

H-214

H-215
H-216

H-217
H-219

H-220

H-221
H-222
H-223

H-224

H-225

H-226

H-227
H-232

H-235
H-237
H-238

H-239

H-240

広い視野における両眼視差の分布と絶対距離知覚

自律的画像観測機構を実現する視覚系の数理的モデル

化の研究

D i f f p a c kを用いた二次元非圧縮性流体のシミュレー シ
ョ ン一管楽器発音のモデル化にむけて一

Robotic Controlwith PartialVisualInformation

A n  Application o f  Discriminative Feature Extraction to

Filter-Bank-Based Speech Recognition
Ten Experiments on VowelSegregation

A n  E x p e r i m e n t a l S t u d y  o f  t he  〇pen E n d  Correct ion
Coefficient for Side Branches within an Acoustic Tube

3 D  E y e : D e v e l o p m e n t  o f  a Three -D i m e n s i o n a l E y e
Measurement System based on Computer Imaging
K o h o n e nマップのシミュレー シ ョ ン

Discriminative Training for Speech Recognition

Constrained NeuralApproaches to Quadratic Assignment
Problems

A Study on the Speech Acoustic-to -Articulatory Mapping
using Morpho1ogicalConstraints

A n  Efficient Implementation o f  the GammachirpFilter and

its Filterbank Design
Mode1of  Motion Detector

三次元表面の月lま1内表現に関する心理物理学的研究

Th e  I n f l u e n c e  o f  B l u r  o n  the Perce ived  Qual i ty  a n d

Sensation of  Depth of  2 D  and Stereo Images

Form and Function:Another View  of  Speech Production

Kinematics-Based Synthesis o f  Realistic Talking Faces
Head Pose Determination f rom 〇ne Image using a Genetic
Mode1

ボ ラ ン テ ィ ア 集団活動変化の数理モデル と そ の妥当性

に関する考察

Disc r im ina t i ve  Feature Extract ion App l i ed  to Speech

Recognition

H-241
H-243

H-244
H-245

GUI-STRAIGHT:Getting Started

〇n-Line E M  Algorithm for the Nomalized Gaussian
Network

表情画像デー タベー スの構築と基本特性評価

TemporalFiring Patterns o f  Purkinje Ce11s in the Cerebe11ar

VentralParaf1occulus during 〇cular fo11owing Responses in

Monkeys. II.Complex Spikes

A Phys i o1og i c a lMode1o f  a Dynam i c  Vo c a l T r a c t  f o r

Speech Production

Unsupervised Learning of  Sub-Mi11isecond TemporalCoded

Sequence by a Network o f  "Coincidence Detector"Neurons

Blueprint of a 3-Dimens iona lVoca lFo ld  Mode1
A Mode1o f  VowelPercept ion based on  Missing Feature

Theory

A Th r e e -D im e n s i o n a l E y e  Mo v em e n t  Measu r emen t

System

Making 〇rganizationalLearning 〇perationa1:Implication

f rom Leaming Classifier System

λ一〇pt Neu r a lApp r o a ch e s  to Quadrat ic  Ass i gnmen t
Problem

M R I  Too lbox :A  MATLAB-Based System for Manipulation
o f  M R I  Data

A Mathemat i ca lF ramework  for  Auditory Process i ng :A
Me11in Transform of a Stabilised Wavelet Transform?

A n  Acous t i ca l S tudy  o f  S o u n d  Product ion i n  Biphon ic

Singing,Xoomij

PerceptualCharacteristics of  TemporalStructures in Speech:

Towards 〇bjective Assessment o f  Synthesis Rules
人工生命システムTi e r r a

シ リ ァ ル ポー ト を使つた機器の制御

小脳多重内部モデル仮説 :感覚運動統合からコ ミュニ
ケー ションへ

Scheduling with 〇rganizationalLearning Agent

H-247

H-249

H-250

H-252

H-255

H-257

H-258

H-262

H-264

H-265

H-266

H-268
H-269
H-271

H-273

ATR環境適応通信研究所 〒61 9-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内 (0774)951501

電話 : -

国 際  +81774951501

N〇.

夕 イ ト ル

適応ルーチ ン グ シ ミ ュ レーシ ョンシステム S A RA-1
2 次元プロ ッ ト ッール(f'D付 )
帯域分割 ・ 合 成 型cM A ア ダ プ テ イ ブ ア レー とその応用
〇pticalSignalProcessing MultibeamAITay Antennasforboth

Tm nsmission and Reception

周波数に依存しなぃビームパター ンを持つ広帯域ディジ

夕ルマルチビーム フ ォー ミング回路を荷重係数言-l一算に利
用した送受信ナルビーム フ ォー ミ ン グ

時空間信号処理に基づく高感度・高耐干渉受信システム

ーシングルビーム形成型アダプティブアレー と 最 ゆ う 系

列推定の結合方式一

A Multi-Beamspace High-ResolutionD〇A Finding Algorithm for
Wide-Band Sensor Arrays

N 0 .

タ イ ト ル

周波数選択性フェージ、ング環境における帯域分割 - 合成
型アダプティブアレー

2 次元プロッ ト ッールVer.2(FD付 )

バイナリ一行列型デー タのブール代数型相関関係計算ソ

フ ト ウ ェア B A C S-1(FD付)
行列の固有値と固有べクトルの近似解法

ソ フ ト ウ .コニア化学反応の一考察

高次元アルゴリズムによるJPEG量子化テーブル最適化

QoSマ ツ ピングに関する考察(デー タFD付 )

バイナリ一行列型デ一夕のブール型相関関係言十算ソフト

ウェアBAC S-2(FD付 )

AC-0003

AC-0004
AC-0007
AC-0008

AC-0010

AC-0019

AC-0022
AC-0025

AC-0026
AC-0027
AC-0031

AC-0032

AC-0034
AC-0011

AC-0012
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AT R通信システム研究所 〒6 1 9-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-
国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

夕 イ ト ル

N〇.

タ イ ト ル

C-005
#C-006

C-007
C-008

C-009
C-010
C-011
#C-012
C-014
#C-015
C-016
#C-017
C-018
C-021
C-022
C-023

#C-024
C-025
C-026
C-027

#C-028
#C-029

C-030
C-031

C-033

#C-034

#C-036
C-037
#C-038
#C-039

#C-040
#C-041
C-042
C-043
C-045

#C-046

C-048

C-050
C-051
C-052
C-053
C-054
# C-055
C-056

C-058

C-059
C-063

光切断法によ る 3次元立体形状自動入力

I N T E R N SH I P  R E P〇RT ( A u t o m a t i c  acqu i s i t ion  a nd
reconstruction o f  3-dimensiona1object)
言語・画像情報統合理解の研究

手の動き認識とこれを利用したマンマシンイン夕一フ

ェースの研究にっい て

立体画像信号の伝送に関する一検討

構文解析ツールPARSER

対話と係り受け情報を利用した文献検索システムの研究

臨場感通信会議システムに関する一考察

概念図作成支援システムの試作

文書画像デー タ ベー ス編集プログ ラ ム

出版業におけるレイアウ トに関する専門知識の調査

通信ソ フ ト ウ ェ アの仕様記述にっい て

暗号研究の現状

直線型3次元Ho u g h変換による平面の抽出
セキュ リ テ ィ研究の現状

Relative 〇rder Determination in Ambiguous Moire Pictures

Surface Curvatures Computation in Moire Pictures

奥行き歪に関する一検討

顔の向き検出法に関する研究

光切断法による3次元形状の自動入力

symbouc s 用日本語入力フロン ト ェン ド - キーボ ー ドェ
ミ ュ レー タ 「J〇KER」
モアレ縞生成及び3次元形状合成システム取扱説明書

光切断法による 3次元形状の自動入力に関するソフ ト

ウェア取扱説明書

Facial Image Processing and Face Modeling
指文字を例にした手振り認識の結果 一 デ ー タ グ ロー

ブによる指文字の認識結果一

ス ケールスペー ス解析と輪郭線の規則性による輪享1;像

の セ グ メ ン テー シ ョ ン手法

sI Ps利用の手引
文書レ イ ァ ウ ト に関する研究 一研究環境一

地図案内システム IMAGE

図形画記述/検索SPADE S Y S T EMルール説明書

図形画記述の検索SPADE  S Y S T E M イ ン夕一フ ェ ー ス

ツ ー ル

通信技術文書体系化システム

通信ソフ ト ゥ ェア設計支援システム

3次元形状の再構成手法にっい て
演構l的学習にっい て

U l t r i xコマンド利用者マニュアル

知的文献検索実験システムの仕様

要求理解プログラムの類似サー ビス検索部の一部にっ

いての A T R に よ る実現

J〇K E RシステムS y m b o l i c s側ソフトウェア解説書
sym b o l i c s用日本語夕一ミナルエミュレ一夕
sy m b o l i c s用d v iファイルプレビュアー システム
ネ ッ ト ワー ク仕様記述言語処理系仕様書

知的電話機設計ドキュ メン ト

ユーザモデルを用いた知的文献検索システムの仕様
プロダ ク シ ョ ン シ ステム と A T M S に よ る画像認識シス

テムA S D S

Pv-wA V E拡張プロシジャ ーマニユアル
Hand Motion Intelpretation Using NeuralNetworks
ステレオ画像を用いた指先位置の実時間測定

#C-064
C-065

C-066
C-067
C-068
C-069
C-070

C-071
C-072
C-073
C-074
C-075
C-076
C-077
C-078

C-079
C-080
C-081
C-082

C-083
C-084

C-085
#C-086
C-087
C-088
C-089

ネ ッ  ト ヮ ー ク仕様記述処理システムにっい て

通 信 ソ フ ト ゥ ェアの非手続き的記述法手法と解析手法

の研究

通信 ソ フ ト ゥ ェ ア自動作成実験

cG に よ る 枝ぶ り 生成法
格子点探索法における最近傍底点の周期性

Software Design and its Automation FinalReport
視点及び視線検出のための特徴点実時間抽出処理と高

精度化の検討

3次元画像モデルデー タ ベー スのアクセス・指示法の研究

2次元対象物の3次元化手法としてBS E法の提案

STR(State Transition Ru l e )記述仕様書

State Transition Rule(STR)Description
視点追跡形立体表示装置の構成と操作法

運動視における表示遲れの影響

Rea lT ime  Hand Motion Detection and Recognition

視線検出装置とマウスを併用する指示入力法の評価

通信サー ビスにおける要求の理解

自然言語空間記述による視野探索

仮想協調作業空間における物体の管理

自然言語と手指示を統合した 3次元仮想空間中での対

象物操作と配置

Interactions between objects i n  a virtualspace

利 用 者 イ ン タ フ ェ ー スのための手振り認識と理解にっ

い て

設計知識の構造化と活用

設計プロセスの蓄積と再利用

Acquir ing3D Models from Sequences o f  Contours
通信サー ビス仕様から通信ソフト ゥェアを生成する手法

Ev a l u a t i o n  o f  the Homotopy  S w e e p  Techn i q u e

Representation and animation o f  three-dimens iona l images
for human face generation and mouth animation
表情表現を考慮した顔特徴点抽出に関する検討 一 表 情

変化による顔皮膚表面の時間的変位の計測箇所と表情

再現品質の関係の基礎検討一

オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 デー タ ベー スのアクセス制御機構と

セキュ リテ ィ設計支援手法

パー ソ ナ ル ・ コ ン ス ト ラ ク ト ・心理学実験にも とづ く自

動車記述のための概念検出可能性に関する研究

What You  Say I s  What You See - Interactive Generation,
Manipulat ion and Modi f icat ion o f  3 -D Shapes Based on
VerbalDescriptions -
Cal ibrat ion o f  a Stereoscopic Display Sys tem wi thou t

specia lequipment n e e d s , a n d  delay reduction i n  the eye
tracking system
眼のcG ア ニ メ ー シ ョン と視線の知覚に関する検討
3次元顔画像生成に関する研究

Percep tua lK i nema t i c s :V i s i on -based  Cont ro1o f  Robo t
Manipulators
設計知識の構造化と活用 一設計知識の再利用一

ド メ インモデルを利用した通信サー ビス仕様生成手法

空間多重 フ イ ル夕 リ ン グ に基づ く 3 次 元曲面の特徴計

測とその一般化

Towards the Realization of  Rea1-Time Co11ision Detection
通信サー ビス仕様におけるサー ビス競合の自動検出法

Screening services simulation
3 D仮想物体を用いた形状に関する概念獲得方法

#C-090

C-091

C-092

C-093

C-094

C-097
#C-098
C-099

C-100
C-101
C-102

C-103
C-104
C-105
C-106
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#C-107

C-108
C-110

C-111
C-112

C-113

C-114
C-115

C-116

C-117
C-119
C-120
C-121

C-122
#C-123

C-124

C-125
C-126

llC-127
C-128

C-129

C-130
C-131
C-132

C-133

通信サー ビス設計および検証における形式的支援に関

する研究

S n a k e sによる複雑な輪郭の追跡

sT R手法と通信サー ビス競合(非決定性)検出に関する
考察

ネ ッ ト ワー ク セ キ ュ リ テ ィ 参昭モデル

格子点探索法による素因数分解高速化手法

安定姿勢における形状対象性を用いた能動的3次元形

状推定

通信サー ビス要求記述への自然言語の適用

自然言語に よ る 通 信 サー ビス要求記述から sTRへの
変換

通信サー ビス仕様 S T R か らプ ログ ラム仕様 S D L への

変換

ド メ イ ン モデルに よ る要求理解にっい て
連想記憶を用いた異質性を含む情報の抽出手法の検討

STR(State Transition Ru le )記述仕様書

A Sophisticated Manipulation A id  i n  a VirtualEnvironment

User Interest Acquisition

3 次 元 測定デー タの重要度に応じた表情再現方法の一

考察

Knowledge Representation and acqvistion f o r 3-D Shape
〇nto1ogies
広域状態、邏1移に着目した通信サー ビス仕様の検証

階層適空間表現を用いた 3次元物体間の実時間イン夕

ラ ク シ ョ ン に 関 す る 研 究

高信頼性ソフ ト ウェア設計手法の研究

通信サー ビ ス仕様に関す る要求理解 と ソ フ ト ウ ェ アへ
の変換に関する研究

対 象 シ ス テ ム に 非 依 存 な ソ フ ト ゥ ェ ア 生 成 と 異 種 プ ロ

トコルへの整合

交換機能概念モデルとその応用

通信システム仕様の要求理解における高速計算方式

分 散 ネ ッ ト ワー ク に お け る 通信 ソ フ ト ゥ ェ ア 仕様の生

成法

通信サー ビスのモデル化と自然言語による仕様記述の

理解法

#C-134
C-135

C-137
C-138
C-140

C-141

C-142

C-143
C-144
C-145
C-146

C-147

C-148

C-149

C-150

C-151
C-152
#C-153

C-154
C-155
C-156
C-157
C-158

C-159

実行順序解析方式

樹木画像を入力とする 3次元樹木形状のフラ ク夕ルモ

デルの自動推定方法

仕様記述段階でのサー ビス競合検出手法に関する考察

臨場感通信会議システムにおける実時間表情検出

vR研究における力覚呈示装置の分類とTocUs を利用
した試作装置の提案

Emotion Enhanced Face Meetings which Uses the Concept

o f  VirtualSpace Teleconferencing

Interact ive3D Visualization of menta l images through a 2

1evelrepresentation o f  componentialgeometry
把持動作における夕一ゲッ ト予測

手振り言語による仮想物体形状生成イン夕フェース

画像ボケによる奥行き知覚誤差の定量化

フラク夕ルを用いた仮想空間中の樹木形状の高速表示

技術の研究

臨場感通信会議における人物動作のリアルな実時間再

現方式

熱画像と可視光画像のステレオ続合による時系列距離

画像獲得法の検討

遺伝的 ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い た マ ル チ カ メ ラ 画 像 か ら の

人物の姿勢推定法の検討

3次元物体形状の面対称性に基づく能動的復元および

色彩情報の再現

sT Rによる仕様記述法と仕様確認支援手法の評価
異常な状態への遷移の検出精度向上手法の検討
オ ブ ジ ェ ク オ 指 向 デ ー タベー ス シ ス テ ムにおけ る完全

性のための機構と設計支援手法

危険な情報フロ一削除手法

サービス競合検出の効率化手法

領域知識に基づく通信ソフ ト ゥェア要求獲得支援手法

図形に よ る サー ビス仕様記述支援法

Recogn i t i on  o f  Cont i nuos  Gestures  Us i ng  Non l i n e a r

Dynamics

A n  i nd i rec t  approach to hand  gesture recognit ion f o r

applications combining hand gestures and natura1language

ATR自動翻訳電話研究所 T 619-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  (0774)951162

電話 :-

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

夕 イ ト ル

Automatic Telephone Interpretation:A Basic Study
通訳を介した電話会話の特徴分析

多層音韻ラベルをもっ日本語音声デー タ ベー ス

連続音声認識

Phoneme Recognition Using Time-Delay NeuralNetworks
通訳を介した電話会話収集デー タ

日本語品詞の分類

簡易検索言語を持つ音声デー タベー ス管理システム

Research Activ通es o f  Speech Processing Department
対話型操作環境をワー ク ベ ン チ ご と に 設 定 で き る メ ニ

ュー システムの作成

音声信号処理の基本操作を提供する機能モジュー ル群

の作成

Voice Conversion by Analysis-Synthesis Method

N〇.

夕 イ ト ル

I-001
I-002
I-003
I-005
I-006
I-007
I-008
I-009
I-010

I-011

I-012

I-013

I-014

I-015

I-016

I-017

I-018
I-019

I-022

I-023

General izing Uni f icat ion i n  Semant ic  Networks  toward

NaturalLanguage Understanding

A Desc r i p t i o n  o f  En g l i s h  Dia1ogues by  Structura1

Correspondence Specification Language:SCSL

Comparison of Telephone and Keyboard Conversation

Summar ies  o f  Workshop on Natura lLanguage Dia1ogue

Interpretation

Hidden Markov Mode1を用いた日本語有声破裂音の識別

音 声 デー タ ベー ス構築のための視察に基づく音韻ラべ

リ ン グ

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department

Qua l i t y  Contro1 o f  Speech  by  Mod i f y i n g  Fo rm a n t

Frequencies and Bandwidths
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N o 夕 イ ト ル N o 夕 イ ト ル

I-024
I-026
I-027
I-028
I-029
I-030

I-031
I-032
I-033

I-034

I-035

I-036
I-038

I-039
1-041

I-042
I-043
I-044

f -045

I-046
I-047
I-048

I-049
I-050
I-051

I-052

I-053

I-054
I-055

I-056
I-057

I-058

I-061

I-062
I-063
1-064
I-065

I-066
I-067
I-068
I-069
I-070

I-071
I-0 7 2

種々の発声様式における韻律パラメ - タの性質にっい て
A Method of  Analyzing Japanese Speech Act Types(I)
テ キ ス ト ・ デー タベースからの慣用表現の自動抽出

研究用目本語音声デー タベー ス利用解説書

言 語 デ ー タベース用格、係り受け意味体系

Ana ly s i s  and  Pred i c t i on  o f  Vowe1-Devoca l i za t ion  i n
Isolated Japanese Words

音声 ・ 言語 イ ン タ フ ェー スの予備検討

素性構造とその単一化アルゴリズムに関する検討

A P h o n em e  La t t i c e  Pars i ng  f o r  Con t i n uou s  Spe e ch

Recognition

Modu l a r i t y  a n d  S c a l i n g  i n  La r ge  P h o nm e i c  Neura1
Networks

Representation and computation of units of translation for

Machine Intelpretation o f  spoken texts

An  Integrated Linguistic Database Management System
動詞敬語の相互承接にっい て  一句構造文法理論を用

いた構文論的説明一

解析用辞書開発作業に関する一考察

The Formalization of a Knowledge Base for English
目標指向型対話における次発話の予測

言語デー タベー ス作成のための日英対訳対応付け

Record of  S i x  Work Sessions on Concepts,Methods,and

Tools f rom Existing Running Rea1-Size M T  Systems
〇perations on Typed Feature Structures:Motivations and
Definitions

キーボー ド会話収録システムにっい て

Hidden Markov Mode 1を用いた英単語認識

英語青声デー タ ベ ー スの作成

句構造文法にもとづく日本語文の解析

Duration controlmethods for H M M  phoneme recognition

〇n Sentence LevelFactors Goveming SegmentalDuration

in Japanese

A Study o f  Engl ish Word  Category Prediction Based on
NeuralNetworks

〇n the unit selection measure for speech synthesis by rule

using multiple synthesis units.

Pragmatic Extensions to Unification-Based Formalisms.
Typed  Features S t ruc tu re s :  the Language  a n d  i ts

1mplementation
合成用日本語音声デー タ ベースの概要

Wo r d  Spo t t i n g  Me t h o d  Ba s e d  o n  H M M  P h o n em e

Recognition

Fast B a c k -propagation Learn ing Method s  f o r  Neura1
Networks in Speech

Speech Research at ATRlnterpreting Telephony Research
Laboratories

対話文翻訳における英文生成システムの検討

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの音声情報処理への応用

解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機構の検討

Research Activities o f  the Speech Processing Department
Modi f ied MIta lk

対話話羽訳のための階層型プラン認識モデル

目標指向型対話におけるドメイン知識の調査

Tools forFundamentalFrequency Mode11ing

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department
for1988

RET I F :A  Rewriting System forTyped Feature Structures
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ーデ ィ ン グ 知識 を用い た音韻セ

グ メ ン テー シ ョ ン ・ エ キ ス パー ト シ ス テ ム

I-074
1-0 75

I-077
I-079
I-080
I-081
f -082

I-083

I-085

I-086
l-089

-0 9 0

I-094
I-095
I-096
I-097
1-098

I-099
I-100
I-101
I-104
I-105
I-108
1-109
I-110
I-111
I-1 l 2

I-1 i4
I-115
I- 116

I-118

I-119

I-120
I-121

I-122
I- 123

I-124

I-125

I-126
I-128

1-129

I-130
I-132
I-135

The ATMS  Manu a lV e r s i o n 1 . 1ATMS説明書1. 1

Pol i teness Strategies i n  Amer i can  Eng l i s h  Telephone

Dialogues

形態素情報利用解説書(兼作業マニュアル)

連続音声デー タベー スにおける言語 -韻律情報
否定文の理解に関する研究,,

音素的特微の動的性質を用いた調音結合の正規化

HMM音韻認識と拡張L R構文解析法を用いた連続音声

認識

対語参加者の心的状態に関する制約に基づく発話解釈

モデル

T D N N 音青量スポ ッテ ィ ング と拡張 L R パーザ を 用 い た

文節音声認識

研究用ATR日本語音声デー タ ベー スの作成

時間遅れ神経回路綱 ( T D N N ) を用いた音韻/音節スポッ

テ ィ グ

Pa ra I l e l i sm ,H i e r a r chy , S c a l i n g  i n  Time-De l ay  Neura1

Networks for Spotting Phonemes and CV -Sy11ables
対話における名詞句の同一性の理解とその応用

セパレー トベク トル量子化に基づく話者適応化

フ ァジ ィべ ク ト ル最子化に基づ く話者適応化

ベ ク  トル量子化話者適応のHMM音類認識への適用

ベ ク  トル量子化話者適応の時間選れ神経回路網(TDNN )

によ る音韻認識への適用
話者重量型HMMを用いた調音様式の話者適応化

ベク ト ル i社子化話者適応化の研究

話者適応化における写像方法の比較

結合価情報を用いた誤認識単語の推定手法

単語間の連接確率を用いた付属語列の生成実験

高精度 H M M を用いた英単語認識

係り受け関係を用いた文節候補選択処理

S L-TRANsにおける、文節候補選択処理、間合わせ処理
文節候補選択処理のための係り受けデ一夕

会語文音声生成のための音  J商合成 、お よびニ ュ ー ラ ル

ネ ッ ト ヮークの連続音声への適用
Multiple Inheritance in RETIF

Research Activities of  the Speech Processing Department
〇N  I NTERPRETAT1〇NS  〇F A F E E D - F〇RWARD

NEURAL  NETW〇RK

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Data Base Department
for Feb.1989-〇ct.1989
ニュー ラ ル ネ ッ ト に お け る バ ッ ク プ ロ パ ゲー シ ョ ン 学

習の効率化方法

Connectionist Large Vocabulary Word Recognition

日英機械翻訳システムにおける生成文の評価一「ダ」型
表現を中心にして 一

Constructive Neura lNetwork for Speech Recognition

HMM音韻連結学習とNE T g r a mを用いた英単語音声の
認識

Ef f i c ient  Disjunct ive Uni f i cat ion i n  a Bot tom-Up  Sh i f t-
Reduce Parser

文節に基づく単一化文法の一案 一特に任意要素類の扱
い を 巡 つ て 一

Cross-Language Voice Conversion
K n o w n  Current Prob l ems  i n  Automa t i c  Interpretat ion:

Cha11enges for Language Understanding

Strategic Lazy IncrementalCopy Graph Unification Method
シフト不変型決定論的ボルツマンマシンによる音声認識

S L-T R A N Sの現状と課題
渡形重ね合わせ法による合成音の品質にっい て
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N〇.

夕 イ ト ル

N〇.

I-207
I-208
I-209

I-210

I-214

I-215
I-216

I-217
I-218
I-221

I-223

I-228
I-229

I-230
I-231

夕 イ ト ル

〇ptimization of Un前cation-based Generation
単一化文法解析生成システムのための英文法

Connec t i on i s t  Large -Vocabu la ry  Con t i n uou s  Speech
Recognition

ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ワ ー クによる普声認識の研究一発表

論文集 ̃

対判定型ニュー ラ ル ネ ッ ト ワー クの原理と時間遅れ神

経回路網との統合による ロバス ト な音素認識

単語の意味カテゴリ ー を用いた係り受け整合度の平滑化

Comparing Fricatives:A SpecialAnalysis of/hi/and/C5/in

Japanese and German
日本語形態素分析の細則

言 語 デ ー タベー スか ら抽出 した知識デー タの分布

盃み尺度測地線を用いた音声スぺク  トルの補間

伝送誤りに強い vQ符号帳構成法に関する検討
Tools for  Monitoring Para11elLisp Programs

Un i f i c a t i o n -B a s e d  Pars ing  o n  I nc reas ing  Le v e l s  o f
ParaIlelism

Research Activities o f  the Speech Processing Department

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Department and the Knowledge and Database Department
for Nov.1989-Mar.1991
Tex t- I ndependen t  Speaker  Recogn i t i on  Us ing  Neura1
Networks

Determining Sur face  Fo rm  f o r  Ind i rect  Speech Acts i n

English

Speech Recognition Expert Sy s t em .A  study on Knowledge

and NeuralNetworks Integration

A Study on Expert System and Neu r a lN e t s  f o r  Speech

Recognition

A Bas ic  Introduct ion to P l ann ing  a n d  Me t a -Dec i s i on -
Mak ing  w i t h  Uncertain Nondeterministic Actions Using
Second-〇rder Probabilities

Commun i c a t i v e  Funct ions  o f  Spoken  Japanese and  I ts

Meaninglnterpretation on M T  System

Research Activities o f  the Speech Processing Department,

January through December,1991

A Study of  Speaker Adaptation and Speaker Individuality

Third Person Referring Expressions in English
話者選択手法を用いた音声認識の基礎検討

混合連続分布HM Mを用いた移動べク トル場平滑化話

者適応方式

Discourse Management Mechan ism on  Spoken Dia1ogue

Processing(in an M T  System)

English-Japanese Transfer by A SURA  Framework
A Study on Language Modeling for Speech Recognition

Tree-based Unit Selection for English Speech Synthesis
S L-TRANSのE l本語標準表記に関する検討
Research Activities for the NaturalLanguage Understanding

Depa r tmen t  a n d  t he  Data  Process ing  Depa r tmen t  f o r

Ap r . 1 991̃Ma r . 1 992

混合連続分布HMM移動べク トル場平消'化話者適応方
式の文節認識性能の評価

Automated Labe11ing o f  Prosodic Aspects of  English:Fina1

Report
単一化に基づ く 構文解析 : 入 門編 A n  I n t r oduc t i on  to

Unification-Based Parsing Techniques

Easier C programming Input/output facilities

Easier C programming Some  usefu1objects

Easier C programming Dynamic programming
日英対話デー タ ベースへの発話行為夕イプの付与方法
に関する基礎的検討

I-136
I-137
I-138

I-139
I-140
I-141

I-142

I-143
I-144

1-145

I-147

I-148
I-150
I-151
I-152
I-155

I-156
I-157
I-161
I-163
I-164

I-165

I-166

I-167

I-168
I-169
I-170
I-173
I-174

I-175
I-176
I-177
I-179

I-180
I-181
I-182
1-183
I-184

I-185

I-186.

1-190

I-194

I-195
I-196

I-197

I-203
I-204
I-205
I-206

音韻環境に応じた音声合成素片の接続方法の検討

The MapSignalremote speech editor

Experiments in pitch extraction

Auditory nerve f iber spike generation mode1
複合音声単位を用いた規則合成実験システム

テ キ ス ト ・ デー タ ベー スを用いた分脈自由文法の適用

確率推定

種々の音韻連接単位を用いる規則合成方式の診断的な

評 価

大規模音声デー タベー スに基づく音声合成

T D N N 音 韻 ス ポ ッ テ ィ ン グ と 予測パーザを用いた大語

彙単語音声認識

T D N N の 構造の音韻認識率 、 ソ フ ト イ ン バ リ ア ン ト 性

への影響
Hidden Markov Mo d e 1による音韻認実験の結果

HMM音韻認識における音韻連銀統計情報の利用

自動翻訳電話研究用言語デー タベー スの構成

日英対訳対応デー タ

日英対訳対応デー タの仕様

日本語解析文法の意味表現にっい て
S L - TRAN Sにおける日本語文法の概要

対 話 デ ー タベー スからの頻度情報の抽出

Generalized L R  Parsing i n  Hidden Markov Model
素性構造の単一化に基づくパーサの並列化方式

T ime-Frequency SpectralEstimation o f  Speech-The Role
o f  Variance I n  Estimator Performance

A B M T  F〇R T E X T  A N D  D IAL〇GUE  a pre l im ina ry

assessment o f  its potentials

研究用日本語音声デー タベー ス利用解説書(連続音声

デー タ 編 )

Automatic Language Recognition Using Acoustic Features
統計による音声認識候補の絞り込みに関する考察

音声認識における文法活用の有効性

音声認識用言語モデル構築に関する考察

ATRにおけるNe u r a l N e t w o r kを用いた音声情報処理

Study on Combining HMMs  and Neura lNetwork Models -
TDNN-H M M  for Phoneme Recognition-
声質変換技術と高品質ピッチ変換法

ニ ュー ラルネッ トによ る英単語品詞列予測モデル

ニュー ラルネッ トに よ る音素フイル夕を用いた母音認識

Some  ComputationalApplications o f  LexicalFunctions
並列自然言語処理における単一化手法の高速化

中間概念を定義した知識ベー ス作成手順

A T R自動翻訳電話研究所シンポジウムの開催

発話変動にロバス トな T D N Nの検討

〇ve r v i e w  o f  A T R  B a s i c  Res e a r c h  i n t o  Te l e phone

Interpretation

「は」と「が」の処理
A T R対話デー タ ベースの内容

A Fuzzy Training Approach f o r  Phoneme Classi量cation
NeuralNetworks

単語間の共起関係を定義した知識ベー スの構成とその

制御方法

言語情報を利用  した母音継続時間長の制御

A B i l i n gua lD i a1ogue  Database f o r  Automat ic  Spoken

Language Interpretation between Japanese and English

M〇NA -LISA:Mul t imoda1〇nto log ica lArch i tecture  for
Linguistic Interactions and Scalable Adaptations
話者重量型HMMによる文節認識

階層的クラスタ リング手法の訳語選択への応用

依存関係合成による機械翻訳システム

タイプ付き素性構造主導型生成

I-233

I-235

I-242

I-243

I-258

l-260

I-261

I-263
I-264
I-265
I-266

I-267

I-269
I-273

I-276

I-278
I-281

I-284

I-287

I-288

I-293
I-294
I-295

I-298
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N〇.

夕 イ ト ル No . タ イ ト ル

A T R対話デー タベー ス用会話収集と文字化

The Need for Second-order Probability Distributions Under
Repeated Trials w i t h  Nonl inear Utilities or Catastrophic
〇utcomes

The Meanings o f  Ability Utterances wi th  Applications to

Dia1og Understanding
音声認識のための音声分析とラベル変換

S/Splus for Speech Processing Research at ATR/ITL

Japanese generation within ASURA  Homework

A English Analysis Grammar i n  a Unification-based frame
work

音 声 デ 一 夕 ・ ラ べ リ ン グ ・マニュアル

L R パーザの応用法,

Results of  the ABDUCK Disambiguation System ABDUCK

Mu l t i-Agent Commun icat ion  and Commi tmen t  and The
BEH〇LDER fami ly o f  algorithms for scheduling multiple

pa ra11e lunce r t a i n  processes  u n d e r l i m i t e d - resource
conditions

Research Activities o f  the Speech Processing Department,

January through March,1993

Research Activities of  the NaturalLanguage Understanding

Depa r tmen t  a n d  t he  Da t a  Process ing Depa r tmen t  f o r

February, 1 9 9 3 ̃M a r c h , 1 9 9 3

I-301

I-306

I-308
I-312

言語デー タベー ス用格・係り受け関係属性付与基準一深

層格編一

マイク入力音声で混合連続分布HMMの電話音声認識

への適用

変換知識作成のためのコーパ ス 検 索 デ ー タ

Research Activities o f  the NaturalLanguage Understanding

Pepa r tmen t and  t he  Da t a  Process ing  Depar tment  f o r

Ap r . 1 9 9 2 ̃  Jan.1993

Research Activities o f  the Speech Processing Department,

Janualy through December,1992
雑音環境下文節認識実験によるW L R・wG D ・sG Dsの
距離尺度の比較

A T R 対 話デー タベース用英語形態素解析作業基準書

言 語 デ ー タベー ス用格係り受け関係属性付与基準一表

層格編一

文脈自由文法を用いた連続音声認識

日本語形態素解析法の評価

ニュー ラ ル ネ ッ ト ヮー クを用いた話者適応化および不

特定話者連続音声認識の研究一発表論文リスト ー

The  A T R-C M U  Conference Registration Task Speech
Database User's Guide

音声言語翻訳実験システムASURAの対象コーパス

雑音環境下連続音声認識および話者適応に関する研究

自動細訳電話国際共同実験の実施報告

I-340
I-342

I-345

I-347
I-348
I-349
I-351

I-352
I-360
I-368
I-370

I-313

I-316

I-317
I-321

I-325
I-326

I-327

I-372

I-374
I-328

I-332
I-336
I-338

ATR視聴覚機構研究所 〒61 9-0288 京都府相楽郡精華町光台2 - 2
国内  ( 0 774 ) 951162

電話 : -

国 際  + 8 1 7 7 4 9 5 1 1 6 2

N〇.

タ イ ト ル

N〇.

夕 イ ト ル

A-001

A-003

A-005
A-006

A-007

A-008
A-009

A-010
A-011

A-012
A-014

A-015
A-016

A-017
A-020
A-021
A-022

A-023

A We i g h t e d  Cep s t r a lD i s t a n c e  Mea s u r e  f o r  Spe e ch I A-024

Recognition

Inter -au r a l Speech  Spectrum Representation by Spatio- I A-025
TemporalMaskingPattern I A-026
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ イ ン グ I A-027
Eva lua t ion  o f  a Spectrum Target Predict ion M o d e l i n  l

SpeechPerception I A-028
リ ス プ マ シ ン 用 イ メ ー ジ ス キ ャ ナ 接 続 プ ロ グ ラ ム I A-029
KA〇RU I A-030
U n i x のセキュ リテ ィに関する考察  

高速視覚刺激提示装置 「A T R タ キ ス ト ス コープ」 I A-031
漢 字 デ ー タ ベー スCH IC I A -033
A T R タ キ ス ト ス コー プ 制 御 ソ フ ト ウ ェ ア  -ATRTSPと I A-034
グ ー フ 、 ク コ 、 パ イ ー ,

フ イ ッ  ・ フ ー A -035

Properties of  v isua lmemory for b1ock patterns A-036

D i s p l a c emen t  l i m i t s  f o r  r eve r sed  r a n d om -d o t A-037
cinematograms
網膜モデルTAM I Tの計算機シミュレー シ ョ ン  A-038
STAX  S R  A Proの周波数特性 一人工耳及びダミ ーへ ツ A-042
ド に よ る測定 一

コネ クシ ョニス トモデルと認知心理学  A-043
テクスチャ一識別の心理学的研究の展望

A study of  binocular vision using visualevoked potentials A-045
音の鋭さ  と振幅包絡

時空間フイルタを用いた運動視知覚モデルの検討  A -046

〇n the Approximate-Realization o f  Confinuous Mappings

by NeuralNetworks
アイコンに関する研究および標準化の動向

研究用日本語音声デー タ ベー ス利用解説書

Direction Discr im inat ion  and  Pattern Segregation w i t h

Isoluminant Chromatic Random-Dot  Cinematograms
誘発電位記録解析システム

V M S版 S A S の使い方

リ ス プマシンの音声処理ユー テ ィ リ テ ィ ー 一sP I R E ,
synthesizer,PEF入門一

認知地図形成過程のモデル化に関する一考察

on the Capabilities of NeuralNetworks
聴覚実験用へ ツ ド フ ォ ン ア ン プ シ ス テ ム
アイコンの認知容易性に関する諸要因の検討

ゲシュタルト心理学の流れを汲む最近の視知覚研究

パ夕 一 ンの良さ判断に対するシン メ ト ロ ピ一尺度の有
効性

ATR  NeuralNetwork Research on Speech Processing
マルチ D S P で構成する多チャンネル蝸手フイルタバン

クの試作

乳児の泣き声における音響特徴の分析とカテゴ リ一判

断の単位

A11iant,Convex,Ncubcの アーキ テ ク チ ャ と パ フ ォ ーマ
ンス

A ComputationalCochlear Nonlinear Preprocessing Mode1

with Adaptive Q Circuits
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視覚 ・認知機構研究における並列処理計算機NcUB E
の利用にっい て
視覚・認知機構研究における並列処理計算機NcuB E
の利用にっいて ( プ ログ ラム仕様付 )
日本人とァメ リカ人における英語/ r , 1 , w /音知覚の手掛

か り

音の高さの知覚

Sharpness and amplitude enve1opes o f  broadband noise

Effects o f  Preceding Scale on Me1odic Pitch Interva1

Mode l i ng  o f  con tex tua l e f f e c t  based on  spect ra lpeak
interaction

PerceptualUnits o f  the Infant Cry

Mot ion  and  depth perception w i th dichoptic-sequentia1
presentation o f  random-dot patterns
Trajectory Format i on  o f  A r m  Movemen t  by Cascade

Neura lNetwork Mode lBased  on Min imum  Torque-change
Criterion

〇bjective Functions f o r  Improved Pattern Classification

with  Back-propagation Networks
A Hybr id  Speech Recognit ion System Using H M M  an
LVQ-trained Codebook
ATR視聴覚機構研究所画像入出力システムの概要

H M M  Speech  Recogn i t i o n  us i ng  DFT  a n d  Aud i to ry

Spectrograms

Identification o f  Kanji and Kana characters within Japanese
words

日本語の視覚的処理単位 一単語認識過程におけ る諸

現象一

音とは何か一NaturalComputat ion,W.Richard E d 第 4 章 よ

り 一

神経回路モデルによる画像の情報処理にっい て

文書画像検索システムCHAS E R S

ニュー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を用いた手書 き文字認識

cGを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
cGを用いた心理実験に基づく方向評定モデル
H M M  Speech  Recogn i t i o n  us ing  DFT  a n d  Aud i t o ry

Spectrogram
可変残響室の残響時間測定

スケル ト ンを用いた階層的形状記述および=ユー ラ ル
ネ ッ ト に よ る階層的形状識別

ノ イ マ ン を 越 え て  一視聴覚認知機構研究における並

列計算構成にっい て 一
日本人発話の英語及び外国人発話の日本語のプロソデ

イに関する研究

音声・発話障害の定量評価に関する研究

UN Ix版S A Sの使い方
聴覚実験用へ ツ ド フ ォ ンの歪率の測定
3次元知覚における手がかり間の相互作用

Psychoacoustic evidence for the contextualeffect mode1

〇p t im i z a t i o n  a n d  Lea rn i n g  i n  N e u r a l N e t w o r k s  f o r
Formation and Contro1of Coordinated Movement

A N e w  HMM / L VQ  Hyb r i d  A l g o r i t hm  f o r  Spe e ch

Recognition

T h e  proo f read ing  o f  Japanese  s e n t e n c e s : v i s u a 1 , a nd

semantic processing
E f f ec t s  o f  the Preced i ng  Sca l e  o n  Me1od i c  In terva1

Judgment i n  Terms o f  Equality and S ize
McGurk Effect under Conditions with or without Noise

Extraction o f  the N onlinear G1obalCoordinate System o f  a

Mani fo ld by a Five Layered Hour-Glass Network
音声録音系の諸特性

A g1ottalwaveform mode l f o r  high quality speech synthesis
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U n i x上の音声研究用ツ ー ル -Speech Tools Command s
Manua1-
Acoustic and PhysiologicalCharacteristics o f  Traditiona1

Singing i n  Japan

The e f fect  o f  experiment variables on the perception o f

American English/r,1/for Japaneselisteners

視覚認知用語集

陰影による形状知覚と単眼立体視モデル

多重解像度による点パター ンの構造化モデル

Computa t i ona lTheory  and Ne u r a l N e t w o r k  Mode l s  o f
Interaction Between VisualCorticalAreas

運動視と両眼立体視の相互関係  一連動視 ,立体視の成

立と両眼入力画像の時間関係一

神経回路モデルを用いた重なったパタ ー ンの分離

Static Analys is  o f  Posture and  Movemen t ,U s i n g  a 1 7 -
muscle Mode1of  the Monkey's Arm
帯域制限ランダムドッ トに誘導される正方向の連動残効

MathematicalConnections between the probability, F uzzy
set,Possibility and Dempster-Shafer theories
S imp l i f y i n g  Discont inu i ty  Detect ion  w i t h  a n  Eye  o n

Recognition

Neura1-Network Contro l fo r  a C1osed-Loop System using
Feedback-Error-Learning
Recurrent LVQ for Phoneme Recognition
視1l惠覚特殊実験室の音響特性

Investigation o f  Headphones Suitable for  Psychophysica1

Experiments

Auditory Spectrograms i n  H M M  Phoneme Recognition
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Fast Leaming Arti f ic ia lNeuralNetwork
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Recognition o f  Manipulated 〇bjects by Motor Learning with
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Speech Tools ManualPages
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夕 イ ト ル

昭和61-年度試作MMIcの能動素子特性評 ・価

光衛星間通信に適用可能な光デバイス ,通信方式に関

する調査報告:書

偏光変調/直接検波方式に関する実験的検討

術星間通信に際しての地球大気分子による吸収の計算

LUFET  M M I C ; 多層化MM I C の試作検討一第 1 次 試

作 一

GaA s  F E T の A C 小 信 号 モ デ ル パ ラ メ ー タ の バ イ ァ ス

依存性評価

S i 選択ドープGaAs/AIGaAs量子并戸構造の発光応答

有限要素法を用いた導波路の電磁界解析プログラムマ

ニュアル

T〇WA R D S  E X P E R I M E N T S  I N  FUNCT I〇NAL

〇PTICAL CHA〇S

有機高分子の非線形光学効果に関する調査

選択ドー プ量子井戸のサブバン ド構造とサブバン ド間

吸収の解析

Tera Hertz Coherent Radar

Electronic structures of GaAs-AIAs Superlattices
ト ラ ン ス ポ リ ァ セ チ レ ン ・ ソ リ ト ン 付 近 の 振 動 モー ド

の研究

非線形動力学の立場から見た神経回路綱とその情報処

理機能

「非線形動力学のAppl icab i l i tyワー ク シ ーョ ツ プ」報告
多重伝搬路内におけるアンテナ特性の解析と多重波干

渉除去技術への応用

リ ミ ッ ト サ イ クル を理め込んだ 、非対称な結合行列を

持つ、神経回路網の記憶想起特性

マイクロ波回路小型化の研究
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Discriminative Feature Extraction

Recognition by Combinations of  Paraperspective Images
特徴点対応に基づいた連動立体視における  ト ラ ン ス ぺ
アレンシー

Dy n am i c  Ceps t r um  Pa r ame t e r  I n co rpo ra t i ng  T ime -

Frequency Ma s k i n g  a n d l t s  App l i c a t i o n  to  Speech

Recognition

温度差つき造伝的アルゴリズムの収東

アニー リ ン グ ス ケ ジ ュールの定数倍加速

F0調節の生理機構に関する磁気共鳴画像(MR I )の分析

自由手書き文字認識の研究

l1修觀l前の非侵襲計測と識律制御の生理機構

母音における音声と口1甚形状の視]確覚に関する研究(そ

の1 .母音口形連続体における視知覚)

A So f twa r e l i b r a r y  o f  C+ + c l a s s  objects f o r  bio1ogica1

structure modeling
外舌筋収縮力空間における調音111f t道の作成
Product ion and  Perception o f  the Consonan ta lVo i c i ng

Distinction i n  Speech without V〇T : A n  Acoust ic Study

Using Electric Larynx Speech
口唇の調音動作を実現する生理学的モデル
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マイ ク ロ波回路非線形デバイス回路の研究

GaAs/AIGaAsおよびInGaAs/AIGaA s量子井戸構造にお

け る サブバ ン ド 間選移

sI Msによる化合物半導体中の不系,ll物分析
ATRにおける高周波回路の研究一超小型 ・高機能MM Ic
光衛星間通信実験用光変復調器の構成と特性

成層圏無線中継航空機を用いた字宙光通信実験

G a A s ( 1 1 1 ) M B E成長とS i ドー ピ ン グ

高濃度 si ドー プG a A s の ラマン錯乱と量子井戸サブバ
ン ド間吸収の外部光制御

有限要素法を用いた 2次元 1静電場解析プ ロ グ ラ ム マニ

ユアル

GaAs表面・界面の制御

有限要素法による損失のある 2次元導波路の特性解析

プログ ラ ムお よびその解析法を用いたM M Ic用低損失
線路の検討

空間回路網法を用いた周波数特性解析プログラム

マイ ク ロ波帯移動通信のためのアンテナ ・給電系ハー

ド ウ ェ ア の検討

多重波伝搬特性と等化方式の研究

ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ァ ン テ ナ

テ ラへルツ - イ メ ー ジング ・ レ ー ダ
Superresolution of  Multipath Delay Profi les Measured by

P N  Corre la t ion  Me t h o d  and  Its App l i ca t ion  to  I n doo r

Propagation Analysis

B E R  Performance o f  Anti-Multipath Modulat ion Scheme

P SK-VP  and its 〇ptimum Phase-Waveform
I n-Room  Transmission B E R  Perfo1mance of  Anti-Multipath
Modulation PSK-VP
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偏光変調/コヒー レント検波方式に関する実験的検討

光空間制御アレーアンテナの励振分布と放射特性

ATR光電波通信研究所の5年間の歩み

M M Icの超小型化・高機能化技術の研究
1 9 9 1年度MMIc研究成果報告
ModeI l i ng  o f  S1ot Coup l ed ,C i r c u l a r  Microstr ip Patch
Antenna Elements

移動体衛星通信用DB Fアンテナ信号処理部の構成と

その特性

M M Ic回路構成法の研究
球面走査アンテナ近傍界測定におけるアラ イ メ ン ト誤

差の影響

4 m φ大型球面走査アンテナ近傍界測定システムの開
発とその評価

ElectricalContacts on ( 1 1 1 )A  GaAs

ワニエ ・シュタルク局在現象を利用した自己電気光学

効果素子

High Speed Fiber 〇ptic L i nk  Deve1opment for  Persona1

Communication Systems
M M Ic非線形デバイス回路の研究
G a A s ( 1 1 1 ) A面上の横方向 p -n 接 合 と段差基盤上の
M B E 成長シ ミ ュ レー シ ョ ン

移動体衛星通信用アクティブアレーアンテナの研究

Quasi-〇ptic Electrooptic Modulator on LiNb〇3
MM I Cデバイスプロセス技術

ビーム ス ペース C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー

室内における多重波伝搬特性の研究

ニ ュー ラ ル ネ ッ ト ヮー クを用いた適応等化器の研究

マ イ ク ロ 波 ミ リ 波 帯小型 フ イ ル夕の研究

ス ロ ッ ト 結 合 型 円 形 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ァ ン テ ナ の 端

子間相互結合特性

G aA sパタ ー ン基盤上でのGaA sの分子線エピタクシー

におけるGa表面拡散長の異方性

GaAs選択エ ツチング用H F + H2〇2+ H2〇混合液の基本特

性

GaAs ( 001 )パタ ー ン基板上でのGaAs/AIGaAs多層膜の

分子線エピ タ ク シ一中のフ ァセ ッ ト 成長

GaAs ( 1 1 1 )Aパ夕一 ン基板上でのGaAs/AIGaA s多層膜
の分子線エピ夕クシ一中のファセ ッ ト成長

ビーム伝搬法によるステップ型光導波路の解析

非線形ダイナ ミ ッ ク ス を利用した新機能素子の研究

Design o f  Mi11imeter Wave Persona lRadio Systems Using

Fibre 〇ptic Links
H B Tの光マイクロ波集積回路への適用

フ ェーズ ド ア レーアンテナの適応制御に関する研究

G aA s ( 1 1 1 ) A面上におけるDBR用多層膜のMBE成長

ス ぺ ク ト ル 領域法 を用い た ス ロ ツ ト 結 合円形マ イ ク ロ

ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 解 析

MBE成長による ( 1 1 1 ) A面GaA s段差基板上への横方向

p - n接合の形成とその応用
セルラ基地局の送受信アンテナ指向性制御による周波

数利用効率の改善

D B F ア ンテナにおける A / D 変換器の有効分解能に関

する検討

ビーム伝搬法による分布屈折率型光導波路の解析

M B E 成 長 に よ る ( 1 1 1 ) A 面 G a A s 基 板 上 へ の

GaAs/AIG aA sの成長とその応用

Piezoelectric effect in InGaAs/GaAs quantum we11s grown
on ( n 1 1 )A-oriented GaAs substrates(n-1,2,3,4)
PAL-sLMの基本特性とその応用可能性
M B E 法 に よ る ドーパント S i のみを用いたG a A s ( 1 1 1 ) A

面上GaA s , AIGaAs/GaAs L E D構造の成長
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夕 イ ト ル
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# 0-089
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# 0-091

Software for design of semiconductor multilayer structures

Study of  some adaptive eigenspace algorithms for antenna

arrays

The  Growth  o f  High  Quality I nGaAs  quantum we l I s  o n
GaAs(111)Asubstrates

ワ ニ エ ・ シ ュ タ ル ク 局 在 効果 を 利 用 し た 半 導体光素

子 ,wsL-sE E D の動作特性 【 II 】 非線形電気回路、s-
sE E Dのポテンシャル関数法による動作性解析 :準安定
状態を経由 した 3 状態間選移お よび光 ト ラ ン ジ ス夕 一
の実現

ワ ニ エ ・ シ ュ タ ン ク 局 在 効 果 を 利 用 し た 半 導 体 光 素

子,WSL-S E E D の動作解析 【 I 】  W S L-S E E Dにおける
光吸収飽和特性、及びそれを利用した光微分器の実現

ワ ニエ ・ シ ュ 夕 ル ク 局在効果 を利用 し た 半導体光素

子,WSL-SEEDの動作解析 【 II 】
半導体超格子中の「一 X t r a n s f e rのキャリア輸送に対す

る影響

ミ リ 渡 帯 M M I C バ ラ ン ス 型 ア ッ プ コ ン バ一 夕
A high resolution algorithm for  detection -est imat ion o f
n a r r ow -b a n d  s i gna l s  u s i ng  sensor arrays w i t h o u t
eigendecompositions o f  data correlations

GaA s ( 1 1 1 ) A面上デルタ ドー プG a A s層における不純物

の拡散

ミ リ波帯高アイソレーションMM I C F E T スイッチの検討

広帯域信号に対応したビー ム ス ペ ー ス 形cM A ア ダ プ
テ ィ ブ ア レー

MBE法によるS i ( 1 1 1 )基板上G aA sへテロエピ タキシャ
ル成長

多自由度複雑掲ダイナミックの研究一その理解と応用一

カオス と量子現象一 メ ソ ーン コ ピ ッ ク 系 と レーザ一系一

超潤滑一摩擦ゼロとなる状態一

Method (sMP )の多重波遲延時間に分解能特性に関する
研究

光 / ミ リ 波無線 リ ン クシ ステムの設計と構築

レーザマイクロビジョンの高速高分解能信号処理方法

波長1.0 6 µ m帯ネォジウム添加光ファイバ一増幅器

GaAs/AIAs  t y p e超格子における光lfi1起電流発振
非静止衛星通信ネッ ト ワ ー クにおける光衛星間通信パ

ラ メ ー タ に 評 価

I n 系超格子におけるワニエシュ夕ンク局在効果とその

応用

非線形有機光学材料の設計論

ア ダ プ テ ィ ブ ア レー アンテナ と最ゆ う系結合推定の結

合一所望波と遲延波の分離最合成アルゴリズム ー

方向性結合器を用いたマ イ ク ロ 波 ト ラ ン ス バーサ ル フ

イル夕研究

DBFマルチビームアンテナデイジタル信号処理部の開発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ン テ ナ デ イ ジ タ ル 信 号

処理部の開発

D B Fセルフビー ム ス テ ア リ ン グ ア レー アンテナ信号処

理部の開発

DBFマルチビームアンテナデイジタル信号処理部の開発

B S C M A ア ダ プ テ ィ ブ ア レー ア ン テ ナ デ イ ジ タ ル 信 号

処理部の開発

D B Fセルフビーム ス テ ア リ ン グ ア レーアンテナ信号処

理部の開発

〇pticalProcessing Mult ibeam Array Antenna
車 載 デ ィ ジ タ ル ビー ム フ ォ ー ミ ン グ ア ン テ ナ に よ る 衛

星電波の追尾受信実験

I M S L よ り 給 電 さ れ る ス ロ ッ ト 結 合 マ イ ク ロ ス ト リ ッ

プァンテナ

小型 ・低損失マイクロ波フイルタの研究
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N〇.

タ イ ト ル

ミ リ 波帯多層化M M Icの研究
通信網の発達に伴 う ト ラ ヒ ッ ク理論の機能的困難と克

服への展望

G aA s ( 1 1 1 ) A基板における成長前表面処理とその表面

状態の研究

高指数A面段差基板を用いた横型トンネル結合デバイ

スの研究

レーザマイク ロビジ ョンの信号処理
リ ア ル タ イ ム レー ザ マ イ ク ロ ビ ジ ョ ン

〇pt i c a l s w i t c h i n g  app l i ca t ions  o f  de layed f e edback

nonlinear systems

Adapt ive  Se lect ion  o f  〇sci11atior1 Mod e  i n  a Chaotic

〇pticalRing to Avoid Co11ision

N0.

夕 イ ト ル

#〇一124

#〇一125
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#〇一129
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#〇一131

#〇一132
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#〇一135

#〇一136

#〇一137
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#〇一139

ミ リ 波 ブ リ ッ ジ 型 M M I C ス イ ッ チ

Avs を用いたニュー ラ ル ネ ッ ト ヮ ー ク の 可 視化 シ ミ ュ
レー シ ョ ン

単一 ドーパン ト S i のみを用いたG a A s ( 1 1 1 ) A段差基板

上横方向サブミクロンキャリア封じ込め構造のMBE成長

サ イ ク リ ッ ク 拡 散 符 号 を 用 い た 広 帯 域 ス ぺ ク ト ラ ム 拡

散通信方式

DB Fセルフビーム ス テ ア リ ン グ ア レーア ン テナ

自己発振型光マイクロ波ミキサ

ミ リ 波 マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ア ン テ ナ の 開 発

GaAs (311 )A面・面発光レーザ
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編集後記
秋の A T R ジ ャ ーナル編集作業が最高湖となる時期は、  芸術の秋、  読書の秋、

食欲の秋といった好ましぃ  ( 中 には 3番目が怖いと ぃ う人 もあるが )  季節である。

しかし 、今年に関しては、災害の秋、  とい うのが正直な印象である。 8月半ばの

トルコの地震に引き続き、  9月下旬にはお隣の台湾で阪神淡路大震災を上回る地

麓が発生し、多 くの人的、物的損害を被つている 。台風も今年は当たり年のよ う

で 、  これ も猛威をふるった 。私は 1 0 年以上も昔 、  国土庁の防災局とぃ うぉ役所

に動務したことがあり 、関東大震災の発生日である 9月 1日の防災の日に行われ

る政府の防災訓練の裏方も経験しているのだが、  その割に日常の防災意識は風化

してしまっている。被害のなかった皆様には災害への備えをお願いするとともに、

被災者の皆様の一刻も早い立ち直りをお祈りしたい。

(国際電気通信基礎技術研究所総務部秘書室長 阪田正和 )
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ATR グループのご紹介

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学 ・ 官の幅広いご支援をいた

だき1986・年3月に設立しました。
ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。

4R&Dの研究費は基盤技術研究促進セン夕一からの

出資70 %、  民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに4成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

役に立つ様々な情報を公開 しています。

今後も随時拡充予定です。 皆様のアクセスをぉ待ちしてぉります。
ATR知能映像通信研究所 http://www.mlo.atr.co.jp
ATR音声翻訳通信研究所 http://www.1tl.atr.oo.jp
ATR人間情報通信研究所 http://www.hip.atr.co.jp
ATR環境適応通信研究所 http://www.acr.atr.co.jp
特 許 と 成 果 物 http://results.atr,co.jp

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)
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